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きれいな海で育てた

　　　　アオサを収
穫

　親子で漁業を営む勝木さん。この日は、
アオサノリの収穫後、洗浄・脱水・選別
作業を行っていました。
※第１次産業の担い手に関する記事を24
ページに掲載。
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T r e a s u r e  I s l a n d  T O P I C S

　市民のまちづくり活動やさまざまな分野で、市政の振興発
展に貢献し、顕著な功績がある人や団体を表彰しました。
■表彰は次の４種類
◇自治功労表彰：議員や行政委員などで８年以上貢献した人や団体
◇社会功労表彰：市の振興や発展に10年以上貢献した人や団体
◇善行表彰：人命救助など他の模範となる人や団体
◇特別表彰：教育、学術、文化、スポーツなどで功績が特に著しい人や
団体

天草市表彰
平成28年度の受賞者を紹介します 高

濱 

み
つ
子
さ
ん

　平成18年度から固定資産評価審
査委員会委員を務める。

濵
﨑 

又
幸
さ
ん

ま
た
ゆ
き

け
ん
ご

し
ん
じ

だ
い
ご
う

み
き
お

　福祉施設への慰問や夏祭り・文
化祭などでの音響ボランティア活
動。市や社会福祉協議会へ車椅子
の寄贈などで貢献。

新
木 

富
雄
さ
ん

と
み
お

ひ
ろ
き

　平成17年から碇石地区振興会の
副会長・会長を務め、「質にこだ
わる元気な碇石づくり」を目指し
て、環境保全や産業振興に貢献。

七
つ
の
子
の
会　

代
表
者 

佐
々
木 

明
子
さ
ん

　平成14年に設立。河浦図書館で、
幼児・小学生・保護者を対象とした
「おはなし会」や小・中学校・高校で
の朝の読み聞かせなどで貢献。

松
元 

幹
夫
さ
ん

　平成17年から宮南地区振興会会
長を務め、「元気で明るい宮南地域」
を目指して、竜洞山みどりの村を
起点とした交流事業などで貢献。

端
場 

賢
吾
さ
ん

吉
田 

啓
希
さ
ん

　平成17年から本戸公園や近隣の
道路などのごみ拾いやトイレ清掃
などの美化活動、夜間の公園巡回
などで貢献。

　「第10回全国中学生空手道選抜
大会」の中学２年男子形の部で県
代表として出場。小学６年での初
優勝に続き２度目の全国制覇。

　平成17年に設立。小・中学校・
高校での読み聞かせ活動や敬老
会、図書館のクリスマスお話し会
などで貢献。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ピ
ノ
キ
オ

代
表
者 

竹
内 

美
由
紀
さ
ん

有
島 

伸
二
さ
ん

　「第16回全国障害者スポーツ大
会」でフライングディスク種目（ア
キュラシーディスリート・セブン）
に県代表として出場し優勝。

松
原 

大
剛
さ
ん

　「第30回全国都道府県対抗中学
バレーボール大会」で県選抜チーム
の一員として出場。熊本県チーム
は14年ぶり２度目の全国制覇。
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宝島のわだい
Ama－biZ通信

施政方針
平成29年度の主な取り組みを
紹介します！
平成29年度予算
第１次産業の担い手に
投資します
B型肝炎・風しんの予防接種費用助成
建築関係
みんなの広場
あまくさン／スポーツ大好きっ子
くらしの情報
市民のひろば
市職員人事異動
健康ごよみ
天草の潮汐／行政相談所を開設
休日在宅病・医院／水道修繕当番店
いきいき健康

主な内容Contents

5月号
平成29年

問い合わせ先

牛  深☎732111・有  明☎531111
御所浦☎672111・倉  岳☎643111
栖  本☎663111・新  和☎462111
五  和☎321111・天  草☎421111
河  浦☎761111

天草市役所・市庁舎別館 ☎㉓1111
〒863-8631 天草市東浜町8番1号

支　所

本　庁

※（　）内は前月比

83,082
38,854
44,228
37,201

（774減）
（406減）
（368減）
（209減）

出生
死亡
転入
転出

48人
136人
323人
1,009人

３月31日現在

３月中の異動

人　口
男
女

世帯数

人のうごき

４木

３水

２㊋
１㊊

10㊌
９㊋
８㊊
７日
６㊏

５金

13㊏
12㊎
11㊍

14日

17㊌

16㊋
15㊊

20㊏

19㊎
18㊍

21日

24㊌
23㊋
22㊊

31㊌
30㊋
29㊊

27㊏

26㊎
25㊍

28日

イ ベントカレンダー

□●憲法記念日

□●みどりの日

第18回 ジャガジャガ祭
9：00～14：00（お万ヶ池公園一帯〔天草町大江〕）
﨑津漁協朝市 9：00～（天草漁協﨑津支所〔河浦町〕）

□●こどもの日

栖本地区防災訓練（栖本町内）

女性のための無料法律相談
10：00～12：00（市男女共同参画センターぽぽらす）

栖本コミセン祭り
（栖本町河内コミュニティセンター周辺）
天草文化交流館作品展【～6月4日】
（天草文化交流館）

ホタルフェスタ“ほんわかホタルの鑑賞会”
17：00～（旧城河原小学校〔五和町〕）

ONSENガストロノミウォーキング in下田温泉
11：00～13：00（五足の靴遊歩道～下田温泉街〔天草町〕）

下田温泉祭【～28日】18：00～（下田温泉街〔天草町〕）

第11回 仕切網漁体験 13：00～（新和町宮地浦湾）

第13回 西の久保公園 天草花しょうぶ祭り
＆食と物産大バザール【～６月４日】
9：00～19：00（西の久保公園〔本渡町本戸馬場〕）

きゅうなん
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　３月29日、市と㈱通宝との間で、市内に
工場を設置する「立地協定」の調印式が市役
所で行われました。有明町の旧赤崎保育所を
同社の「のり菓子　風雅巻き」の製造工場と
して活用するもの。操業開始予定は本年10
月。従業員10～30人を雇用し、手作業によ
る同菓子の製造を行う計画です。また、同社
では現在「天草産いわしふりかけ」も製造販
売しており、今後、天草産原料を使用した商
品開発も目指すとのことです。

▲

右
か
ら
㈱
通
宝
塚
田
社
長
、

　
　  

中
村
市
長
、
㈱
風
雅
塚
田
社
長

㈱通宝との立地協定締結
有明町にお菓子の製造工場を誘致

　３月19日、「うしぶか海食祭withキビル
フェス」がうしぶか海彩館と鹿児島県の長島
町・杉本酒造にて開催されました。地元の名
産品をはじめ雑貨など約50店舗が出店。コ
ラボ企画として、牛深の塩と長島のじゃがい
もを使ったスイーツ「キビルリング」を販売。
また、両会場を訪れてもらおうと牛深～蔵之
元間のフェリー料金が往復500円で利用で
き、多くの来場客でにぎわいました。

▲牛深会場のようす

うしぶか海食祭withキビルフェス
海を渡るおまつり

　２人そろってゴールする「第31回宮田ペ
アーマラソン大会」が、３月19日倉岳町の
宮田グラウンドをスタート・ゴールとする３
kmのコースで開催されました。同大会実行
委員会が、参加者の健康と体力の向上や親睦
と融和を深めることを目的に毎年実施してい
るもの。今回は熊本地震で被害が大きかった
益城町の小学校から10組が招待されたほか、
過去最多の243組が参加し、早春の宮田の
海岸線を仲良く走りました。

▲

笑
顔
で
ゴ
ー
ル
す
る
参
加
者

第31回宮田ペアーマラソン大会
手をつないで仲良くゴール！

▲

コ
ー
ス
を
歩
く
参
加
者

　３月25日、河浦町の一町田地区振興会主
催の「一町田さくらまつり」が同地区コミュ
ニティセンター周辺で開催されました。
　同センター集会室では、小・中学生や高校
生、天草吹奏楽団による青少年音楽祭が行わ
れ、ピアノや吹奏楽の演奏で来場者を楽しま
せました。また、一町田川沿いを歩く５
km、河内浦城跡公園から街中を展望する３
kmコースのウォーキングに約160名が参加
し、心地よい春の１日を満喫しました。

 一町田さくらまつり
春の訪れとともに

　３月25日、有明町の市立島子保育所で、
卒園式と閉所式が行われました。昭和35年
に開所し、57年間で延べ1,089人が卒園し
ました。式には、在園児や保護者、歴代保育
所長、卒園児も出席。在園児たちは歌を合唱
し、卒園児たちは空手やピアノ、太鼓の演舞
などを披露しました。最後には出席者全員で、
花の種のついた風船を飛ばし、別れを惜しん
でいました。４月からは民間の島子保育園と
して開園し、新たな歴史を刻みます。

▲

風
船
を
飛
ば
す
園
児
た
ち

島子保育所閉所式
57年の歴史を刻んで

　３月21日、栖本中学校生徒会が、自分た
ちで育てた花を「花のまごころ便」として地
域の福祉施設などへ贈りました。日ごろから
お世話になっている人への感謝の気持ちを表
すこと、自主的で責任ある行動を目指すこと、
地域の人とのつながりを深めることを目的
に、10数年前から行っているもの。
　今回はデージーを植えたプランターを町内
12カ所の福祉施設などに届け、たくさんの
笑顔の交流ができました。

▲

花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
手
渡
す
中
学
生

花のまごころ便
花とまごころを届け笑顔で交流

　4月16日、新和町の“竜洞山みどりの村”
を主会場に「第12回竜洞山健康ウォーク」
が開催されました。竜洞山フェスティバル実
行委員会が開催し、不知火海の美しい眺望が
楽しめる5・10ｋｍの2つのコースに計265
人が参加。新緑の香る中、思いおもいのペー
スで風光明媚な景色を楽しみながら歩いてい
ました。参加者は「きつかったけど、達成感
があり、気持ちよかったぁ」と満足げに話し
ていました。

▲

山
頂
か
ら
望
む
不
知
火
海

第12回竜洞山健康ウォーク
新緑を感じながら風光明媚な景色を満喫

　３月29日、五和町の地域交流センターお
おくすで、市内７つの飲食店などが開発した
天草の塩を使った料理やお菓子、パンなどを
披露する「あまくさンソルト食堂」が開催さ
れました。アドバイザーに熊本市の「リスト
ランテ・ミヤモト」のオーナー宮本けんしん
シェフを迎え、試食会も開催。宮本シェフは、
「天草は海流に恵まれている。まずは、地元
産の塩を使う文化を広めてほしい」と話して
いました。

▲

塩
き
く
ら
げ
な
ど
を
試
食
す
る
参
加
者

あまくさンソルト食堂
海流に恵まれた天草の塩
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講
師
や
他
の
参
加
者
か
ら
厳

し
い
指
摘
を
受
け
な
が
ら
も
、

改
善
点
を
見
い
だ
し
、
起
業
家

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
起
業
塾
に
は
、
過
去

４
期
の
卒
塾
生
の
皆
さ
ん
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
起
業
家
の

先
輩
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
ア
マ
ビ
ズ
で

の
個
別
相
談
や
卒
塾
生
で
構
成

す
る
「
し
て
み
ゅ
ー
会
（
毎
月

第
３
月
曜
日
）」な
ど
で
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、〝
起
業
〞
と
い

う
夢
の
実
現
に
向
け
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
起
業
塾
に
参
加
さ
れ
な
か
っ

た
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ア
マ
ビ
ズ

を
活
用
し
な
が
ら
、
起
業
の
夢

を
実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
天
草
市
、
京
都
大
学
経
営
管

理
大
学
院
、
ア
マ
ビ
ズ
の
３
者

共
催
に
よ
る
『
第
５
回
天
草
宝

島
起
業
塾
』
を
、
１
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
、
５
日
間
の
日
程

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
健
康
や
福
祉
、
農
業
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
考
え
て

い
る
13
人
が
参
加
。「
ど
ん
な

価
値
を
、
ど
の
よ
う
な
お
客
様

に
、
ど
う
や
っ
て
提
供
し
て
い

け
ば
、
事
業
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
く
の
か
」
と
い
っ
た
起
業

に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら

身
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
講
師
の
同
大
学
院
小
林
教
授

に
よ
る
講
話
、
同
若
林
教
授
に

よ
る
実
習
で
も
多
く
の
〝
気
づ

き
〞
を
得
て
、
３
月
12
日
の
最

終
日
に
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
作
り
上
げ
た
起
業
プ
ラ
ン
を

発
表
し
ま
し
た
。

Ama-biZ 通信ア マ ビ ズ

「Ama-biZ」（天草市起業創業・中小企業支援センター）の活動状況などをお知らせします。

所在地：中央新町３番17号（本渡中央銀天街アーケード内）
開所日：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）9：00～17：00 相談予約・問い合わせ　☎24-5555

天
草
宝
島
起
業
塾　

　
　

５
期
生 

13
名
が
卒
塾
！

▲小林教授 ▲若林教授 ▲起業塾OGトーク ▲事前説明会

▲グループワーク

▲

５
期
生
の
皆
さ
ん

参加者の
声

　自分ができる仕事量について考
える機会となり、また他の参加者
の活動が参考になりました。

　４月の定期異動で御所浦町を離れる御所浦
小・中学校の９人の教員が３月30日、御所
浦港と横浦港で児童・生徒や保護者など約
100人から見送られました。
　船に乗った教員は、教え子と握手を交わし
ながら「これからもがんばってね」と何度も
声をかけて激励。児童・生徒たちは、感謝の
言葉を伝えると、紙テープを手に教員との別
れを惜しみながら、船が見えなくなるまで手
を振って見送りました。

▲

手
を
振
っ
て
見
送
る
よ
う
す

御所浦小・中学校異動教員の見送り
先生、ありがとう

▲

が
ね
あ
げ
を
試
食
す
る
来
場
者

　３月26日、五和町の鬼池港ターミナル裏
芝生広場で「鬼池港物産市」が開催されまし
た。五和地域の農産物や加工品などの販売促
進を目的に五和まちづくり協議会が初めて開
催したもの。会場には、こっぱもちやがねあ
げ、五和沖で獲れたウニやなまこなどが並び、
来場者はお目当ての商品を買い求めていまし
た。この日は、同会場を発着とする「鬼池天
神山潮風ウォーキング」も開催され、会場は
多くの人で賑わいました。

鬼池港物産市
五和のうまかもんが大集合！

　３月25日の夜、本渡地域の繭姫通りで「繭
姫通り女の夜祭り」が開催されました。同祭
り実行委員会が、明治初期に繭工場があった
ことにちなんで開催し、今回で14回目。歩
行者天国になった通りは飲食店などの屋台が
並び、多くの家族づれや若者たちでにぎわっ
ていました。夕暮れ時には繭姫様やお稚児さ
ん、巫女さんが先導して挙式後の新婚カップ
ルを乗せた人力車が登場。通りを練り歩き、
多くの人の祝福を受けていました。

▲

み
ん
な
か
ら
祝
福
を
受
け
る
２
人

繭姫通りおんなの夜祭り
結婚式を挙げた２人をみんなで祝福

まゆひめ

ち　ご

み　こ

　３月19日、天草町の福連木子守唄公園か
ら角山山頂までの約４kmを往復する「角山
官山ウォーキング」が開かれ市内外から
110人が参加しました。広大な国有林にか
しの木などが自生し、歴史的にも貴重な角山
官山を知ってもらおうと福連木里づくり振興
会が開催し、今回で５回目。参加者は、道中
の落ち葉を踏みしめながら尾根沿いのコース
を歩き、山頂では目の前に広がる風景を楽し
みながら、お弁当を食べていました。

▲

山
頂
で
弁
当
を
食
べ
る
参
加
者

角山官山ウォーキング
大パノラマを堪能しました

かどやま

かんざん
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〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
第
１
次
産
業
全
体
で
、「
つ
く
る
（
生

産
す
る
）」、「
素
材
を
生
か
す
（
加
工

す
る
）」、「
売
る
（
販
売
す
る
）」、「
支

え
る
（
人
材
育
成
・
支
援
体
制
づ
く

り
）」、「
つ
な
が
る
（
他
の
産
業
や
政

策
と
連
携
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

一
連
の
経
済
活
動
を
横
断
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
中
で
も
担
い
手
不
足
の
対
策
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
就
業
準
備
期
間
か
ら
就
業
開
始
、
そ

し
て
定
着
ま
で
の
期
間
に
つ
き
ま
し

て
、
国
や
県
の
支
援
制
度
に
加
え
、
さ

ら
に
本
市
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
、
創

出
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
担
い

手
対
策
」、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
」、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

そ
し
て
「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
担
い
手
対
策
」
で
は
、「
親
元
就
農

者
へ
の
給
付
金
制
度
」、「
定
年
就
農
者

へ
の
営
農
支
援
策
」
を
新
た
に
創
設
す

る
と
と
も
に
、
管
内
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携

し
、
き
め
細
や
か
な
営
農
指
導
体
制
の

構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
が
不
在
と
な
っ
て
い

る
農
家
に
対
し
て
は
、
就
農
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
経
営
移
譲
を
進

め
ま
す
。

大
や
子
牛
価
格
安
定
化
を
図
る
た
め
の

牛
舎
の
簡
易
整
備
や
放
牧
の
推
進
、
そ

し
て
伝
染
病
対
策
に
重
点
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
推
進
か
ら

７
年
が
経
過
し
、
管
内
の
オ
リ
ー
ブ
園

は
結
実
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
排
水
対
策
や
優
良
枝
の
高
接
ぎ
技

術
を
試
験
実
施
し
、
生
産
対
策
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
後
継

者
対
策
」、「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利

用
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
後
継
者
対
策
」
で
は
、
林
業
経
営

体
が
減
少
を
つ
づ
け
る
中
で
、
天
草
地

域
の
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に

は
、
林
業
の
就
業
者
お
よ
び
後
継
者
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
就
業
支

援
対
策
を
創
設
し
ま
す
。

　「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利
用
」
に

つ
い
て
は
、
天
草
産
材
を
利
用
し
た
住

宅
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
に
対
す
る
助

成
制
度
の
対
象
を
事
業
所
な
ど
に
も
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

製
品
の
開
発
や
販
売
、
供
給
体
制
の
構

築
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
天
草
産
材
の

需
要
拡
大
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
と
関

連
産
業
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業

就
業
者
や
水
産
資
源
の
減
少
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、「
担
い
手
確
保
」
や
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
担
い
手
確
保
」対
策
と
し
て
、

親
元
で
の
就
業
期
間
中
や
独
立
後
の
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
漁
業
就
業
を
目
指
す
若
者
や
漁
家
世

帯
で
育
っ
た
後
継
者
が
、
よ
り
安
心
し

て
就
業
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
若
い
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
、

水
産
業
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

関
連
産
業
や
漁
村
集
落
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
次
に
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
と

し
て
、
海
藻
類
を
含
め
た
水
産
資
源
の

維
持
回
復
の
た
め
に
、
稚
魚
放
流
や
有

害
生
物
駆
除
、
つ
き
い
そ
事
業
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
マ
ガ
キ
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
、
ヒ
ジ
キ

等
の
養
殖
の
普
及
に
よ
る
複
合
経
営
を

推
進
し
、
漁
協
や
長
崎
大
学
な
ど
と
連

携
し
た
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や

P
R
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
漁
協
や
漁
業
者
が
話
し
合

っ
て
策
定
さ
れ
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け
た
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
、
県
と
連
携
し
た
赤
潮

監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
長
崎
大
学

水
産
学
部
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
魚

病
対
策
に
関
す
る
共
同
研
究
、
魚
類
防

疫
士
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
魚
類

養
殖
事
業
の
生
産
安
定
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の

安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
浮
体

式
係
船
岸
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
漁
港
関
係
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
現
況
調
査
お
よ
び
機

能
診
断
を
実
施
し
、
保
全
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
地

元
消
費
の
促
進
」
と
「
商
店
街
の
活
性

化
」、
そ
し
て
「
陶
磁
器
の
島
と
し
て

の
産
業
振
興
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
地
元
消
費
の
促
進
」
で
は
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

施
し
、
地
元
事
業
者
の
仕
事
づ
く
り
と

市
民
の
住
環
境
改
善
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
商
品
券
に
よ
る
助
成
を
行
う

こ
と
で
地
元
消
費
と
地
元
事
業
者
の
支

援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
商
店
街
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
へ
の
入
居
に
対

す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
都
市
部
に
拠
点
を
持
つ
企
業
社

員
が
本
市
で
の
勤
務
を
可
能
と
す
る
事

務
所
を
商
店
街
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
陶
磁
器
の
島
と
し
て
の

産
業
振
興
」
を
図
る
た
め
、
窯
元
と
連

携
し
、「
天
草
大
陶
磁
器
展
」を
は
じ
め
、

年
間
を
通
し
た
事
業
を
展
開
し
、
天
草

陶
磁
器
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
と
と

も
に
、
陶
磁
器
の
島
を
支
え
る
人
材
育

成
の
た
め
、
著
名
陶
芸
家
の
招
聘
な
ら

び
に
若
手
陶
芸
家
に
よ
る
都
市
圏
で
の

展
示
会
出
展
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
産
業
連
携
・
支
援
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ビ
ズ
に
よ

る
中
小
企
業
や
自
営
業
者
そ
し
て
起
業

家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
、
物
産
公
社

に
よ
る
受
発
注
窓
口
の
一
元
化
を
進

め
、
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大

へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
ア
マ
ビ
ズ
と

物
産
公
社
の
強
み
を
融
合
・
連
携
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
開
発
支
援
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
か
ら
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
か
ら
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
場
産
業
の
活

性
化
と
販
売
戦
略
の
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
事

業
に
取
り
組
む
事
業
者
や
起
業
家
の
支

援
に
加
え
て
、
新
た
に
「
天
草
市
版
の

持
続
化
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
、
販

路
開
拓
を
後
押
し
す
る
「
持
続
化
補
助

金
」は
、
事
業
者
の
活
性
化
と
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
若
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す

る
た
め
、
商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

中
小
企
業
合
同
説
明
会
・
就
職
相
談
会

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林
水

産
物
を
原
材
料
と
す
る
新
商
品
開
発
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
に
対
し
、
加
工
施

設
や
設
備
整
備
に
対
す
る
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4

月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
、
観
光
客
の
入
り
込
み
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
本
市
独
自
の

被
災
者
支
援
制
度
や
宿
泊
割
引
券
の
販

売
、
さ
ら
に
国
、
県
の
旅
行
代
金
割
引

制
度
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
に
よ
り
、

観
光
客
は
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
終
了
し
て

も
、
そ
の
反
動
が
生
じ
な
い
よ
う
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す

と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
候
補
「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
を
核
と
し
て
、
天
草
の
地
域

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
、
ま
た
、
性
別
、
年
代

別
な
ど
の
属
性
に
応
じ
た
観
光
商
品
の

開
発
を
強
化
し
、
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産

登
録
を
見
据
え
、
熊
本
県
内
は
も
と
よ

り
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
周
辺

地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
島
内
で
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
と
観
光
客
の
回
遊
性

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、天
草
観
光
の
目
玉
で
あ
る「
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や
「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
」
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
努
め
、
周
遊
ツ
ア

ー
の
実
施
や
豊
富
な
農
林
水
産
資
源
を

生
か
し
た
各
種
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
ー
の
開

催
な
ど
、
年
間
を
通
し
た
多
彩
な
観
光

商
品
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
御
所
浦
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
島
内
に
電
気
自
動
車

の
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
を
行
い
、
観
光
客

の
誘
致
と
島
内
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
﨑
津
集
落
」
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
か
し
て
、
長
崎
―
﨑
津
間

の
海
上
航
路
の
試
験
運
行
な
ど
、
交
通

網
の
対
策
や
利
用
促
進
に
も
、
よ
り
一

層
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
草
宝
島
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
観
光
振
興
を
担
う
中
核
的
な
組

織
で
あ
り
、
行
政
支
援
の
あ
り
方
お
よ

び
行
政
と
の
役
割
分
担
や
事
業
内
容
を

見
直
す
と
と
も
に
、
昨
年
取
得
さ
れ
た

第
２
種
旅
行
業
に
よ
る
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
を

促
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
観
光
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
名
称
を
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
改

め
、
本
年
1
月
に
推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
９
月
頃

に
専
門
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
平

成
30
年
５
月
頃
に
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
が

あ
り
、
７
月
頃
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
・
登
録
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
世
界
遺
産
は
資
産
の
保
全
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
集
落
資
産
で
あ
る

﨑
津
地
区
に
お
い
て
は
、
家
屋
な
ど
の

保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
取
り
組
ま
れ
る
景
観
形
成
事
業
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、﨑
津
集
落
は
生
活
の
場
・

信
仰
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
教
会
の
秩

序
あ
る
公
開
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、﨑
津
集
落
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
﨑
津
案
内
所
、

﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋
が
連
携
し
て
来

訪
者
の
誘
導
と
世
界
遺
産
に
関
す
る
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
の

育
成
、
観
光
マ
ナ
ー
や
拝
観
マ
ナ
ー
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
称
に
「
天
草
地
方
」
と
明

記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
天
草
市
お
よ

び
苓
北
町
と
連
携
し
て
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
天
草
全
体
で
の
機
運
醸
成

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

上
天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
と
の
連
携
に

よ
る
ガ
イ
ド
の
能
力
向
上
や
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
ジ
オ
パ
ー

ク
拠
点
施
設
の
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館

で
は
、
特
別
展
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

高
め
る
た
め
に
、
観
光
情
報
の
発
信
や

誘
導
案
内
の
充
実
、
そ
し
て
、
観
光
ト

イ
レ
な
ど
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快

適
な
施
設
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
計

画
的
に
老
朽
施
設
の
整
備
改
修
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
多
種
多
彩
な
文
化
事
業

の
実
施
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
制
度
の

活
用
促
進
や
、
自
治
会
な
ど
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
制
度
」
の
導
入
を
行
い
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
」

に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
を
担
う
人
材
の
発
掘
・

育
成
お
よ
び
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
セ
ン
タ
ー
が
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
地
域
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
計
画
的
な

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個

人
の
育
成
と
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
活
動
に

対
す
る
理
解
と
意
識
啓
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
に
高
い
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、
学
び
の
本
質
と
し

て
重
要
と
な
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
連
携
を
推

進
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
な
が
ら
学
力

の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
情
報
社
会
に
対

応
で
き
る
「
情
報
活
用
能
力
」
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中
で
生
き
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
た
め
、
生
き
た
外
国
語
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
外
国
語
教

育
を
進
め
る
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
お
け
る
「
英
会
話
科
」
の
授
業
と
、

公
立
幼
稚
園
の
教
育
課
程
に
お
け
る
英

語
教
育
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
本
渡
東
小

学
校
」、「
有
明
小
学
校
」
の
校
舎
お
よ

び
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
行
い
、
平
成

30
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
危
険
箇
所
・
老
朽
箇
所
の
把
握
に

努
め
、
計
画
的
に
修
繕
・
改
修
を
行
い

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
豊

か
な
食
材
を
活
用
し
て
、
伝
統
料
理
を

取
り
入
れ
た
食
文
化
や
子
ど
も
た
ち
に

食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
食
の
安
全
と
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
た
め
、
共
同
調
理
場
の
改
修

や
調
理
器
具
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
数
の
変
動
に
対
応
し
た
統
廃

合
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
お
い
て
は
、
公

民
館
講
座
を
中
心
と
し
た
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
と
学
ん
だ
成
果
が
生
か
せ

る
よ
う
な
場
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
楽

し
み
な
が
ら
読
書
に
親
し
め
る
よ
う

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
指
針
」
を
策

定
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
と
効
率
性
を

高
く
す
る
た
め
、
天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動
の
場
と
合
わ
せ

た
、「
天
草
市
複
合
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
市
民
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
支
援
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
推
進
し
、

特
に
昨
年
、
法
人
化
さ
れ
た
天
草
市
体

育
協
会
と
連
携
し
て
、
新
た
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
世
界
に
羽
ば
た

く
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
成
す
る
た
め
、

天
草
市
体
育
協
会
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
社
会
体
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
な
補
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
よ
り

良
い
施
設
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院

や
熊
本
大
学
、
熊
本
県
立
大
学
な
ど
６

つ
の
大
学
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
地

域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
、
水
産
業
振
興

に
関
し
て
長
崎
大
学
と
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
関
し
て
東
京
大
学
と
の
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
大
学

な
ど
が
持
つ
人
的
・
知
的
資
源
を
さ
ら

に
活
用
し
、
地
域
の
中
で
共
に
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
な
が
ら
産
業
お
よ
び
社
会

基
盤
の
構
築
に
向
け
た
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
や
韓
国
・

忠
清
大
学
校
と
の
交
流
活
動
に
加
え
、

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
外
国
人
と
の
交

流
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
を
支
援

し
、
多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
を
含
め

た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
移
住
相
談

会
や
地
場
産
業
や
地
域
を
支
え
る
人
材

の
誘
致
を
目
的
と
し
た
あ
ま
く
さ
移
住

フ
ェ
ア
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
、

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
の
活
用
の
ほ

か
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
対
象
者
を
、

新
た
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
で
拡
充
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
４
月
に
ポ
ル
ト
内

に
開
設
し
、
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
お
よ
び
関
係
各
課
や
ア
マ
ビ
ズ

な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
本
市
へ
の
更
な
る
移
住
・
定
住
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
地
域
に
お
け

る
女
性
の
参
画
拡
大
や
活
躍
推
進
に
向

け
た
女
性
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
、
学
校
、
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
民
間
の
男
女
共
同
参
画
推
進

団
体
な
ど
と
連
携
し
啓
発
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、誰
も
が
幸
せ
に
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
築
く
た

め
、
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、「
健
康

寿
命
都
市
日
本
一
」
に
向
け
て
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
・
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
の
約
４
割
の
人

が
「
体
調
が
良
く
な
っ
た
」
と
の
意
見

が
あ
っ
て
お
り
、
ま
た
１
年
間
の
デ
ー

タ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
の
医
療
費
が
全
体
平
均
と
比
較
し

て
、
４
万
円
以
上
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
新
た
に
、

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
企

業
お
よ
び
事
業
所
と
連
携
し
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
「
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
熊
本

県
の
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
く
ま
も
と
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
あ
わ
せ
て

推
進
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
都
市
日

本
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
早
産
予
防
の
た
め
、
妊
娠
し

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
歯
科
健
康
診

査
や
、
妊
婦
健
康
診
査
の
中
で
細
菌
検

査
を
新
た
に
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産

育
児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し

た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
や
、
20
歳
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
化
事
業
な
ど

を
通
し
て
、
が
ん
の
早
期
発
見
お
よ
び

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
と
連
携
し
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
か

ら
重
症
化
予
防
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
や
各
医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
の
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
」
へ
の
支
援
や
、
医
師
お
よ

び
看
護
師
な
ど
の
確
保
対
策
に
取
り
組

み
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
周
産

期
医
療
に
あ
た
る
産
婦
人
科
お
よ
び
小

児
科
、
救
急
告
示
病
院
の
診
療
体
制
の

確
保
の
た
め
、
地
域
医
療
中
核
病
院
に

対
し
て
財
政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努

め
、
救
急
医
療
な
ど
必
要
な
医
療
体
制

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
今
後
も

安
心
安
全
な
医
療
提
供
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
の
参
加
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
避
難
所
の

確
保
や
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
避
難

支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
自
立
支
援
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
介
護
の
担
い
手
不
足

や
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
に
伴

う
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
開

始
し
ま
す
。

　
特
に
、
介
護
予
防
の
強
化
と
し
て
、

住
民
主
体
の
活
動
で
あ
る「
通
い
の
場
」

の
拡
大
、
介
護
の
担
い
手
の
育
成
の
た

め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
推
進
す
る
ほ

か
、
介
護
職
員
の
資
格
取
得
の
助
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
予
防

や
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
体
制
整
備
、

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及

啓
発
を
図
り
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制
の
充

　
機
能
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
一
部
区

間
で
あ
る
第
２
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」の
早
期
の
工
事
着
工
に
向
け
、

熊
本
県
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
用
地
の

取
得
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
早
期
全
線
完

了
や
国
県
道
の
整
備
促
進
、「
島
原
・

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
」
の
実
現
の
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る「
市
内
生
活
圏
域
30
分
構
想
」

の
実
現
に
向
け
た
推
進
と
、
道
路
施
設

の
適
確
な
管
理
・
保
全
、
通
学
路
危
険

箇
所
の
解
消
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

整
備
、
そ
し
て
、
港
湾
施
設
な
ど
の
計

画
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
安
心
・
安

全
な
交
通
基
盤
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
住
宅
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
営
住

宅
で
は
、
安
心
で
快
適
な
住
空
間
を
長

き
に
わ
た
っ
て
提
供
す
る
た
め
、
計
画

的
な
改
修
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
市
営
住
宅
を
管
理
し

て
お
り
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
で
は
、
耐
震
性
が
不
明
な

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
の
一
部
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
の
低

い
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

料
金
統
一
を
行
い
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、経
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
汚
水

処
理
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
計
画

的
に
施
設
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
命
化
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
も

強
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

耐
震
型
の
水
道
管
を
布
設
す
る
更
新
事

業
を
継
続
的
に
進
め
、
有
収
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、「
簡

易
水
道
事
業
」
を
「
上
水
道
事
業
」
に

統
合
し
て
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

牛
深
地
区
お
よ
び
五
和
地
区
で
は
、
隣

接
し
た
区
域
を
つ
な
ぐ
連
絡
管
の
布
設

事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
有
明
地
区
お
よ
び
河
浦
地
区

で
の
給
水
区
域
拡
張
を
進
め
る
と
と
も

に
、
水
道
供
給
が
困
難
な
地
域
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
規
模
水
道
施
設
補
助
金

に
よ
り
「
暮
ら
し
の
水
」
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
下
水
道
事
業
」
で
は
、
処

理
区
域
内
に
お
け
る
末
端
の
未
整
備
区

域
の
解
消
に
加
え
、
接
続
啓
発
を
図
り

汚
水
処
理
人
口
の
増
加
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
長
寿
命
化
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
路
線
別
、
区

間
別
の
利
用
状
況
を
改
め
て
確
認
し
、

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
生
活
圏
や
行
動
に
あ
っ

た
路
線
バ
ス
の
再
編
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
ご
と
に
効
率
的
で
効
果
的
な

新
た
な
交
通
対
策
の
導
入
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
交
通
不
便
地
域
へ
の
対

策
」
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
公
共
交

通
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
状
と
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
地
域
に

適
し
た
対
策
を
、
順
次
、
検
討
・
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
期
的
な
状
況
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
効
果
的
と
判
断
さ
れ

る
対
策
に
つ
い
て
、
試
験
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、

市
内
を
走
る
各
種
バ
ス
等
に
お
い
て
、

一
体
的
な
利
用
な
ど
効
率
的
な
運
行
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　「
御
所
浦
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
架

橋
事
業
の
長
期
化
に
伴
う
島
民
の
皆
さ

ま
の
移
動
に
か
か
る
経
費
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
定
期
航
路
運

賃
割
引
事
業
な
ど
を
、
引
き
続
き
熊
本

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
と
他
県
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路

の
維
持
に
向
け
て
は
、
運
航
対
策
支
援

や
利
用
促
進
等
の
対
策
を
講
じ
る
な

ど
、
海
上
交
通
体
制
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
唯
一
の
高
速
交
通
機
関
で
あ
る

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、
天
草
の
地
域
振

興
や
、
通
勤
す
る
医
師
な
ど
の
交
通
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
航
空
路
を
維
持
し
、
安
全
で
安
定
し

た
運
航
を
確
保
す
る
た
め
の
運
航
体
制

に
つ
い
て
、
熊
本
県
お
よ
び
天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
と
連
携
し
て
、
現
在
運
航
中
の

「
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
」
と
同
型
機
を
保
有
す
る

他
の
地
域
航
空
会
社
と
の
連
携
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
は
、
新
た
な

地
域
情
報
の
発
信
源
と
し
て
、「
天
草

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
」
の
本
年
12

月
の
開
局
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
伝
達
の
補
完
的
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
全
国

連
携
開
始
に
向
け
た
調
整
や
高
度
化
お

よ
び
多
様
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
通
信
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
情
報
基
盤
の
拡
充
や
利

活
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
財
政
基
盤
・
経
営
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、「
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
」

で
掲
げ
た
市
債
残
高
や
実
質
公
債
費
比

率
の
減
少
目
標
を
早
期
に
達
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運

営
の
健
全
化
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
歳

出
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
必
要
な
財
源

の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

将
来
負
担
の
軽
減
と
未
来
に
向
け
た
必

要
な
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
長
寿

命
化
や
再
配
置
お
よ
び
廃
止
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
止
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、本
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す「
遊

休
財
産
等
利
活
用
促
進
条
例
」
に
基
づ

き
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
場
合
に
は
、
無
償
貸
付
け
な
ど
を

行
い
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
の
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
の
実
施
と
事
務
事
業
の
再
構
築

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
核

と
し
た
自
治
体
経
営
の
ト
ー
タ
ル
・
シ

ス
テ
ム
化
を
推
進
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
機
能
的
・
効
率

的
に
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
分
か
り
や
す

く
利
便
性
の
高
い
、
横
断
的
か
つ
機
動

的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
所
で
解
決
で
き
る
市
民
の

身
近
な
問
題
・
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

支
所
ご
と
に
重
点
事
業
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
、
支
所
に
お
け
る
要
望
対
応
事

業
や
管
内
施
設
の
簡
易
な
修
繕
な
ど
の

維
持
管
理
経
費
の
予
算
に
加
え
、
支
所

管
内
の
道
路
、
河
川
、
漁
港
、
交
通
安

全
施
設
等
の
生
活
基
盤
整
備
に
係
る
予

算
も
大
幅
に
増
額
し
、
支
所
機
能
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
支
所
の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
支
所

機
能
の
充
実
を
優
先
さ
せ
な
が
ら
地
域

振
興
の
維
持
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
専
門
職
の
確
保
等
、
年
齢
層
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
適
正

な
定
員
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
人

事
評
価
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
職
員
が

「
問
題
意
識
」
や
「
責
任
感
」
を
持
ち
、

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
な
発
想
で
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
・

能
力
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の

共
有
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
体
制
と
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
、
参
画
、
協

働
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
市
政
だ
よ
り
の

発
行
は
月
１
回
と
な
り
ま
す
が
、「
伝

え
た
」
と
い
う
行
政
側
の
視
点
で
は
な

く
、「
伝
わ
る
」
と
い
う
市
民
目
線
で

の
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
し
て
、

紙
面
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
な
ど
を
活

用
し
た
、
新
鮮
な
情
報
の
発
信
・
共
有

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

体
工
事
に
着
手
す
る
た
め
の
詳
細
な
設

計
で
あ
る
実
施
設
計
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
設
計
に
よ
り
建
設
す
る
新

庁
舎
の
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
の
皆
さ
ん
に
は
本
議
会
会
期
中
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
報
告
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
こ
の
実
施
設
計
を

も
と
に
、
新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
地

震
お
よ
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
、
建
設
業
界
の
動
向
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
体
工

事
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度
完
了
し
、

そ
の
後
、
旧
庁
舎
新
館
の
解
体
工
事
お

よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
度

中
の
全
体
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
に
よ

り
移
転
い
た
し
ま
し
た
旧
庁
舎
本
館
の

解
体
工
事
も
２
月
７
日
に
着
手
い
た
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
庁
舎

が
分
散
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
大

変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ご
不
便
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
し
ば
ら
く
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

興
味
と
関
心
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
や
感
性
、
創
造
性
を

育
む
た
め
、
継
続
し
て
陶
芸
教
室
や
郷

土
学
習
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機

会
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
シ
ア
タ
ー
事
業
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
文
化
施
設
で
の

芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
発
掘
中
の
遺
跡
や
遺
物
を
公

開
す
る
な
ど
、
文
化
財
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
と
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
拠
点
整
備
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
拠
点
施

設
で
も
あ
る
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
道
の
駅
や

他
の
観
光
施
設
の
機
能
向
上
と
と
も

に
、
施
設
間
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
滞
在
時
の
快
適
性
を

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
相
談
体
制
を
整
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
係
る
地
域
間
格
差
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
３
期
障
が
い
者
計
画
」

お
よ
び
「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
規
模
保
育
に
よ
る
保
育
お

よ
び
教
育
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
特
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
後

児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

民
間
保
育
所
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
健
全
な
保
育
環
境
の
確
保
を

行
う
た
め
、
引
き
続
き
民
営
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
２
箇
所
で
合
同

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31

規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
の
避
難
行
動
に
特
化
し
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災

体
制
の
向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
、
初
期
消
火
に
必
要

な
消
防
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
を

中
心
と
し
て
、
医
療
機
関
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
緊
急
・
救
急
出
動
体
制
の

充
実
強
化
や
老
朽
化
し
た
消
防
署
や
分

署
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る
「
犯
罪
認
知

件
数
」「
交
通
事
故
発
生
件
数
」
共
に
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

天
草
・
牛
深
の
両
警
察
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
防
犯
対

策
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
相
談
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
振
り

込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相

談
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
の
一
層

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
学

校
や
地
域
、
関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
、
消
費
者
教
育
と
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
つ
い
て

は
、「
本
渡
都
市
計
画
区
域
」
の
南
北

交
通
軸
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
お
い

て
重
要
な
路
線
と
な
る
、
都
市
計
画
道

路
「
太
田
町
水
の
平
線
」
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も

に
、
適
正
な
規
制
・
誘
導
に
よ
り
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
促
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
景
観
の
形
成

や
景
観
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
憩
い
の
場
で
あ

る
公
園
施
設
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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年
度
か
ら
民
営
化
予
定
の
保
育
所
に
つ

い
て
、
移
管
先
法
人
の
公
募
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、環
境
保
全
活
動
や
清
掃
、

美
化
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
地
域

で
の
学
習
会
の
実
施
や
事
業
所
ご
み
の

分
別
の
徹
底
、
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容

器
設
置
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
家
庭
用

蓄
電
池
ま
で
拡
大
し
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
関
連
施
設
の
ご
み
焼

却
施
設
に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
本
年
４

月
か
ら
供
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
牛
深
火
葬
場

の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
29
年
度
中
に
は
、
新
火
葬

場
の
整
備
方
針
を
具
体
的
に
定
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
向
上
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
危
険
家
屋
除
去

促
進
の
た
め
の
補
助
金
を
活
用
し
た
解

体
撤
去
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
修
が
必
要
な
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
た
視
聴
を
可
能
に
す
る
た
め
、
改
修

費
用
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
事
業
に
お
き
ま
し

て
、
屋
外
用
の
放
送
設
備
を
平
成
29
年

度
中
に
完
成
さ
せ
、
迅
速
か
つ
正
確
な

災
害
予
報
、
情
報
の
伝
達
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
屋
内
用
の
戸
別

受
信
機
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全
メ
ー

ル
の
配
信
や
電
柱
へ
の
標
高
表
示
看
板

の
設
置
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
や
大 ←

←
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創
造
性
豊
か
な

　
　
　
　
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

【
産
業
経
済
部
門
】

　
次
に
、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

の
導
入
、
施
設
整
備
、
専
従
職
員
の
確

保
、
施
設
園
芸
の
展
開
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

対
策
、
農
業
水
利
施
設
の
整
備
や
農
業

機
械
の
導
入
支
援
、
高
付
加
価
値
化
を

推
進
し
、
経
営
基
盤
強
化
の
取
り
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体
制

づ
く
り
」
で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
交

付
金
を
活
用
し
た
集
落
ぐ
る
み
で
の
農

地
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
農
作
業
に
専
念
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
目
的
に
発
足
い
た
し
ま
し
た

「
天
草
市
広
域
協
定
」
へ
の
加
入
組
織

の
拡
大
や
農
作
業
応
援
隊
を
設
置
す

る
な
ど
、
１
年
で
も
長
く
営
農
が
継
続

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

と
し
ま
し
て
、
天
草
黒
牛
の
放
牧
に
よ

る
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
域
と
集
落
と
の
距
離
を
保
ち
、

農
作
物
被
害
と
生
息
数
の
減
少
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」
に
つ

い
て
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
高

品
質
や
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
、
樹

上
完
熟
不
知
火
（
デ
コ
ポ
ン
）
や
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
に
対
す
る

ハ
ウ
ス
化
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
規
模
拡

　

２
月
27
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
か
れ
た
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
冒
頭
で
、
中
村
市
長
が

市
政
運
営
の
方
向
性
を
示
す
「
平
成
29
年
度
施
政
方
針
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

方
針
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
働
け
る
場
が
あ
る
」「
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
」

　「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
」
す
ば
ら
し
い
天
草
市
を
創
り
ま
す

平成29年度

施政方針

し
ょ
う
へい
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〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
第
１
次
産
業
全
体
で
、「
つ
く
る
（
生

産
す
る
）」、「
素
材
を
生
か
す
（
加
工

す
る
）」、「
売
る
（
販
売
す
る
）」、「
支

え
る
（
人
材
育
成
・
支
援
体
制
づ
く

り
）」、「
つ
な
が
る
（
他
の
産
業
や
政

策
と
連
携
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

一
連
の
経
済
活
動
を
横
断
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
中
で
も
担
い
手
不
足
の
対
策
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
就
業
準
備
期
間
か
ら
就
業
開
始
、
そ

し
て
定
着
ま
で
の
期
間
に
つ
き
ま
し

て
、
国
や
県
の
支
援
制
度
に
加
え
、
さ

ら
に
本
市
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
、
創

出
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
担
い

手
対
策
」、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
」、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

そ
し
て
「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
担
い
手
対
策
」
で
は
、「
親
元
就
農

者
へ
の
給
付
金
制
度
」、「
定
年
就
農
者

へ
の
営
農
支
援
策
」
を
新
た
に
創
設
す

る
と
と
も
に
、
管
内
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携

し
、
き
め
細
や
か
な
営
農
指
導
体
制
の

構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
が
不
在
と
な
っ
て
い

る
農
家
に
対
し
て
は
、
就
農
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
経
営
移
譲
を
進

め
ま
す
。

大
や
子
牛
価
格
安
定
化
を
図
る
た
め
の

牛
舎
の
簡
易
整
備
や
放
牧
の
推
進
、
そ

し
て
伝
染
病
対
策
に
重
点
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
推
進
か
ら

７
年
が
経
過
し
、
管
内
の
オ
リ
ー
ブ
園

は
結
実
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
排
水
対
策
や
優
良
枝
の
高
接
ぎ
技

術
を
試
験
実
施
し
、
生
産
対
策
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
後
継

者
対
策
」、「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利

用
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
後
継
者
対
策
」
で
は
、
林
業
経
営

体
が
減
少
を
つ
づ
け
る
中
で
、
天
草
地

域
の
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に

は
、
林
業
の
就
業
者
お
よ
び
後
継
者
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
就
業
支

援
対
策
を
創
設
し
ま
す
。

　「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利
用
」
に

つ
い
て
は
、
天
草
産
材
を
利
用
し
た
住

宅
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
に
対
す
る
助

成
制
度
の
対
象
を
事
業
所
な
ど
に
も
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

製
品
の
開
発
や
販
売
、
供
給
体
制
の
構

築
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
天
草
産
材
の

需
要
拡
大
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
と
関

連
産
業
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業

就
業
者
や
水
産
資
源
の
減
少
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、「
担
い
手
確
保
」
や
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
担
い
手
確
保
」対
策
と
し
て
、

親
元
で
の
就
業
期
間
中
や
独
立
後
の
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
漁
業
就
業
を
目
指
す
若
者
や
漁
家
世

帯
で
育
っ
た
後
継
者
が
、
よ
り
安
心
し

て
就
業
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
若
い
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
、

水
産
業
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

関
連
産
業
や
漁
村
集
落
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
次
に
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
と

し
て
、
海
藻
類
を
含
め
た
水
産
資
源
の

維
持
回
復
の
た
め
に
、
稚
魚
放
流
や
有

害
生
物
駆
除
、
つ
き
い
そ
事
業
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
マ
ガ
キ
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
、
ヒ
ジ
キ

等
の
養
殖
の
普
及
に
よ
る
複
合
経
営
を

推
進
し
、
漁
協
や
長
崎
大
学
な
ど
と
連

携
し
た
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や

P
R
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
漁
協
や
漁
業
者
が
話
し
合

っ
て
策
定
さ
れ
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け
た
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
、
県
と
連
携
し
た
赤
潮

監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
長
崎
大
学

水
産
学
部
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
魚

病
対
策
に
関
す
る
共
同
研
究
、
魚
類
防

疫
士
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
魚
類

養
殖
事
業
の
生
産
安
定
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の

安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
浮
体

式
係
船
岸
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
漁
港
関
係
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
現
況
調
査
お
よ
び
機

能
診
断
を
実
施
し
、
保
全
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
地

元
消
費
の
促
進
」
と
「
商
店
街
の
活
性

化
」、
そ
し
て
「
陶
磁
器
の
島
と
し
て

の
産
業
振
興
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
地
元
消
費
の
促
進
」
で
は
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

施
し
、
地
元
事
業
者
の
仕
事
づ
く
り
と

市
民
の
住
環
境
改
善
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
商
品
券
に
よ
る
助
成
を
行
う

こ
と
で
地
元
消
費
と
地
元
事
業
者
の
支

援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
商
店
街
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
へ
の
入
居
に
対

す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
都
市
部
に
拠
点
を
持
つ
企
業
社

員
が
本
市
で
の
勤
務
を
可
能
と
す
る
事

務
所
を
商
店
街
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
陶
磁
器
の
島
と
し
て
の

産
業
振
興
」
を
図
る
た
め
、
窯
元
と
連

携
し
、「
天
草
大
陶
磁
器
展
」を
は
じ
め
、

年
間
を
通
し
た
事
業
を
展
開
し
、
天
草

陶
磁
器
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
と
と

も
に
、
陶
磁
器
の
島
を
支
え
る
人
材
育

成
の
た
め
、
著
名
陶
芸
家
の
招
聘
な
ら

び
に
若
手
陶
芸
家
に
よ
る
都
市
圏
で
の

展
示
会
出
展
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
産
業
連
携
・
支
援
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ビ
ズ
に
よ

る
中
小
企
業
や
自
営
業
者
そ
し
て
起
業

家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
、
物
産
公
社

に
よ
る
受
発
注
窓
口
の
一
元
化
を
進

め
、
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大

へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
ア
マ
ビ
ズ
と

物
産
公
社
の
強
み
を
融
合
・
連
携
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
開
発
支
援
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
か
ら
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
か
ら
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
場
産
業
の
活

性
化
と
販
売
戦
略
の
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
事

業
に
取
り
組
む
事
業
者
や
起
業
家
の
支

援
に
加
え
て
、
新
た
に
「
天
草
市
版
の

持
続
化
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
、
販

路
開
拓
を
後
押
し
す
る
「
持
続
化
補
助

金
」は
、
事
業
者
の
活
性
化
と
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
若
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す

る
た
め
、
商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

中
小
企
業
合
同
説
明
会
・
就
職
相
談
会

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林
水

産
物
を
原
材
料
と
す
る
新
商
品
開
発
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
に
対
し
、
加
工
施

設
や
設
備
整
備
に
対
す
る
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4

月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
、
観
光
客
の
入
り
込
み
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
本
市
独
自
の

被
災
者
支
援
制
度
や
宿
泊
割
引
券
の
販

売
、
さ
ら
に
国
、
県
の
旅
行
代
金
割
引

制
度
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
に
よ
り
、

観
光
客
は
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
終
了
し
て

も
、
そ
の
反
動
が
生
じ
な
い
よ
う
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す

と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
候
補
「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
を
核
と
し
て
、
天
草
の
地
域

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
、
ま
た
、
性
別
、
年
代

別
な
ど
の
属
性
に
応
じ
た
観
光
商
品
の

開
発
を
強
化
し
、
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産

登
録
を
見
据
え
、
熊
本
県
内
は
も
と
よ

り
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
周
辺

地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
島
内
で
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
と
観
光
客
の
回
遊
性

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、天
草
観
光
の
目
玉
で
あ
る「
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や
「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
」
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
努
め
、
周
遊
ツ
ア

ー
の
実
施
や
豊
富
な
農
林
水
産
資
源
を

生
か
し
た
各
種
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
ー
の
開

催
な
ど
、
年
間
を
通
し
た
多
彩
な
観
光

商
品
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
御
所
浦
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
島
内
に
電
気
自
動
車

の
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
を
行
い
、
観
光
客

の
誘
致
と
島
内
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
﨑
津
集
落
」
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
か
し
て
、
長
崎
―
﨑
津
間

の
海
上
航
路
の
試
験
運
行
な
ど
、
交
通

網
の
対
策
や
利
用
促
進
に
も
、
よ
り
一

層
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
草
宝
島
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
観
光
振
興
を
担
う
中
核
的
な
組

織
で
あ
り
、
行
政
支
援
の
あ
り
方
お
よ

び
行
政
と
の
役
割
分
担
や
事
業
内
容
を

見
直
す
と
と
も
に
、
昨
年
取
得
さ
れ
た

第
２
種
旅
行
業
に
よ
る
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
を

促
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
観
光
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
名
称
を
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
改

め
、
本
年
1
月
に
推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
９
月
頃

に
専
門
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
平

成
30
年
５
月
頃
に
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
が

あ
り
、
７
月
頃
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
・
登
録
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
世
界
遺
産
は
資
産
の
保
全
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
集
落
資
産
で
あ
る

﨑
津
地
区
に
お
い
て
は
、
家
屋
な
ど
の

保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
取
り
組
ま
れ
る
景
観
形
成
事
業
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、﨑
津
集
落
は
生
活
の
場
・

信
仰
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
教
会
の
秩

序
あ
る
公
開
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、﨑
津
集
落
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
﨑
津
案
内
所
、

﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋
が
連
携
し
て
来

訪
者
の
誘
導
と
世
界
遺
産
に
関
す
る
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
の

育
成
、
観
光
マ
ナ
ー
や
拝
観
マ
ナ
ー
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
称
に
「
天
草
地
方
」
と
明

記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
天
草
市
お
よ

び
苓
北
町
と
連
携
し
て
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
天
草
全
体
で
の
機
運
醸
成

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

上
天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
と
の
連
携
に

よ
る
ガ
イ
ド
の
能
力
向
上
や
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
ジ
オ
パ
ー

ク
拠
点
施
設
の
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館

で
は
、
特
別
展
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

高
め
る
た
め
に
、
観
光
情
報
の
発
信
や

誘
導
案
内
の
充
実
、
そ
し
て
、
観
光
ト

イ
レ
な
ど
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快

適
な
施
設
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
計

画
的
に
老
朽
施
設
の
整
備
改
修
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
多
種
多
彩
な
文
化
事
業

の
実
施
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
制
度
の

活
用
促
進
や
、
自
治
会
な
ど
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
制
度
」
の
導
入
を
行
い
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
」

に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
を
担
う
人
材
の
発
掘
・

育
成
お
よ
び
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
セ
ン
タ
ー
が
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
地
域
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
計
画
的
な

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個

人
の
育
成
と
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
活
動
に

対
す
る
理
解
と
意
識
啓
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
に
高
い
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、
学
び
の
本
質
と
し

て
重
要
と
な
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
連
携
を
推

進
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
な
が
ら
学
力

の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
情
報
社
会
に
対

応
で
き
る
「
情
報
活
用
能
力
」
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中
で
生
き
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
た
め
、
生
き
た
外
国
語
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
外
国
語
教

育
を
進
め
る
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
お
け
る
「
英
会
話
科
」
の
授
業
と
、

公
立
幼
稚
園
の
教
育
課
程
に
お
け
る
英

語
教
育
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
本
渡
東
小

学
校
」、「
有
明
小
学
校
」
の
校
舎
お
よ

び
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
行
い
、
平
成

30
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
危
険
箇
所
・
老
朽
箇
所
の
把
握
に

努
め
、
計
画
的
に
修
繕
・
改
修
を
行
い

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
豊

か
な
食
材
を
活
用
し
て
、
伝
統
料
理
を

取
り
入
れ
た
食
文
化
や
子
ど
も
た
ち
に

食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
食
の
安
全
と
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
た
め
、
共
同
調
理
場
の
改
修

や
調
理
器
具
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
数
の
変
動
に
対
応
し
た
統
廃

合
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
お
い
て
は
、
公

民
館
講
座
を
中
心
と
し
た
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
と
学
ん
だ
成
果
が
生
か
せ

る
よ
う
な
場
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
楽

し
み
な
が
ら
読
書
に
親
し
め
る
よ
う

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
指
針
」
を
策

定
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
と
効
率
性
を

高
く
す
る
た
め
、
天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動
の
場
と
合
わ
せ

た
、「
天
草
市
複
合
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
市
民
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
支
援
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
推
進
し
、

特
に
昨
年
、
法
人
化
さ
れ
た
天
草
市
体

育
協
会
と
連
携
し
て
、
新
た
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
世
界
に
羽
ば
た

く
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
成
す
る
た
め
、

天
草
市
体
育
協
会
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
社
会
体
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
な
補
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
よ
り

良
い
施
設
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院

や
熊
本
大
学
、
熊
本
県
立
大
学
な
ど
６

つ
の
大
学
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
地

域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
、
水
産
業
振
興

に
関
し
て
長
崎
大
学
と
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
関
し
て
東
京
大
学
と
の
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
大
学

な
ど
が
持
つ
人
的
・
知
的
資
源
を
さ
ら

に
活
用
し
、
地
域
の
中
で
共
に
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
な
が
ら
産
業
お
よ
び
社
会

基
盤
の
構
築
に
向
け
た
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
や
韓
国
・

忠
清
大
学
校
と
の
交
流
活
動
に
加
え
、

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
外
国
人
と
の
交

流
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
を
支
援

し
、
多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
を
含
め

た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
移
住
相
談

会
や
地
場
産
業
や
地
域
を
支
え
る
人
材

の
誘
致
を
目
的
と
し
た
あ
ま
く
さ
移
住

フ
ェ
ア
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
、

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
の
活
用
の
ほ

か
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
対
象
者
を
、

新
た
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
で
拡
充
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
４
月
に
ポ
ル
ト
内

に
開
設
し
、
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
お
よ
び
関
係
各
課
や
ア
マ
ビ
ズ

な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
本
市
へ
の
更
な
る
移
住
・
定
住
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
地
域
に
お
け

る
女
性
の
参
画
拡
大
や
活
躍
推
進
に
向

け
た
女
性
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
、
学
校
、
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
民
間
の
男
女
共
同
参
画
推
進

団
体
な
ど
と
連
携
し
啓
発
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、誰
も
が
幸
せ
に
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
築
く
た

め
、
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、「
健
康

寿
命
都
市
日
本
一
」
に
向
け
て
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
・
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
の
約
４
割
の
人

が
「
体
調
が
良
く
な
っ
た
」
と
の
意
見

が
あ
っ
て
お
り
、
ま
た
１
年
間
の
デ
ー

タ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
の
医
療
費
が
全
体
平
均
と
比
較
し

て
、
４
万
円
以
上
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
新
た
に
、

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
企

業
お
よ
び
事
業
所
と
連
携
し
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
「
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
熊
本

県
の
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
く
ま
も
と
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
あ
わ
せ
て

推
進
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
都
市
日

本
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
早
産
予
防
の
た
め
、
妊
娠
し

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
歯
科
健
康
診

査
や
、
妊
婦
健
康
診
査
の
中
で
細
菌
検

査
を
新
た
に
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産

育
児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し

た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
や
、
20
歳
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
化
事
業
な
ど

を
通
し
て
、
が
ん
の
早
期
発
見
お
よ
び

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
と
連
携
し
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
か

ら
重
症
化
予
防
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
や
各
医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
の
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
」
へ
の
支
援
や
、
医
師
お
よ

び
看
護
師
な
ど
の
確
保
対
策
に
取
り
組

み
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
周
産

期
医
療
に
あ
た
る
産
婦
人
科
お
よ
び
小

児
科
、
救
急
告
示
病
院
の
診
療
体
制
の

確
保
の
た
め
、
地
域
医
療
中
核
病
院
に

対
し
て
財
政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努

め
、
救
急
医
療
な
ど
必
要
な
医
療
体
制

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
今
後
も

安
心
安
全
な
医
療
提
供
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
の
参
加
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
避
難
所
の

確
保
や
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
避
難

支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
自
立
支
援
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
介
護
の
担
い
手
不
足

や
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
に
伴

う
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
開

始
し
ま
す
。

　
特
に
、
介
護
予
防
の
強
化
と
し
て
、

住
民
主
体
の
活
動
で
あ
る「
通
い
の
場
」

の
拡
大
、
介
護
の
担
い
手
の
育
成
の
た

め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
推
進
す
る
ほ

か
、
介
護
職
員
の
資
格
取
得
の
助
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
予
防

や
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
体
制
整
備
、

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及

啓
発
を
図
り
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制
の
充

　
機
能
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
一
部
区

間
で
あ
る
第
２
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」の
早
期
の
工
事
着
工
に
向
け
、

熊
本
県
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
用
地
の

取
得
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
早
期
全
線
完

了
や
国
県
道
の
整
備
促
進
、「
島
原
・

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
」
の
実
現
の
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る「
市
内
生
活
圏
域
30
分
構
想
」

の
実
現
に
向
け
た
推
進
と
、
道
路
施
設

の
適
確
な
管
理
・
保
全
、
通
学
路
危
険

箇
所
の
解
消
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

整
備
、
そ
し
て
、
港
湾
施
設
な
ど
の
計

画
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
安
心
・
安

全
な
交
通
基
盤
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
住
宅
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
営
住

宅
で
は
、
安
心
で
快
適
な
住
空
間
を
長

き
に
わ
た
っ
て
提
供
す
る
た
め
、
計
画

的
な
改
修
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
市
営
住
宅
を
管
理
し

て
お
り
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
で
は
、
耐
震
性
が
不
明
な

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
の
一
部
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
の
低

い
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

料
金
統
一
を
行
い
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、経
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
汚
水

処
理
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
計
画

的
に
施
設
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
命
化
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
も

強
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

耐
震
型
の
水
道
管
を
布
設
す
る
更
新
事

業
を
継
続
的
に
進
め
、
有
収
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、「
簡

易
水
道
事
業
」
を
「
上
水
道
事
業
」
に

統
合
し
て
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

牛
深
地
区
お
よ
び
五
和
地
区
で
は
、
隣

接
し
た
区
域
を
つ
な
ぐ
連
絡
管
の
布
設

事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
有
明
地
区
お
よ
び
河
浦
地
区

で
の
給
水
区
域
拡
張
を
進
め
る
と
と
も

に
、
水
道
供
給
が
困
難
な
地
域
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
規
模
水
道
施
設
補
助
金

に
よ
り
「
暮
ら
し
の
水
」
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
下
水
道
事
業
」
で
は
、
処

理
区
域
内
に
お
け
る
末
端
の
未
整
備
区

域
の
解
消
に
加
え
、
接
続
啓
発
を
図
り

汚
水
処
理
人
口
の
増
加
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
長
寿
命
化
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
路
線
別
、
区

間
別
の
利
用
状
況
を
改
め
て
確
認
し
、

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
生
活
圏
や
行
動
に
あ
っ

た
路
線
バ
ス
の
再
編
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
ご
と
に
効
率
的
で
効
果
的
な

新
た
な
交
通
対
策
の
導
入
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
交
通
不
便
地
域
へ
の
対

策
」
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
公
共
交

通
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
状
と
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
地
域
に

適
し
た
対
策
を
、
順
次
、
検
討
・
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
期
的
な
状
況
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
効
果
的
と
判
断
さ
れ

る
対
策
に
つ
い
て
、
試
験
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、

市
内
を
走
る
各
種
バ
ス
等
に
お
い
て
、

一
体
的
な
利
用
な
ど
効
率
的
な
運
行
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　「
御
所
浦
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
架

橋
事
業
の
長
期
化
に
伴
う
島
民
の
皆
さ

ま
の
移
動
に
か
か
る
経
費
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
定
期
航
路
運

賃
割
引
事
業
な
ど
を
、
引
き
続
き
熊
本

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
と
他
県
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路

の
維
持
に
向
け
て
は
、
運
航
対
策
支
援

や
利
用
促
進
等
の
対
策
を
講
じ
る
な

ど
、
海
上
交
通
体
制
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
唯
一
の
高
速
交
通
機
関
で
あ
る

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、
天
草
の
地
域
振

興
や
、
通
勤
す
る
医
師
な
ど
の
交
通
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
航
空
路
を
維
持
し
、
安
全
で
安
定
し

た
運
航
を
確
保
す
る
た
め
の
運
航
体
制

に
つ
い
て
、
熊
本
県
お
よ
び
天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
と
連
携
し
て
、
現
在
運
航
中
の

「
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
」
と
同
型
機
を
保
有
す
る

他
の
地
域
航
空
会
社
と
の
連
携
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
は
、
新
た
な

地
域
情
報
の
発
信
源
と
し
て
、「
天
草

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
」
の
本
年
12

月
の
開
局
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
伝
達
の
補
完
的
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
全
国

連
携
開
始
に
向
け
た
調
整
や
高
度
化
お

よ
び
多
様
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
通
信
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
情
報
基
盤
の
拡
充
や
利

活
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
財
政
基
盤
・
経
営
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、「
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
」

で
掲
げ
た
市
債
残
高
や
実
質
公
債
費
比

率
の
減
少
目
標
を
早
期
に
達
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運

営
の
健
全
化
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
歳

出
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
必
要
な
財
源

の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

将
来
負
担
の
軽
減
と
未
来
に
向
け
た
必

要
な
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
長
寿

命
化
や
再
配
置
お
よ
び
廃
止
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
止
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、本
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す「
遊

休
財
産
等
利
活
用
促
進
条
例
」
に
基
づ

き
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
場
合
に
は
、
無
償
貸
付
け
な
ど
を

行
い
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
の
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
の
実
施
と
事
務
事
業
の
再
構
築

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
核

と
し
た
自
治
体
経
営
の
ト
ー
タ
ル
・
シ

ス
テ
ム
化
を
推
進
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
機
能
的
・
効
率

的
に
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
分
か
り
や
す

く
利
便
性
の
高
い
、
横
断
的
か
つ
機
動

的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
所
で
解
決
で
き
る
市
民
の

身
近
な
問
題
・
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

支
所
ご
と
に
重
点
事
業
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
、
支
所
に
お
け
る
要
望
対
応
事

業
や
管
内
施
設
の
簡
易
な
修
繕
な
ど
の

維
持
管
理
経
費
の
予
算
に
加
え
、
支
所

管
内
の
道
路
、
河
川
、
漁
港
、
交
通
安

全
施
設
等
の
生
活
基
盤
整
備
に
係
る
予

算
も
大
幅
に
増
額
し
、
支
所
機
能
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
支
所
の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
支
所

機
能
の
充
実
を
優
先
さ
せ
な
が
ら
地
域

振
興
の
維
持
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
専
門
職
の
確
保
等
、
年
齢
層
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
適
正

な
定
員
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
人

事
評
価
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
職
員
が

「
問
題
意
識
」
や
「
責
任
感
」
を
持
ち
、

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
な
発
想
で
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
・

能
力
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の

共
有
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
体
制
と
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
、
参
画
、
協

働
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
市
政
だ
よ
り
の

発
行
は
月
１
回
と
な
り
ま
す
が
、「
伝

え
た
」
と
い
う
行
政
側
の
視
点
で
は
な

く
、「
伝
わ
る
」
と
い
う
市
民
目
線
で

の
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
し
て
、

紙
面
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
な
ど
を
活

用
し
た
、
新
鮮
な
情
報
の
発
信
・
共
有

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

体
工
事
に
着
手
す
る
た
め
の
詳
細
な
設

計
で
あ
る
実
施
設
計
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
設
計
に
よ
り
建
設
す
る
新

庁
舎
の
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
の
皆
さ
ん
に
は
本
議
会
会
期
中
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
報
告
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
こ
の
実
施
設
計
を

も
と
に
、
新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
地

震
お
よ
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
、
建
設
業
界
の
動
向
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
体
工

事
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度
完
了
し
、

そ
の
後
、
旧
庁
舎
新
館
の
解
体
工
事
お

よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
度

中
の
全
体
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
に
よ

り
移
転
い
た
し
ま
し
た
旧
庁
舎
本
館
の

解
体
工
事
も
２
月
７
日
に
着
手
い
た
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
庁
舎

が
分
散
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
大

変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ご
不
便
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
し
ば
ら
く
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

興
味
と
関
心
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
や
感
性
、
創
造
性
を

育
む
た
め
、
継
続
し
て
陶
芸
教
室
や
郷

土
学
習
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機

会
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
シ
ア
タ
ー
事
業
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
文
化
施
設
で
の

芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
発
掘
中
の
遺
跡
や
遺
物
を
公

開
す
る
な
ど
、
文
化
財
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
と
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
拠
点
整
備
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
拠
点
施

設
で
も
あ
る
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
道
の
駅
や

他
の
観
光
施
設
の
機
能
向
上
と
と
も

に
、
施
設
間
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
滞
在
時
の
快
適
性
を

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
相
談
体
制
を
整
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
係
る
地
域
間
格
差
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
３
期
障
が
い
者
計
画
」

お
よ
び
「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
規
模
保
育
に
よ
る
保
育
お

よ
び
教
育
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
特
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
後

児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

民
間
保
育
所
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
健
全
な
保
育
環
境
の
確
保
を

行
う
た
め
、
引
き
続
き
民
営
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
２
箇
所
で
合
同

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31

規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
の
避
難
行
動
に
特
化
し
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災

体
制
の
向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
、
初
期
消
火
に
必
要

な
消
防
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
を

中
心
と
し
て
、
医
療
機
関
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
緊
急
・
救
急
出
動
体
制
の

充
実
強
化
や
老
朽
化
し
た
消
防
署
や
分

署
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る
「
犯
罪
認
知

件
数
」「
交
通
事
故
発
生
件
数
」
共
に
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

天
草
・
牛
深
の
両
警
察
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
防
犯
対

策
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
相
談
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
振
り

込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相

談
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
の
一
層

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
学

校
や
地
域
、
関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
、
消
費
者
教
育
と
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
つ
い
て

は
、「
本
渡
都
市
計
画
区
域
」
の
南
北

交
通
軸
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
お
い

て
重
要
な
路
線
と
な
る
、
都
市
計
画
道

路
「
太
田
町
水
の
平
線
」
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も

に
、
適
正
な
規
制
・
誘
導
に
よ
り
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
促
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
景
観
の
形
成

や
景
観
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
憩
い
の
場
で
あ

る
公
園
施
設
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

←

←

年
度
か
ら
民
営
化
予
定
の
保
育
所
に
つ

い
て
、
移
管
先
法
人
の
公
募
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、環
境
保
全
活
動
や
清
掃
、

美
化
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
地
域

で
の
学
習
会
の
実
施
や
事
業
所
ご
み
の

分
別
の
徹
底
、
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容

器
設
置
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
家
庭
用

蓄
電
池
ま
で
拡
大
し
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
関
連
施
設
の
ご
み
焼

却
施
設
に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
本
年
４

月
か
ら
供
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
牛
深
火
葬
場

の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
29
年
度
中
に
は
、
新
火
葬

場
の
整
備
方
針
を
具
体
的
に
定
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
向
上
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
危
険
家
屋
除
去

促
進
の
た
め
の
補
助
金
を
活
用
し
た
解

体
撤
去
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
修
が
必
要
な
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
た
視
聴
を
可
能
に
す
る
た
め
、
改
修

費
用
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
事
業
に
お
き
ま
し

て
、
屋
外
用
の
放
送
設
備
を
平
成
29
年

度
中
に
完
成
さ
せ
、
迅
速
か
つ
正
確
な

災
害
予
報
、
情
報
の
伝
達
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
屋
内
用
の
戸
別

受
信
機
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全
メ
ー

ル
の
配
信
や
電
柱
へ
の
標
高
表
示
看
板

の
設
置
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
や
大
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歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
魅
力

  

あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

【
観
光
・
文
化
部
門
】

人
が
輝
く
活
力
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

【
地
域
振
興
・
教
育
部
門
】

　
次
に
、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

の
導
入
、
施
設
整
備
、
専
従
職
員
の
確

保
、
施
設
園
芸
の
展
開
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

対
策
、
農
業
水
利
施
設
の
整
備
や
農
業

機
械
の
導
入
支
援
、
高
付
加
価
値
化
を

推
進
し
、
経
営
基
盤
強
化
の
取
り
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体
制

づ
く
り
」
で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
交

付
金
を
活
用
し
た
集
落
ぐ
る
み
で
の
農

地
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
農
作
業
に
専
念
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
目
的
に
発
足
い
た
し
ま
し
た

「
天
草
市
広
域
協
定
」
へ
の
加
入
組
織

の
拡
大
や
農
作
業
応
援
隊
を
設
置
す

る
な
ど
、
１
年
で
も
長
く
営
農
が
継
続

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

と
し
ま
し
て
、
天
草
黒
牛
の
放
牧
に
よ

る
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
域
と
集
落
と
の
距
離
を
保
ち
、

農
作
物
被
害
と
生
息
数
の
減
少
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」
に
つ

い
て
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
高

品
質
や
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
、
樹

上
完
熟
不
知
火
（
デ
コ
ポ
ン
）
や
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
に
対
す
る

ハ
ウ
ス
化
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
規
模
拡
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〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
第
１
次
産
業
全
体
で
、「
つ
く
る
（
生

産
す
る
）」、「
素
材
を
生
か
す
（
加
工

す
る
）」、「
売
る
（
販
売
す
る
）」、「
支

え
る
（
人
材
育
成
・
支
援
体
制
づ
く

り
）」、「
つ
な
が
る
（
他
の
産
業
や
政

策
と
連
携
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

一
連
の
経
済
活
動
を
横
断
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
中
で
も
担
い
手
不
足
の
対
策
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
就
業
準
備
期
間
か
ら
就
業
開
始
、
そ

し
て
定
着
ま
で
の
期
間
に
つ
き
ま
し

て
、
国
や
県
の
支
援
制
度
に
加
え
、
さ

ら
に
本
市
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
、
創

出
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
担
い

手
対
策
」、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
」、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

そ
し
て
「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
担
い
手
対
策
」
で
は
、「
親
元
就
農

者
へ
の
給
付
金
制
度
」、「
定
年
就
農
者

へ
の
営
農
支
援
策
」
を
新
た
に
創
設
す

る
と
と
も
に
、
管
内
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携

し
、
き
め
細
や
か
な
営
農
指
導
体
制
の

構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
が
不
在
と
な
っ
て
い

る
農
家
に
対
し
て
は
、
就
農
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
経
営
移
譲
を
進

め
ま
す
。

大
や
子
牛
価
格
安
定
化
を
図
る
た
め
の

牛
舎
の
簡
易
整
備
や
放
牧
の
推
進
、
そ

し
て
伝
染
病
対
策
に
重
点
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
推
進
か
ら

７
年
が
経
過
し
、
管
内
の
オ
リ
ー
ブ
園

は
結
実
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
排
水
対
策
や
優
良
枝
の
高
接
ぎ
技

術
を
試
験
実
施
し
、
生
産
対
策
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
後
継

者
対
策
」、「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利

用
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
後
継
者
対
策
」
で
は
、
林
業
経
営

体
が
減
少
を
つ
づ
け
る
中
で
、
天
草
地

域
の
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に

は
、
林
業
の
就
業
者
お
よ
び
後
継
者
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
就
業
支

援
対
策
を
創
設
し
ま
す
。

　「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利
用
」
に

つ
い
て
は
、
天
草
産
材
を
利
用
し
た
住

宅
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
に
対
す
る
助

成
制
度
の
対
象
を
事
業
所
な
ど
に
も
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

製
品
の
開
発
や
販
売
、
供
給
体
制
の
構

築
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
天
草
産
材
の

需
要
拡
大
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
と
関

連
産
業
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業

就
業
者
や
水
産
資
源
の
減
少
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、「
担
い
手
確
保
」
や
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
担
い
手
確
保
」対
策
と
し
て
、

親
元
で
の
就
業
期
間
中
や
独
立
後
の
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
漁
業
就
業
を
目
指
す
若
者
や
漁
家
世

帯
で
育
っ
た
後
継
者
が
、
よ
り
安
心
し

て
就
業
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
若
い
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
、

水
産
業
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

関
連
産
業
や
漁
村
集
落
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
次
に
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
と

し
て
、
海
藻
類
を
含
め
た
水
産
資
源
の

維
持
回
復
の
た
め
に
、
稚
魚
放
流
や
有

害
生
物
駆
除
、
つ
き
い
そ
事
業
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
マ
ガ
キ
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
、
ヒ
ジ
キ

等
の
養
殖
の
普
及
に
よ
る
複
合
経
営
を

推
進
し
、
漁
協
や
長
崎
大
学
な
ど
と
連

携
し
た
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や

P
R
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
漁
協
や
漁
業
者
が
話
し
合

っ
て
策
定
さ
れ
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け
た
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
、
県
と
連
携
し
た
赤
潮

監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
長
崎
大
学

水
産
学
部
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
魚

病
対
策
に
関
す
る
共
同
研
究
、
魚
類
防

疫
士
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
魚
類

養
殖
事
業
の
生
産
安
定
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の

安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
浮
体

式
係
船
岸
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
漁
港
関
係
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
現
況
調
査
お
よ
び
機

能
診
断
を
実
施
し
、
保
全
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
地

元
消
費
の
促
進
」
と
「
商
店
街
の
活
性

化
」、
そ
し
て
「
陶
磁
器
の
島
と
し
て

の
産
業
振
興
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
地
元
消
費
の
促
進
」
で
は
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

施
し
、
地
元
事
業
者
の
仕
事
づ
く
り
と

市
民
の
住
環
境
改
善
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
商
品
券
に
よ
る
助
成
を
行
う

こ
と
で
地
元
消
費
と
地
元
事
業
者
の
支

援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
商
店
街
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
へ
の
入
居
に
対

す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
都
市
部
に
拠
点
を
持
つ
企
業
社

員
が
本
市
で
の
勤
務
を
可
能
と
す
る
事

務
所
を
商
店
街
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
陶
磁
器
の
島
と
し
て
の

産
業
振
興
」
を
図
る
た
め
、
窯
元
と
連

携
し
、「
天
草
大
陶
磁
器
展
」を
は
じ
め
、

年
間
を
通
し
た
事
業
を
展
開
し
、
天
草

陶
磁
器
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
と
と

も
に
、
陶
磁
器
の
島
を
支
え
る
人
材
育

成
の
た
め
、
著
名
陶
芸
家
の
招
聘
な
ら

び
に
若
手
陶
芸
家
に
よ
る
都
市
圏
で
の

展
示
会
出
展
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
産
業
連
携
・
支
援
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ビ
ズ
に
よ

る
中
小
企
業
や
自
営
業
者
そ
し
て
起
業

家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
、
物
産
公
社

に
よ
る
受
発
注
窓
口
の
一
元
化
を
進

め
、
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大

へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
ア
マ
ビ
ズ
と

物
産
公
社
の
強
み
を
融
合
・
連
携
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
開
発
支
援
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
か
ら
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
か
ら
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
場
産
業
の
活

性
化
と
販
売
戦
略
の
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
事

業
に
取
り
組
む
事
業
者
や
起
業
家
の
支

援
に
加
え
て
、
新
た
に
「
天
草
市
版
の

持
続
化
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
、
販

路
開
拓
を
後
押
し
す
る
「
持
続
化
補
助

金
」は
、
事
業
者
の
活
性
化
と
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
若
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す

る
た
め
、
商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

中
小
企
業
合
同
説
明
会
・
就
職
相
談
会

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林
水

産
物
を
原
材
料
と
す
る
新
商
品
開
発
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
に
対
し
、
加
工
施

設
や
設
備
整
備
に
対
す
る
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4

月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
、
観
光
客
の
入
り
込
み
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
本
市
独
自
の

被
災
者
支
援
制
度
や
宿
泊
割
引
券
の
販

売
、
さ
ら
に
国
、
県
の
旅
行
代
金
割
引

制
度
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
に
よ
り
、

観
光
客
は
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
終
了
し
て

も
、
そ
の
反
動
が
生
じ
な
い
よ
う
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す

と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
候
補
「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
を
核
と
し
て
、
天
草
の
地
域

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
、
ま
た
、
性
別
、
年
代

別
な
ど
の
属
性
に
応
じ
た
観
光
商
品
の

開
発
を
強
化
し
、
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産

登
録
を
見
据
え
、
熊
本
県
内
は
も
と
よ

り
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
周
辺

地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
島
内
で
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
と
観
光
客
の
回
遊
性

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、天
草
観
光
の
目
玉
で
あ
る「
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や
「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
」
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
努
め
、
周
遊
ツ
ア

ー
の
実
施
や
豊
富
な
農
林
水
産
資
源
を

生
か
し
た
各
種
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
ー
の
開

催
な
ど
、
年
間
を
通
し
た
多
彩
な
観
光

商
品
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
御
所
浦
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
島
内
に
電
気
自
動
車

の
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
を
行
い
、
観
光
客

の
誘
致
と
島
内
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
﨑
津
集
落
」
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
か
し
て
、
長
崎
―
﨑
津
間

の
海
上
航
路
の
試
験
運
行
な
ど
、
交
通

網
の
対
策
や
利
用
促
進
に
も
、
よ
り
一

層
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
草
宝
島
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
観
光
振
興
を
担
う
中
核
的
な
組

織
で
あ
り
、
行
政
支
援
の
あ
り
方
お
よ

び
行
政
と
の
役
割
分
担
や
事
業
内
容
を

見
直
す
と
と
も
に
、
昨
年
取
得
さ
れ
た

第
２
種
旅
行
業
に
よ
る
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
を

促
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
観
光
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
名
称
を
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
改

め
、
本
年
1
月
に
推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
９
月
頃

に
専
門
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
平

成
30
年
５
月
頃
に
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
が

あ
り
、
７
月
頃
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
・
登
録
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
世
界
遺
産
は
資
産
の
保
全
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
集
落
資
産
で
あ
る

﨑
津
地
区
に
お
い
て
は
、
家
屋
な
ど
の

保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
取
り
組
ま
れ
る
景
観
形
成
事
業
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、﨑
津
集
落
は
生
活
の
場
・

信
仰
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
教
会
の
秩

序
あ
る
公
開
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、﨑
津
集
落
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
﨑
津
案
内
所
、

﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋
が
連
携
し
て
来

訪
者
の
誘
導
と
世
界
遺
産
に
関
す
る
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
の

育
成
、
観
光
マ
ナ
ー
や
拝
観
マ
ナ
ー
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
称
に
「
天
草
地
方
」
と
明

記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
天
草
市
お
よ

び
苓
北
町
と
連
携
し
て
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
天
草
全
体
で
の
機
運
醸
成

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

上
天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
と
の
連
携
に

よ
る
ガ
イ
ド
の
能
力
向
上
や
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
ジ
オ
パ
ー

ク
拠
点
施
設
の
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館

で
は
、
特
別
展
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

高
め
る
た
め
に
、
観
光
情
報
の
発
信
や

誘
導
案
内
の
充
実
、
そ
し
て
、
観
光
ト

イ
レ
な
ど
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快

適
な
施
設
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
計

画
的
に
老
朽
施
設
の
整
備
改
修
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
多
種
多
彩
な
文
化
事
業

の
実
施
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
制
度
の

活
用
促
進
や
、
自
治
会
な
ど
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
制
度
」
の
導
入
を
行
い
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
」

に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
を
担
う
人
材
の
発
掘
・

育
成
お
よ
び
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
セ
ン
タ
ー
が
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
地
域
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
計
画
的
な

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個

人
の
育
成
と
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
活
動
に

対
す
る
理
解
と
意
識
啓
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
に
高
い
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、
学
び
の
本
質
と
し

て
重
要
と
な
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
連
携
を
推

進
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
な
が
ら
学
力

の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
情
報
社
会
に
対

応
で
き
る
「
情
報
活
用
能
力
」
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中
で
生
き
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
た
め
、
生
き
た
外
国
語
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
外
国
語
教

育
を
進
め
る
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
お
け
る
「
英
会
話
科
」
の
授
業
と
、

公
立
幼
稚
園
の
教
育
課
程
に
お
け
る
英

語
教
育
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
本
渡
東
小

学
校
」、「
有
明
小
学
校
」
の
校
舎
お
よ

び
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
行
い
、
平
成

30
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
危
険
箇
所
・
老
朽
箇
所
の
把
握
に

努
め
、
計
画
的
に
修
繕
・
改
修
を
行
い

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
豊

か
な
食
材
を
活
用
し
て
、
伝
統
料
理
を

取
り
入
れ
た
食
文
化
や
子
ど
も
た
ち
に

食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
食
の
安
全
と
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
た
め
、
共
同
調
理
場
の
改
修

や
調
理
器
具
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
数
の
変
動
に
対
応
し
た
統
廃

合
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
お
い
て
は
、
公

民
館
講
座
を
中
心
と
し
た
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
と
学
ん
だ
成
果
が
生
か
せ

る
よ
う
な
場
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
楽

し
み
な
が
ら
読
書
に
親
し
め
る
よ
う

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
指
針
」
を
策

定
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
と
効
率
性
を

高
く
す
る
た
め
、
天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動
の
場
と
合
わ
せ

た
、「
天
草
市
複
合
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
市
民
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
支
援
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
推
進
し
、

特
に
昨
年
、
法
人
化
さ
れ
た
天
草
市
体

育
協
会
と
連
携
し
て
、
新
た
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
世
界
に
羽
ば
た

く
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
成
す
る
た
め
、

天
草
市
体
育
協
会
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
社
会
体
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
な
補
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
よ
り

良
い
施
設
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院

や
熊
本
大
学
、
熊
本
県
立
大
学
な
ど
６

つ
の
大
学
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
地

域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
、
水
産
業
振
興

に
関
し
て
長
崎
大
学
と
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
関
し
て
東
京
大
学
と
の
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
大
学

な
ど
が
持
つ
人
的
・
知
的
資
源
を
さ
ら

に
活
用
し
、
地
域
の
中
で
共
に
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
な
が
ら
産
業
お
よ
び
社
会

基
盤
の
構
築
に
向
け
た
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
や
韓
国
・

忠
清
大
学
校
と
の
交
流
活
動
に
加
え
、

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
外
国
人
と
の
交

流
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
を
支
援

し
、
多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
を
含
め

た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
移
住
相
談

会
や
地
場
産
業
や
地
域
を
支
え
る
人
材

の
誘
致
を
目
的
と
し
た
あ
ま
く
さ
移
住

フ
ェ
ア
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
、

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
の
活
用
の
ほ

か
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
対
象
者
を
、

新
た
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
で
拡
充
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
４
月
に
ポ
ル
ト
内

に
開
設
し
、
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
お
よ
び
関
係
各
課
や
ア
マ
ビ
ズ

な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
本
市
へ
の
更
な
る
移
住
・
定
住
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
地
域
に
お
け

る
女
性
の
参
画
拡
大
や
活
躍
推
進
に
向

け
た
女
性
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
、
学
校
、
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
民
間
の
男
女
共
同
参
画
推
進

団
体
な
ど
と
連
携
し
啓
発
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、誰
も
が
幸
せ
に
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
築
く
た

め
、
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、「
健
康

寿
命
都
市
日
本
一
」
に
向
け
て
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
・
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
の
約
４
割
の
人

が
「
体
調
が
良
く
な
っ
た
」
と
の
意
見

が
あ
っ
て
お
り
、
ま
た
１
年
間
の
デ
ー

タ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
の
医
療
費
が
全
体
平
均
と
比
較
し

て
、
４
万
円
以
上
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
新
た
に
、

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
企

業
お
よ
び
事
業
所
と
連
携
し
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
「
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
熊
本

県
の
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
く
ま
も
と
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
あ
わ
せ
て

推
進
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
都
市
日

本
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
早
産
予
防
の
た
め
、
妊
娠
し

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
歯
科
健
康
診

査
や
、
妊
婦
健
康
診
査
の
中
で
細
菌
検

査
を
新
た
に
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産

育
児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し

た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
や
、
20
歳
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
化
事
業
な
ど

を
通
し
て
、
が
ん
の
早
期
発
見
お
よ
び

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
と
連
携
し
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
か

ら
重
症
化
予
防
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
や
各
医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
の
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
」
へ
の
支
援
や
、
医
師
お
よ

び
看
護
師
な
ど
の
確
保
対
策
に
取
り
組

み
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
周
産

期
医
療
に
あ
た
る
産
婦
人
科
お
よ
び
小

児
科
、
救
急
告
示
病
院
の
診
療
体
制
の

確
保
の
た
め
、
地
域
医
療
中
核
病
院
に

対
し
て
財
政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努

め
、
救
急
医
療
な
ど
必
要
な
医
療
体
制

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
今
後
も

安
心
安
全
な
医
療
提
供
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
の
参
加
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
避
難
所
の

確
保
や
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
避
難

支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
自
立
支
援
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
介
護
の
担
い
手
不
足

や
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
に
伴

う
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
開

始
し
ま
す
。

　
特
に
、
介
護
予
防
の
強
化
と
し
て
、

住
民
主
体
の
活
動
で
あ
る「
通
い
の
場
」

の
拡
大
、
介
護
の
担
い
手
の
育
成
の
た

め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
推
進
す
る
ほ

か
、
介
護
職
員
の
資
格
取
得
の
助
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
予
防

や
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
体
制
整
備
、

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及

啓
発
を
図
り
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制
の
充

　
機
能
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
一
部
区

間
で
あ
る
第
２
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」の
早
期
の
工
事
着
工
に
向
け
、

熊
本
県
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
用
地
の

取
得
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
早
期
全
線
完

了
や
国
県
道
の
整
備
促
進
、「
島
原
・

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
」
の
実
現
の
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る「
市
内
生
活
圏
域
30
分
構
想
」

の
実
現
に
向
け
た
推
進
と
、
道
路
施
設

の
適
確
な
管
理
・
保
全
、
通
学
路
危
険

箇
所
の
解
消
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

整
備
、
そ
し
て
、
港
湾
施
設
な
ど
の
計

画
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
安
心
・
安

全
な
交
通
基
盤
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
住
宅
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
営
住

宅
で
は
、
安
心
で
快
適
な
住
空
間
を
長

き
に
わ
た
っ
て
提
供
す
る
た
め
、
計
画

的
な
改
修
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
市
営
住
宅
を
管
理
し

て
お
り
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
で
は
、
耐
震
性
が
不
明
な

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
の
一
部
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
の
低

い
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

料
金
統
一
を
行
い
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、経
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
汚
水

処
理
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
計
画

的
に
施
設
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
命
化
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
も

強
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

耐
震
型
の
水
道
管
を
布
設
す
る
更
新
事

業
を
継
続
的
に
進
め
、
有
収
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、「
簡

易
水
道
事
業
」
を
「
上
水
道
事
業
」
に

統
合
し
て
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

牛
深
地
区
お
よ
び
五
和
地
区
で
は
、
隣

接
し
た
区
域
を
つ
な
ぐ
連
絡
管
の
布
設

事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
有
明
地
区
お
よ
び
河
浦
地
区

で
の
給
水
区
域
拡
張
を
進
め
る
と
と
も

に
、
水
道
供
給
が
困
難
な
地
域
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
規
模
水
道
施
設
補
助
金

に
よ
り
「
暮
ら
し
の
水
」
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
下
水
道
事
業
」
で
は
、
処

理
区
域
内
に
お
け
る
末
端
の
未
整
備
区

域
の
解
消
に
加
え
、
接
続
啓
発
を
図
り

汚
水
処
理
人
口
の
増
加
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
長
寿
命
化
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
路
線
別
、
区

間
別
の
利
用
状
況
を
改
め
て
確
認
し
、

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
生
活
圏
や
行
動
に
あ
っ

た
路
線
バ
ス
の
再
編
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
ご
と
に
効
率
的
で
効
果
的
な

新
た
な
交
通
対
策
の
導
入
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
交
通
不
便
地
域
へ
の
対

策
」
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
公
共
交

通
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
状
と
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
地
域
に

適
し
た
対
策
を
、
順
次
、
検
討
・
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
期
的
な
状
況
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
効
果
的
と
判
断
さ
れ

る
対
策
に
つ
い
て
、
試
験
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、

市
内
を
走
る
各
種
バ
ス
等
に
お
い
て
、

一
体
的
な
利
用
な
ど
効
率
的
な
運
行
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　「
御
所
浦
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
架

橋
事
業
の
長
期
化
に
伴
う
島
民
の
皆
さ

ま
の
移
動
に
か
か
る
経
費
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
定
期
航
路
運

賃
割
引
事
業
な
ど
を
、
引
き
続
き
熊
本

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
と
他
県
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路

の
維
持
に
向
け
て
は
、
運
航
対
策
支
援

や
利
用
促
進
等
の
対
策
を
講
じ
る
な

ど
、
海
上
交
通
体
制
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
唯
一
の
高
速
交
通
機
関
で
あ
る

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、
天
草
の
地
域
振

興
や
、
通
勤
す
る
医
師
な
ど
の
交
通
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
航
空
路
を
維
持
し
、
安
全
で
安
定
し

た
運
航
を
確
保
す
る
た
め
の
運
航
体
制

に
つ
い
て
、
熊
本
県
お
よ
び
天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
と
連
携
し
て
、
現
在
運
航
中
の

「
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
」
と
同
型
機
を
保
有
す
る

他
の
地
域
航
空
会
社
と
の
連
携
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
は
、
新
た
な

地
域
情
報
の
発
信
源
と
し
て
、「
天
草

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
」
の
本
年
12

月
の
開
局
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
伝
達
の
補
完
的
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
全
国

連
携
開
始
に
向
け
た
調
整
や
高
度
化
お

よ
び
多
様
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
通
信
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
情
報
基
盤
の
拡
充
や
利

活
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
財
政
基
盤
・
経
営
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、「
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
」

で
掲
げ
た
市
債
残
高
や
実
質
公
債
費
比

率
の
減
少
目
標
を
早
期
に
達
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運

営
の
健
全
化
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
歳

出
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
必
要
な
財
源

の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

将
来
負
担
の
軽
減
と
未
来
に
向
け
た
必

要
な
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
長
寿

命
化
や
再
配
置
お
よ
び
廃
止
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
止
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、本
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す「
遊

休
財
産
等
利
活
用
促
進
条
例
」
に
基
づ

き
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
場
合
に
は
、
無
償
貸
付
け
な
ど
を

行
い
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
の
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
の
実
施
と
事
務
事
業
の
再
構
築

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
核

と
し
た
自
治
体
経
営
の
ト
ー
タ
ル
・
シ

ス
テ
ム
化
を
推
進
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
機
能
的
・
効
率

的
に
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
分
か
り
や
す

く
利
便
性
の
高
い
、
横
断
的
か
つ
機
動

的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
所
で
解
決
で
き
る
市
民
の

身
近
な
問
題
・
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

支
所
ご
と
に
重
点
事
業
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
、
支
所
に
お
け
る
要
望
対
応
事

業
や
管
内
施
設
の
簡
易
な
修
繕
な
ど
の

維
持
管
理
経
費
の
予
算
に
加
え
、
支
所

管
内
の
道
路
、
河
川
、
漁
港
、
交
通
安

全
施
設
等
の
生
活
基
盤
整
備
に
係
る
予

算
も
大
幅
に
増
額
し
、
支
所
機
能
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
支
所
の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
支
所

機
能
の
充
実
を
優
先
さ
せ
な
が
ら
地
域

振
興
の
維
持
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
専
門
職
の
確
保
等
、
年
齢
層
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
適
正

な
定
員
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
人

事
評
価
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
職
員
が

「
問
題
意
識
」
や
「
責
任
感
」
を
持
ち
、

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
な
発
想
で
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
・

能
力
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の

共
有
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
体
制
と
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
、
参
画
、
協

働
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
市
政
だ
よ
り
の

発
行
は
月
１
回
と
な
り
ま
す
が
、「
伝

え
た
」
と
い
う
行
政
側
の
視
点
で
は
な

く
、「
伝
わ
る
」
と
い
う
市
民
目
線
で

の
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
し
て
、

紙
面
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
な
ど
を
活

用
し
た
、
新
鮮
な
情
報
の
発
信
・
共
有

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

体
工
事
に
着
手
す
る
た
め
の
詳
細
な
設

計
で
あ
る
実
施
設
計
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
設
計
に
よ
り
建
設
す
る
新

庁
舎
の
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
の
皆
さ
ん
に
は
本
議
会
会
期
中
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
報
告
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
こ
の
実
施
設
計
を

も
と
に
、
新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
地

震
お
よ
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
、
建
設
業
界
の
動
向
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
体
工

事
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度
完
了
し
、

そ
の
後
、
旧
庁
舎
新
館
の
解
体
工
事
お

よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
度

中
の
全
体
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
に
よ

り
移
転
い
た
し
ま
し
た
旧
庁
舎
本
館
の

解
体
工
事
も
２
月
７
日
に
着
手
い
た
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
庁
舎

が
分
散
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
大

変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ご
不
便
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
し
ば
ら
く
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

興
味
と
関
心
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
や
感
性
、
創
造
性
を

育
む
た
め
、
継
続
し
て
陶
芸
教
室
や
郷

土
学
習
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機

会
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
シ
ア
タ
ー
事
業
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
文
化
施
設
で
の

芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
発
掘
中
の
遺
跡
や
遺
物
を
公

開
す
る
な
ど
、
文
化
財
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
と
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
拠
点
整
備
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
拠
点
施

設
で
も
あ
る
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
道
の
駅
や

他
の
観
光
施
設
の
機
能
向
上
と
と
も

に
、
施
設
間
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
滞
在
時
の
快
適
性
を

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
相
談
体
制
を
整
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
係
る
地
域
間
格
差
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
３
期
障
が
い
者
計
画
」

お
よ
び
「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
規
模
保
育
に
よ
る
保
育
お

よ
び
教
育
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
特
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
後

児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

民
間
保
育
所
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
健
全
な
保
育
環
境
の
確
保
を

行
う
た
め
、
引
き
続
き
民
営
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
２
箇
所
で
合
同

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31

規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
の
避
難
行
動
に
特
化
し
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災

体
制
の
向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
、
初
期
消
火
に
必
要

な
消
防
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
を

中
心
と
し
て
、
医
療
機
関
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
緊
急
・
救
急
出
動
体
制
の

充
実
強
化
や
老
朽
化
し
た
消
防
署
や
分

署
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る
「
犯
罪
認
知

件
数
」「
交
通
事
故
発
生
件
数
」
共
に
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

天
草
・
牛
深
の
両
警
察
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
防
犯
対

策
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
相
談
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
振
り

込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相

談
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
の
一
層

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
学

校
や
地
域
、
関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
、
消
費
者
教
育
と
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
つ
い
て

は
、「
本
渡
都
市
計
画
区
域
」
の
南
北

交
通
軸
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
お
い

て
重
要
な
路
線
と
な
る
、
都
市
計
画
道

路
「
太
田
町
水
の
平
線
」
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も

に
、
適
正
な
規
制
・
誘
導
に
よ
り
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
促
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
景
観
の
形
成

や
景
観
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
憩
い
の
場
で
あ

る
公
園
施
設
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

←

←

年
度
か
ら
民
営
化
予
定
の
保
育
所
に
つ

い
て
、
移
管
先
法
人
の
公
募
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、環
境
保
全
活
動
や
清
掃
、

美
化
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
地
域

で
の
学
習
会
の
実
施
や
事
業
所
ご
み
の

分
別
の
徹
底
、
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容

器
設
置
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
家
庭
用

蓄
電
池
ま
で
拡
大
し
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
関
連
施
設
の
ご
み
焼

却
施
設
に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
本
年
４

月
か
ら
供
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
牛
深
火
葬
場

の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
29
年
度
中
に
は
、
新
火
葬

場
の
整
備
方
針
を
具
体
的
に
定
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
向
上
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
危
険
家
屋
除
去

促
進
の
た
め
の
補
助
金
を
活
用
し
た
解

体
撤
去
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
修
が
必
要
な
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
た
視
聴
を
可
能
に
す
る
た
め
、
改
修

費
用
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
事
業
に
お
き
ま
し

て
、
屋
外
用
の
放
送
設
備
を
平
成
29
年

度
中
に
完
成
さ
せ
、
迅
速
か
つ
正
確
な

災
害
予
報
、
情
報
の
伝
達
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
屋
内
用
の
戸
別

受
信
機
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全
メ
ー

ル
の
配
信
や
電
柱
へ
の
標
高
表
示
看
板

の
設
置
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
や
大
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と
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共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
部
門
】

　
次
に
、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

の
導
入
、
施
設
整
備
、
専
従
職
員
の
確

保
、
施
設
園
芸
の
展
開
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

対
策
、
農
業
水
利
施
設
の
整
備
や
農
業

機
械
の
導
入
支
援
、
高
付
加
価
値
化
を

推
進
し
、
経
営
基
盤
強
化
の
取
り
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体
制

づ
く
り
」
で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
交

付
金
を
活
用
し
た
集
落
ぐ
る
み
で
の
農

地
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
農
作
業
に
専
念
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
目
的
に
発
足
い
た
し
ま
し
た

「
天
草
市
広
域
協
定
」
へ
の
加
入
組
織

の
拡
大
や
農
作
業
応
援
隊
を
設
置
す

る
な
ど
、
１
年
で
も
長
く
営
農
が
継
続

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

と
し
ま
し
て
、
天
草
黒
牛
の
放
牧
に
よ

る
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
域
と
集
落
と
の
距
離
を
保
ち
、

農
作
物
被
害
と
生
息
数
の
減
少
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」
に
つ

い
て
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
高

品
質
や
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
、
樹

上
完
熟
不
知
火
（
デ
コ
ポ
ン
）
や
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
に
対
す
る

ハ
ウ
ス
化
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
規
模
拡▲少年野球を楽しむ子どもたち

平成29年度 施政方針
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〔
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〕

　
第
１
次
産
業
全
体
で
、「
つ
く
る
（
生

産
す
る
）」、「
素
材
を
生
か
す
（
加
工

す
る
）」、「
売
る
（
販
売
す
る
）」、「
支

え
る
（
人
材
育
成
・
支
援
体
制
づ
く

り
）」、「
つ
な
が
る
（
他
の
産
業
や
政

策
と
連
携
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

一
連
の
経
済
活
動
を
横
断
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
中
で
も
担
い
手
不
足
の
対
策
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
就
業
準
備
期
間
か
ら
就
業
開
始
、
そ

し
て
定
着
ま
で
の
期
間
に
つ
き
ま
し

て
、
国
や
県
の
支
援
制
度
に
加
え
、
さ

ら
に
本
市
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
、
創

出
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
担
い

手
対
策
」、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
」、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

そ
し
て
「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
担
い
手
対
策
」
で
は
、「
親
元
就
農

者
へ
の
給
付
金
制
度
」、「
定
年
就
農
者

へ
の
営
農
支
援
策
」
を
新
た
に
創
設
す

る
と
と
も
に
、
管
内
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携

し
、
き
め
細
や
か
な
営
農
指
導
体
制
の

構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
が
不
在
と
な
っ
て
い

る
農
家
に
対
し
て
は
、
就
農
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
経
営
移
譲
を
進

め
ま
す
。

大
や
子
牛
価
格
安
定
化
を
図
る
た
め
の

牛
舎
の
簡
易
整
備
や
放
牧
の
推
進
、
そ

し
て
伝
染
病
対
策
に
重
点
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
推
進
か
ら

７
年
が
経
過
し
、
管
内
の
オ
リ
ー
ブ
園

は
結
実
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
排
水
対
策
や
優
良
枝
の
高
接
ぎ
技

術
を
試
験
実
施
し
、
生
産
対
策
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
後
継

者
対
策
」、「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利

用
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
後
継
者
対
策
」
で
は
、
林
業
経
営

体
が
減
少
を
つ
づ
け
る
中
で
、
天
草
地

域
の
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に

は
、
林
業
の
就
業
者
お
よ
び
後
継
者
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
就
業
支

援
対
策
を
創
設
し
ま
す
。

　「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利
用
」
に

つ
い
て
は
、
天
草
産
材
を
利
用
し
た
住

宅
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
に
対
す
る
助

成
制
度
の
対
象
を
事
業
所
な
ど
に
も
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

製
品
の
開
発
や
販
売
、
供
給
体
制
の
構

築
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
天
草
産
材
の

需
要
拡
大
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
と
関

連
産
業
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業

就
業
者
や
水
産
資
源
の
減
少
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、「
担
い
手
確
保
」
や
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
担
い
手
確
保
」対
策
と
し
て
、

親
元
で
の
就
業
期
間
中
や
独
立
後
の
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
漁
業
就
業
を
目
指
す
若
者
や
漁
家
世

帯
で
育
っ
た
後
継
者
が
、
よ
り
安
心
し

て
就
業
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
若
い
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
、

水
産
業
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

関
連
産
業
や
漁
村
集
落
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
次
に
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
と

し
て
、
海
藻
類
を
含
め
た
水
産
資
源
の

維
持
回
復
の
た
め
に
、
稚
魚
放
流
や
有

害
生
物
駆
除
、
つ
き
い
そ
事
業
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
マ
ガ
キ
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
、
ヒ
ジ
キ

等
の
養
殖
の
普
及
に
よ
る
複
合
経
営
を

推
進
し
、
漁
協
や
長
崎
大
学
な
ど
と
連

携
し
た
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や

P
R
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
漁
協
や
漁
業
者
が
話
し
合

っ
て
策
定
さ
れ
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け
た
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
、
県
と
連
携
し
た
赤
潮

監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
長
崎
大
学

水
産
学
部
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
魚

病
対
策
に
関
す
る
共
同
研
究
、
魚
類
防

疫
士
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
魚
類

養
殖
事
業
の
生
産
安
定
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の

安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
浮
体

式
係
船
岸
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
漁
港
関
係
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
現
況
調
査
お
よ
び
機

能
診
断
を
実
施
し
、
保
全
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
地

元
消
費
の
促
進
」
と
「
商
店
街
の
活
性

化
」、
そ
し
て
「
陶
磁
器
の
島
と
し
て

の
産
業
振
興
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
地
元
消
費
の
促
進
」
で
は
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

施
し
、
地
元
事
業
者
の
仕
事
づ
く
り
と

市
民
の
住
環
境
改
善
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
商
品
券
に
よ
る
助
成
を
行
う

こ
と
で
地
元
消
費
と
地
元
事
業
者
の
支

援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
商
店
街
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
へ
の
入
居
に
対

す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
都
市
部
に
拠
点
を
持
つ
企
業
社

員
が
本
市
で
の
勤
務
を
可
能
と
す
る
事

務
所
を
商
店
街
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
陶
磁
器
の
島
と
し
て
の

産
業
振
興
」
を
図
る
た
め
、
窯
元
と
連

携
し
、「
天
草
大
陶
磁
器
展
」を
は
じ
め
、

年
間
を
通
し
た
事
業
を
展
開
し
、
天
草

陶
磁
器
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
と
と

も
に
、
陶
磁
器
の
島
を
支
え
る
人
材
育

成
の
た
め
、
著
名
陶
芸
家
の
招
聘
な
ら

び
に
若
手
陶
芸
家
に
よ
る
都
市
圏
で
の

展
示
会
出
展
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
産
業
連
携
・
支
援
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ビ
ズ
に
よ

る
中
小
企
業
や
自
営
業
者
そ
し
て
起
業

家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
、
物
産
公
社

に
よ
る
受
発
注
窓
口
の
一
元
化
を
進

め
、
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大

へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
ア
マ
ビ
ズ
と

物
産
公
社
の
強
み
を
融
合
・
連
携
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
開
発
支
援
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
か
ら
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
か
ら
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
場
産
業
の
活

性
化
と
販
売
戦
略
の
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
事

業
に
取
り
組
む
事
業
者
や
起
業
家
の
支

援
に
加
え
て
、
新
た
に
「
天
草
市
版
の

持
続
化
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
、
販

路
開
拓
を
後
押
し
す
る
「
持
続
化
補
助

金
」は
、
事
業
者
の
活
性
化
と
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
若
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す

る
た
め
、
商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

中
小
企
業
合
同
説
明
会
・
就
職
相
談
会

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林
水

産
物
を
原
材
料
と
す
る
新
商
品
開
発
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
に
対
し
、
加
工
施

設
や
設
備
整
備
に
対
す
る
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4

月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
、
観
光
客
の
入
り
込
み
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
本
市
独
自
の

被
災
者
支
援
制
度
や
宿
泊
割
引
券
の
販

売
、
さ
ら
に
国
、
県
の
旅
行
代
金
割
引

制
度
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
に
よ
り
、

観
光
客
は
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
終
了
し
て

も
、
そ
の
反
動
が
生
じ
な
い
よ
う
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す

と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
候
補
「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
を
核
と
し
て
、
天
草
の
地
域

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
、
ま
た
、
性
別
、
年
代

別
な
ど
の
属
性
に
応
じ
た
観
光
商
品
の

開
発
を
強
化
し
、
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産

登
録
を
見
据
え
、
熊
本
県
内
は
も
と
よ

り
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
周
辺

地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
島
内
で
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
と
観
光
客
の
回
遊
性

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、天
草
観
光
の
目
玉
で
あ
る「
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や
「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
」
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
努
め
、
周
遊
ツ
ア

ー
の
実
施
や
豊
富
な
農
林
水
産
資
源
を

生
か
し
た
各
種
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
ー
の
開

催
な
ど
、
年
間
を
通
し
た
多
彩
な
観
光

商
品
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
御
所
浦
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
島
内
に
電
気
自
動
車

の
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
を
行
い
、
観
光
客

の
誘
致
と
島
内
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
﨑
津
集
落
」
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
か
し
て
、
長
崎
―
﨑
津
間

の
海
上
航
路
の
試
験
運
行
な
ど
、
交
通

網
の
対
策
や
利
用
促
進
に
も
、
よ
り
一

層
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
草
宝
島
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
観
光
振
興
を
担
う
中
核
的
な
組

織
で
あ
り
、
行
政
支
援
の
あ
り
方
お
よ

び
行
政
と
の
役
割
分
担
や
事
業
内
容
を

見
直
す
と
と
も
に
、
昨
年
取
得
さ
れ
た

第
２
種
旅
行
業
に
よ
る
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
を

促
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
観
光
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
名
称
を
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
改

め
、
本
年
1
月
に
推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
９
月
頃

に
専
門
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
平

成
30
年
５
月
頃
に
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
が

あ
り
、
７
月
頃
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
・
登
録
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
世
界
遺
産
は
資
産
の
保
全
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
集
落
資
産
で
あ
る

﨑
津
地
区
に
お
い
て
は
、
家
屋
な
ど
の

保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
取
り
組
ま
れ
る
景
観
形
成
事
業
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、﨑
津
集
落
は
生
活
の
場
・

信
仰
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
教
会
の
秩

序
あ
る
公
開
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、﨑
津
集
落
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
﨑
津
案
内
所
、

﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋
が
連
携
し
て
来

訪
者
の
誘
導
と
世
界
遺
産
に
関
す
る
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
の

育
成
、
観
光
マ
ナ
ー
や
拝
観
マ
ナ
ー
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
称
に
「
天
草
地
方
」
と
明

記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
天
草
市
お
よ

び
苓
北
町
と
連
携
し
て
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
天
草
全
体
で
の
機
運
醸
成

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

上
天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
と
の
連
携
に

よ
る
ガ
イ
ド
の
能
力
向
上
や
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
ジ
オ
パ
ー

ク
拠
点
施
設
の
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館

で
は
、
特
別
展
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

高
め
る
た
め
に
、
観
光
情
報
の
発
信
や

誘
導
案
内
の
充
実
、
そ
し
て
、
観
光
ト

イ
レ
な
ど
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快

適
な
施
設
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
計

画
的
に
老
朽
施
設
の
整
備
改
修
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
多
種
多
彩
な
文
化
事
業

の
実
施
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
制
度
の

活
用
促
進
や
、
自
治
会
な
ど
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
制
度
」
の
導
入
を
行
い
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
」

に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
を
担
う
人
材
の
発
掘
・

育
成
お
よ
び
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
セ
ン
タ
ー
が
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
地
域
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
計
画
的
な

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個

人
の
育
成
と
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
活
動
に

対
す
る
理
解
と
意
識
啓
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
に
高
い
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、
学
び
の
本
質
と
し

て
重
要
と
な
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
連
携
を
推

進
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
な
が
ら
学
力

の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
情
報
社
会
に
対

応
で
き
る
「
情
報
活
用
能
力
」
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中
で
生
き
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
た
め
、
生
き
た
外
国
語
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
外
国
語
教

育
を
進
め
る
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
お
け
る
「
英
会
話
科
」
の
授
業
と
、

公
立
幼
稚
園
の
教
育
課
程
に
お
け
る
英

語
教
育
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
本
渡
東
小

学
校
」、「
有
明
小
学
校
」
の
校
舎
お
よ

び
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
行
い
、
平
成

30
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
危
険
箇
所
・
老
朽
箇
所
の
把
握
に

努
め
、
計
画
的
に
修
繕
・
改
修
を
行
い

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
豊

か
な
食
材
を
活
用
し
て
、
伝
統
料
理
を

取
り
入
れ
た
食
文
化
や
子
ど
も
た
ち
に

食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
食
の
安
全
と
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
た
め
、
共
同
調
理
場
の
改
修

や
調
理
器
具
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
数
の
変
動
に
対
応
し
た
統
廃

合
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
お
い
て
は
、
公

民
館
講
座
を
中
心
と
し
た
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
と
学
ん
だ
成
果
が
生
か
せ

る
よ
う
な
場
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
楽

し
み
な
が
ら
読
書
に
親
し
め
る
よ
う

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
指
針
」
を
策

定
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
と
効
率
性
を

高
く
す
る
た
め
、
天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動
の
場
と
合
わ
せ

た
、「
天
草
市
複
合
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
市
民
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
支
援
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
推
進
し
、

特
に
昨
年
、
法
人
化
さ
れ
た
天
草
市
体

育
協
会
と
連
携
し
て
、
新
た
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
世
界
に
羽
ば
た

く
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
成
す
る
た
め
、

天
草
市
体
育
協
会
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
社
会
体
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
な
補
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
よ
り

良
い
施
設
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院

や
熊
本
大
学
、
熊
本
県
立
大
学
な
ど
６

つ
の
大
学
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
地

域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
、
水
産
業
振
興

に
関
し
て
長
崎
大
学
と
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
関
し
て
東
京
大
学
と
の
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
大
学

な
ど
が
持
つ
人
的
・
知
的
資
源
を
さ
ら

に
活
用
し
、
地
域
の
中
で
共
に
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
な
が
ら
産
業
お
よ
び
社
会

基
盤
の
構
築
に
向
け
た
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
や
韓
国
・

忠
清
大
学
校
と
の
交
流
活
動
に
加
え
、

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
外
国
人
と
の
交

流
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
を
支
援

し
、
多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
を
含
め

た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
移
住
相
談

会
や
地
場
産
業
や
地
域
を
支
え
る
人
材

の
誘
致
を
目
的
と
し
た
あ
ま
く
さ
移
住

フ
ェ
ア
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
、

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
の
活
用
の
ほ

か
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
対
象
者
を
、

新
た
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
で
拡
充
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
４
月
に
ポ
ル
ト
内

に
開
設
し
、
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
お
よ
び
関
係
各
課
や
ア
マ
ビ
ズ

な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
本
市
へ
の
更
な
る
移
住
・
定
住
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
地
域
に
お
け

る
女
性
の
参
画
拡
大
や
活
躍
推
進
に
向

け
た
女
性
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
、
学
校
、
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
民
間
の
男
女
共
同
参
画
推
進

団
体
な
ど
と
連
携
し
啓
発
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、誰
も
が
幸
せ
に
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
築
く
た

め
、
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、「
健
康

寿
命
都
市
日
本
一
」
に
向
け
て
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
・
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
の
約
４
割
の
人

が
「
体
調
が
良
く
な
っ
た
」
と
の
意
見

が
あ
っ
て
お
り
、
ま
た
１
年
間
の
デ
ー

タ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
の
医
療
費
が
全
体
平
均
と
比
較
し

て
、
４
万
円
以
上
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
新
た
に
、

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
企

業
お
よ
び
事
業
所
と
連
携
し
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
「
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
熊
本

県
の
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
く
ま
も
と
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
あ
わ
せ
て

推
進
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
都
市
日

本
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
早
産
予
防
の
た
め
、
妊
娠
し

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
歯
科
健
康
診

査
や
、
妊
婦
健
康
診
査
の
中
で
細
菌
検

査
を
新
た
に
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産

育
児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し

た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
や
、
20
歳
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
化
事
業
な
ど

を
通
し
て
、
が
ん
の
早
期
発
見
お
よ
び

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
と
連
携
し
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
か

ら
重
症
化
予
防
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
や
各
医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
の
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
」
へ
の
支
援
や
、
医
師
お
よ

び
看
護
師
な
ど
の
確
保
対
策
に
取
り
組

み
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
周
産

期
医
療
に
あ
た
る
産
婦
人
科
お
よ
び
小

児
科
、
救
急
告
示
病
院
の
診
療
体
制
の

確
保
の
た
め
、
地
域
医
療
中
核
病
院
に

対
し
て
財
政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努

め
、
救
急
医
療
な
ど
必
要
な
医
療
体
制

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
今
後
も

安
心
安
全
な
医
療
提
供
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
の
参
加
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
避
難
所
の

確
保
や
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
避
難

支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
自
立
支
援
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
介
護
の
担
い
手
不
足

や
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
に
伴

う
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
開

始
し
ま
す
。

　
特
に
、
介
護
予
防
の
強
化
と
し
て
、

住
民
主
体
の
活
動
で
あ
る「
通
い
の
場
」

の
拡
大
、
介
護
の
担
い
手
の
育
成
の
た

め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
推
進
す
る
ほ

か
、
介
護
職
員
の
資
格
取
得
の
助
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
予
防

や
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
体
制
整
備
、

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及

啓
発
を
図
り
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制
の
充

　
機
能
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
一
部
区

間
で
あ
る
第
２
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」の
早
期
の
工
事
着
工
に
向
け
、

熊
本
県
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
用
地
の

取
得
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
早
期
全
線
完

了
や
国
県
道
の
整
備
促
進
、「
島
原
・

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
」
の
実
現
の
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る「
市
内
生
活
圏
域
30
分
構
想
」

の
実
現
に
向
け
た
推
進
と
、
道
路
施
設

の
適
確
な
管
理
・
保
全
、
通
学
路
危
険

箇
所
の
解
消
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

整
備
、
そ
し
て
、
港
湾
施
設
な
ど
の
計

画
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
安
心
・
安

全
な
交
通
基
盤
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
住
宅
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
営
住

宅
で
は
、
安
心
で
快
適
な
住
空
間
を
長

き
に
わ
た
っ
て
提
供
す
る
た
め
、
計
画

的
な
改
修
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
市
営
住
宅
を
管
理
し

て
お
り
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
で
は
、
耐
震
性
が
不
明
な

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
の
一
部
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
の
低

い
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

料
金
統
一
を
行
い
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、経
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
汚
水

処
理
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
計
画

的
に
施
設
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
命
化
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
も

強
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

耐
震
型
の
水
道
管
を
布
設
す
る
更
新
事

業
を
継
続
的
に
進
め
、
有
収
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、「
簡

易
水
道
事
業
」
を
「
上
水
道
事
業
」
に

統
合
し
て
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

牛
深
地
区
お
よ
び
五
和
地
区
で
は
、
隣

接
し
た
区
域
を
つ
な
ぐ
連
絡
管
の
布
設

事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
有
明
地
区
お
よ
び
河
浦
地
区

で
の
給
水
区
域
拡
張
を
進
め
る
と
と
も

に
、
水
道
供
給
が
困
難
な
地
域
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
規
模
水
道
施
設
補
助
金

に
よ
り
「
暮
ら
し
の
水
」
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
下
水
道
事
業
」
で
は
、
処

理
区
域
内
に
お
け
る
末
端
の
未
整
備
区

域
の
解
消
に
加
え
、
接
続
啓
発
を
図
り

汚
水
処
理
人
口
の
増
加
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
長
寿
命
化
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
路
線
別
、
区

間
別
の
利
用
状
況
を
改
め
て
確
認
し
、

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
生
活
圏
や
行
動
に
あ
っ

た
路
線
バ
ス
の
再
編
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
ご
と
に
効
率
的
で
効
果
的
な

新
た
な
交
通
対
策
の
導
入
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
交
通
不
便
地
域
へ
の
対

策
」
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
公
共
交

通
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
状
と
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
地
域
に

適
し
た
対
策
を
、
順
次
、
検
討
・
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
期
的
な
状
況
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
効
果
的
と
判
断
さ
れ

る
対
策
に
つ
い
て
、
試
験
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、

市
内
を
走
る
各
種
バ
ス
等
に
お
い
て
、

一
体
的
な
利
用
な
ど
効
率
的
な
運
行
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　「
御
所
浦
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
架

橋
事
業
の
長
期
化
に
伴
う
島
民
の
皆
さ

ま
の
移
動
に
か
か
る
経
費
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
定
期
航
路
運

賃
割
引
事
業
な
ど
を
、
引
き
続
き
熊
本

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
と
他
県
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路

の
維
持
に
向
け
て
は
、
運
航
対
策
支
援

や
利
用
促
進
等
の
対
策
を
講
じ
る
な

ど
、
海
上
交
通
体
制
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
唯
一
の
高
速
交
通
機
関
で
あ
る

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、
天
草
の
地
域
振

興
や
、
通
勤
す
る
医
師
な
ど
の
交
通
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
航
空
路
を
維
持
し
、
安
全
で
安
定
し

た
運
航
を
確
保
す
る
た
め
の
運
航
体
制

に
つ
い
て
、
熊
本
県
お
よ
び
天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
と
連
携
し
て
、
現
在
運
航
中
の

「
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
」
と
同
型
機
を
保
有
す
る

他
の
地
域
航
空
会
社
と
の
連
携
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
は
、
新
た
な

地
域
情
報
の
発
信
源
と
し
て
、「
天
草

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
」
の
本
年
12

月
の
開
局
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
伝
達
の
補
完
的
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
全
国

連
携
開
始
に
向
け
た
調
整
や
高
度
化
お

よ
び
多
様
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
通
信
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
情
報
基
盤
の
拡
充
や
利

活
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
財
政
基
盤
・
経
営
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、「
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
」

で
掲
げ
た
市
債
残
高
や
実
質
公
債
費
比

率
の
減
少
目
標
を
早
期
に
達
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運

営
の
健
全
化
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
歳

出
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
必
要
な
財
源

の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

将
来
負
担
の
軽
減
と
未
来
に
向
け
た
必

要
な
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
長
寿

命
化
や
再
配
置
お
よ
び
廃
止
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
止
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、本
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す「
遊

休
財
産
等
利
活
用
促
進
条
例
」
に
基
づ

き
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
場
合
に
は
、
無
償
貸
付
け
な
ど
を

行
い
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
の
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
の
実
施
と
事
務
事
業
の
再
構
築

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
核

と
し
た
自
治
体
経
営
の
ト
ー
タ
ル
・
シ

ス
テ
ム
化
を
推
進
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
機
能
的
・
効
率

的
に
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
分
か
り
や
す

く
利
便
性
の
高
い
、
横
断
的
か
つ
機
動

的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
所
で
解
決
で
き
る
市
民
の

身
近
な
問
題
・
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

支
所
ご
と
に
重
点
事
業
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
、
支
所
に
お
け
る
要
望
対
応
事

業
や
管
内
施
設
の
簡
易
な
修
繕
な
ど
の

維
持
管
理
経
費
の
予
算
に
加
え
、
支
所

管
内
の
道
路
、
河
川
、
漁
港
、
交
通
安

全
施
設
等
の
生
活
基
盤
整
備
に
係
る
予

算
も
大
幅
に
増
額
し
、
支
所
機
能
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
支
所
の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
支
所

機
能
の
充
実
を
優
先
さ
せ
な
が
ら
地
域

振
興
の
維
持
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
専
門
職
の
確
保
等
、
年
齢
層
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
適
正

な
定
員
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
人

事
評
価
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
職
員
が

「
問
題
意
識
」
や
「
責
任
感
」
を
持
ち
、

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
な
発
想
で
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
・

能
力
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の

共
有
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
体
制
と
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
、
参
画
、
協

働
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
市
政
だ
よ
り
の

発
行
は
月
１
回
と
な
り
ま
す
が
、「
伝

え
た
」
と
い
う
行
政
側
の
視
点
で
は
な

く
、「
伝
わ
る
」
と
い
う
市
民
目
線
で

の
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
し
て
、

紙
面
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
な
ど
を
活

用
し
た
、
新
鮮
な
情
報
の
発
信
・
共
有

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

体
工
事
に
着
手
す
る
た
め
の
詳
細
な
設

計
で
あ
る
実
施
設
計
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
設
計
に
よ
り
建
設
す
る
新

庁
舎
の
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
の
皆
さ
ん
に
は
本
議
会
会
期
中
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
報
告
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
こ
の
実
施
設
計
を

も
と
に
、
新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
地

震
お
よ
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
、
建
設
業
界
の
動
向
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
体
工

事
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度
完
了
し
、

そ
の
後
、
旧
庁
舎
新
館
の
解
体
工
事
お

よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
度

中
の
全
体
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
に
よ

り
移
転
い
た
し
ま
し
た
旧
庁
舎
本
館
の

解
体
工
事
も
２
月
７
日
に
着
手
い
た
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
庁
舎

が
分
散
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
大

変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ご
不
便
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
し
ば
ら
く
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

興
味
と
関
心
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
や
感
性
、
創
造
性
を

育
む
た
め
、
継
続
し
て
陶
芸
教
室
や
郷

土
学
習
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機

会
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
シ
ア
タ
ー
事
業
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
文
化
施
設
で
の

芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
発
掘
中
の
遺
跡
や
遺
物
を
公

開
す
る
な
ど
、
文
化
財
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
と
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
拠
点
整
備
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
拠
点
施

設
で
も
あ
る
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
道
の
駅
や

他
の
観
光
施
設
の
機
能
向
上
と
と
も

に
、
施
設
間
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
滞
在
時
の
快
適
性
を

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
相
談
体
制
を
整
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
係
る
地
域
間
格
差
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
３
期
障
が
い
者
計
画
」

お
よ
び
「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
規
模
保
育
に
よ
る
保
育
お

よ
び
教
育
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
特
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
後

児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

民
間
保
育
所
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
健
全
な
保
育
環
境
の
確
保
を

行
う
た
め
、
引
き
続
き
民
営
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
２
箇
所
で
合
同

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31

規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
の
避
難
行
動
に
特
化
し
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災

体
制
の
向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
、
初
期
消
火
に
必
要

な
消
防
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
を

中
心
と
し
て
、
医
療
機
関
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
緊
急
・
救
急
出
動
体
制
の

充
実
強
化
や
老
朽
化
し
た
消
防
署
や
分

署
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る
「
犯
罪
認
知

件
数
」「
交
通
事
故
発
生
件
数
」
共
に
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

天
草
・
牛
深
の
両
警
察
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
防
犯
対

策
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
相
談
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
振
り

込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相

談
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
の
一
層

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
学

校
や
地
域
、
関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
、
消
費
者
教
育
と
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
つ
い
て

は
、「
本
渡
都
市
計
画
区
域
」
の
南
北

交
通
軸
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
お
い

て
重
要
な
路
線
と
な
る
、
都
市
計
画
道

路
「
太
田
町
水
の
平
線
」
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も

に
、
適
正
な
規
制
・
誘
導
に
よ
り
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
促
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
景
観
の
形
成

や
景
観
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
憩
い
の
場
で
あ

る
公
園
施
設
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

←

←

年
度
か
ら
民
営
化
予
定
の
保
育
所
に
つ

い
て
、
移
管
先
法
人
の
公
募
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、環
境
保
全
活
動
や
清
掃
、

美
化
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
地
域

で
の
学
習
会
の
実
施
や
事
業
所
ご
み
の

分
別
の
徹
底
、
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容

器
設
置
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
家
庭
用

蓄
電
池
ま
で
拡
大
し
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
関
連
施
設
の
ご
み
焼

却
施
設
に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
本
年
４

月
か
ら
供
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
牛
深
火
葬
場

の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
29
年
度
中
に
は
、
新
火
葬

場
の
整
備
方
針
を
具
体
的
に
定
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
向
上
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
危
険
家
屋
除
去

促
進
の
た
め
の
補
助
金
を
活
用
し
た
解

体
撤
去
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
修
が
必
要
な
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
た
視
聴
を
可
能
に
す
る
た
め
、
改
修

費
用
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
事
業
に
お
き
ま
し

て
、
屋
外
用
の
放
送
設
備
を
平
成
29
年

度
中
に
完
成
さ
せ
、
迅
速
か
つ
正
確
な

災
害
予
報
、
情
報
の
伝
達
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
屋
内
用
の
戸
別

受
信
機
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全
メ
ー

ル
の
配
信
や
電
柱
へ
の
標
高
表
示
看
板

の
設
置
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
や
大
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環
境
と
共
生
し
た

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

【
生
活
環
境
・
防
犯
防
災
部
門
】

暮
ら
し
や
す
い

　
　
　
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り

【
都
市
基
盤
整
備
部
門
】

　
次
に
、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

の
導
入
、
施
設
整
備
、
専
従
職
員
の
確

保
、
施
設
園
芸
の
展
開
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

対
策
、
農
業
水
利
施
設
の
整
備
や
農
業

機
械
の
導
入
支
援
、
高
付
加
価
値
化
を

推
進
し
、
経
営
基
盤
強
化
の
取
り
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体
制

づ
く
り
」
で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
交

付
金
を
活
用
し
た
集
落
ぐ
る
み
で
の
農

地
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
農
作
業
に
専
念
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
目
的
に
発
足
い
た
し
ま
し
た

「
天
草
市
広
域
協
定
」
へ
の
加
入
組
織

の
拡
大
や
農
作
業
応
援
隊
を
設
置
す

る
な
ど
、
１
年
で
も
長
く
営
農
が
継
続

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

と
し
ま
し
て
、
天
草
黒
牛
の
放
牧
に
よ

る
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
域
と
集
落
と
の
距
離
を
保
ち
、

農
作
物
被
害
と
生
息
数
の
減
少
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」
に
つ

い
て
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
高

品
質
や
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
、
樹

上
完
熟
不
知
火
（
デ
コ
ポ
ン
）
や
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
に
対
す
る

ハ
ウ
ス
化
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
規
模
拡
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第
１
次
産
業
全
体
で
、「
つ
く
る
（
生

産
す
る
）」、「
素
材
を
生
か
す
（
加
工

す
る
）」、「
売
る
（
販
売
す
る
）」、「
支

え
る
（
人
材
育
成
・
支
援
体
制
づ
く

り
）」、「
つ
な
が
る
（
他
の
産
業
や
政

策
と
連
携
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

一
連
の
経
済
活
動
を
横
断
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
中
で
も
担
い
手
不
足
の
対
策
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
就
業
準
備
期
間
か
ら
就
業
開
始
、
そ

し
て
定
着
ま
で
の
期
間
に
つ
き
ま
し

て
、
国
や
県
の
支
援
制
度
に
加
え
、
さ

ら
に
本
市
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
、
創

出
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
担
い

手
対
策
」、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体

制
づ
く
り
」、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

そ
し
て
「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
担
い
手
対
策
」
で
は
、「
親
元
就
農

者
へ
の
給
付
金
制
度
」、「
定
年
就
農
者

へ
の
営
農
支
援
策
」
を
新
た
に
創
設
す

る
と
と
も
に
、
管
内
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携

し
、
き
め
細
や
か
な
営
農
指
導
体
制
の

構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
が
不
在
と
な
っ
て
い

る
農
家
に
対
し
て
は
、
就
農
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
経
営
移
譲
を
進

め
ま
す
。

大
や
子
牛
価
格
安
定
化
を
図
る
た
め
の

牛
舎
の
簡
易
整
備
や
放
牧
の
推
進
、
そ

し
て
伝
染
病
対
策
に
重
点
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
推
進
か
ら

７
年
が
経
過
し
、
管
内
の
オ
リ
ー
ブ
園

は
結
実
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
排
水
対
策
や
優
良
枝
の
高
接
ぎ
技

術
を
試
験
実
施
し
、
生
産
対
策
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
後
継

者
対
策
」、「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利

用
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
後
継
者
対
策
」
で
は
、
林
業
経
営

体
が
減
少
を
つ
づ
け
る
中
で
、
天
草
地

域
の
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に

は
、
林
業
の
就
業
者
お
よ
び
後
継
者
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
就
業
支

援
対
策
を
創
設
し
ま
す
。

　「
天
草
産
材
の
積
極
的
な
利
用
」
に

つ
い
て
は
、
天
草
産
材
を
利
用
し
た
住

宅
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
に
対
す
る
助

成
制
度
の
対
象
を
事
業
所
な
ど
に
も
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
た

製
品
の
開
発
や
販
売
、
供
給
体
制
の
構

築
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
天
草
産
材
の

需
要
拡
大
に
よ
る
林
業
の
活
性
化
と
関

連
産
業
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業

就
業
者
や
水
産
資
源
の
減
少
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、「
担
い
手
確
保
」
や
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
担
い
手
確
保
」対
策
と
し
て
、

親
元
で
の
就
業
期
間
中
や
独
立
後
の
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
漁
業
就
業
を
目
指
す
若
者
や
漁
家
世

帯
で
育
っ
た
後
継
者
が
、
よ
り
安
心
し

て
就
業
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
若
い
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
、

水
産
業
の
持
続
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

関
連
産
業
や
漁
村
集
落
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
次
に
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
と

し
て
、
海
藻
類
を
含
め
た
水
産
資
源
の

維
持
回
復
の
た
め
に
、
稚
魚
放
流
や
有

害
生
物
駆
除
、
つ
き
い
そ
事
業
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た

め
、
マ
ガ
キ
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
、
ヒ
ジ
キ

等
の
養
殖
の
普
及
に
よ
る
複
合
経
営
を

推
進
し
、
漁
協
や
長
崎
大
学
な
ど
と
連

携
し
た
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
や

P
R
活
動
、
魚
食
普
及
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
漁
協
や
漁
業
者
が
話
し
合

っ
て
策
定
さ
れ
た
「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け
た
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
、
県
と
連
携
し
た
赤
潮

監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
長
崎
大
学

水
産
学
部
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
魚

病
対
策
に
関
す
る
共
同
研
究
、
魚
類
防

疫
士
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
魚
類

養
殖
事
業
の
生
産
安
定
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の

安
全
性
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、
浮
体

式
係
船
岸
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
漁
港
関
係
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
現
況
調
査
お
よ
び
機

能
診
断
を
実
施
し
、
保
全
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
地

元
消
費
の
促
進
」
と
「
商
店
街
の
活
性

化
」、
そ
し
て
「
陶
磁
器
の
島
と
し
て

の
産
業
振
興
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
地
元
消
費
の
促
進
」
で
は
、
引
き

続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

施
し
、
地
元
事
業
者
の
仕
事
づ
く
り
と

市
民
の
住
環
境
改
善
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
商
品
券
に
よ
る
助
成
を
行
う

こ
と
で
地
元
消
費
と
地
元
事
業
者
の
支

援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
商
店
街
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
は
、

商
店
街
な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
へ
の
入
居
に
対

す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
都
市
部
に
拠
点
を
持
つ
企
業
社

員
が
本
市
で
の
勤
務
を
可
能
と
す
る
事

務
所
を
商
店
街
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
陶
磁
器
の
島
と
し
て
の

産
業
振
興
」
を
図
る
た
め
、
窯
元
と
連

携
し
、「
天
草
大
陶
磁
器
展
」を
は
じ
め
、

年
間
を
通
し
た
事
業
を
展
開
し
、
天
草

陶
磁
器
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
と
と

も
に
、
陶
磁
器
の
島
を
支
え
る
人
材
育

成
の
た
め
、
著
名
陶
芸
家
の
招
聘
な
ら

び
に
若
手
陶
芸
家
に
よ
る
都
市
圏
で
の

展
示
会
出
展
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
産
業
連
携
・
支
援
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ビ
ズ
に
よ

る
中
小
企
業
や
自
営
業
者
そ
し
て
起
業

家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
、
物
産
公
社

に
よ
る
受
発
注
窓
口
の
一
元
化
を
進

め
、
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大

へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
ア
マ
ビ
ズ
と

物
産
公
社
の
強
み
を
融
合
・
連
携
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
開
発
支
援
な
ど
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
か
ら
先
駆
性
の
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
国
か
ら
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
地
場
産
業
の
活

性
化
と
販
売
戦
略
の
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
天
草
市
産
業
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
事

業
に
取
り
組
む
事
業
者
や
起
業
家
の
支

援
に
加
え
て
、
新
た
に
「
天
草
市
版
の

持
続
化
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
、
販

路
開
拓
を
後
押
し
す
る
「
持
続
化
補
助

金
」は
、
事
業
者
の
活
性
化
と
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
若
者
の
地
元
就
職
を
促
進
す

る
た
め
、
商
工
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

中
小
企
業
合
同
説
明
会
・
就
職
相
談
会

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林
水

産
物
を
原
材
料
と
す
る
新
商
品
開
発
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
に
対
し
、
加
工
施

設
や
設
備
整
備
に
対
す
る
支
援
を
積
極

的
に
行
い
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4

月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
に
よ

り
、
観
光
客
の
入
り
込
み
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
本
市
独
自
の

被
災
者
支
援
制
度
や
宿
泊
割
引
券
の
販

売
、
さ
ら
に
国
、
県
の
旅
行
代
金
割
引

制
度
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
に
よ
り
、

観
光
客
は
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
終
了
し
て

も
、
そ
の
反
動
が
生
じ
な
い
よ
う
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す

と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
候
補
「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」
を
核
と
し
て
、
天
草
の
地
域

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
地
と
し
て
、
ま
た
、
性
別
、
年
代

別
な
ど
の
属
性
に
応
じ
た
観
光
商
品
の

開
発
を
強
化
し
、
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産

登
録
を
見
据
え
、
熊
本
県
内
は
も
と
よ

り
、
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
の
周
辺

地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
島
内
で
の

２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
図
り
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
と
観
光
客
の
回
遊
性

を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、天
草
観
光
の
目
玉
で
あ
る「
イ

ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
や
「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
」
の
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
努
め
、
周
遊
ツ
ア

ー
の
実
施
や
豊
富
な
農
林
水
産
資
源
を

生
か
し
た
各
種
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
ー
の
開

催
な
ど
、
年
間
を
通
し
た
多
彩
な
観
光

商
品
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
御
所
浦
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
」
と
し
て
島
内
に
電
気
自
動
車

の
レ
ン
タ
カ
ー
導
入
を
行
い
、
観
光
客

の
誘
致
と
島
内
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
﨑
津
集
落
」
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
か
し
て
、
長
崎
―
﨑
津
間

の
海
上
航
路
の
試
験
運
行
な
ど
、
交
通

網
の
対
策
や
利
用
促
進
に
も
、
よ
り
一

層
、
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
草
宝
島
観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
観
光
振
興
を
担
う
中
核
的
な
組

織
で
あ
り
、
行
政
支
援
の
あ
り
方
お
よ

び
行
政
と
の
役
割
分
担
や
事
業
内
容
を

見
直
す
と
と
も
に
、
昨
年
取
得
さ
れ
た

第
２
種
旅
行
業
に
よ
る
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
を

促
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
観
光
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
名
称
を
「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
改

め
、
本
年
1
月
に
推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
９
月
頃

に
専
門
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地

調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
平

成
30
年
５
月
頃
に
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
が

あ
り
、
７
月
頃
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
で
審
議
・
登
録
の
予
定
で
す
。

　
な
お
、
世
界
遺
産
は
資
産
の
保
全
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
集
落
資
産
で
あ
る

﨑
津
地
区
に
お
い
て
は
、
家
屋
な
ど
の

保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
取
り
組
ま
れ
る
景
観
形
成
事
業
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、﨑
津
集
落
は
生
活
の
場
・

信
仰
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
生

活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
教
会
の
秩

序
あ
る
公
開
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、﨑
津
集
落
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
﨑
津
案
内
所
、

﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋
が
連
携
し
て
来

訪
者
の
誘
導
と
世
界
遺
産
に
関
す
る
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
の

育
成
、
観
光
マ
ナ
ー
や
拝
観
マ
ナ
ー
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
称
に
「
天
草
地
方
」
と
明

記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
天
草
市
お
よ

び
苓
北
町
と
連
携
し
て
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
天
草
全
体
で
の
機
運
醸
成

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

上
天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
と
の
連
携
に

よ
る
ガ
イ
ド
の
能
力
向
上
や
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
ジ
オ
パ
ー

ク
拠
点
施
設
の
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館

で
は
、
特
別
展
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

高
め
る
た
め
に
、
観
光
情
報
の
発
信
や

誘
導
案
内
の
充
実
、
そ
し
て
、
観
光
ト

イ
レ
な
ど
の
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快

適
な
施
設
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
計

画
的
に
老
朽
施
設
の
整
備
改
修
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
多
種
多
彩
な
文
化
事
業

の
実
施
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地

区
振
興
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
制
度
の

活
用
促
進
や
、
自
治
会
な
ど
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
制
度
」
の
導
入
を
行
い
、
支

援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

で
策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
」

に
よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
を
担
う
人
材
の
発
掘
・

育
成
お
よ
び
自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
セ
ン
タ
ー
が
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
地
域
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
計
画
的
な

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活
動
団
体

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個

人
の
育
成
と
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
活
動
に

対
す
る
理
解
と
意
識
啓
発
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
に
高
い
資
質
・
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
、
学
び
の
本
質
と
し

て
重
要
と
な
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
・
小
中
学
校
の
連
携
を
推

進
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
な
が
ら
学
力

の
充
実
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の

実
現
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
情
報
社
会
に
対

応
で
き
る
「
情
報
活
用
能
力
」
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
社
会
の
中
で
生
き
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

養
う
た
め
、
生
き
た
外
国
語
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
外
国
語
教

育
を
進
め
る
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
お
け
る
「
英
会
話
科
」
の
授
業
と
、

公
立
幼
稚
園
の
教
育
課
程
に
お
け
る
英

語
教
育
を
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、「
本
渡
東
小

学
校
」、「
有
明
小
学
校
」
の
校
舎
お
よ

び
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
行
い
、
平
成

30
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
危
険
箇
所
・
老
朽
箇
所
の
把
握
に

努
め
、
計
画
的
に
修
繕
・
改
修
を
行
い

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
豊

か
な
食
材
を
活
用
し
て
、
伝
統
料
理
を

取
り
入
れ
た
食
文
化
や
子
ど
も
た
ち
に

食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
食
の
安
全
と
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
た
め
、
共
同
調
理
場
の
改
修

や
調
理
器
具
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
数
の
変
動
に
対
応
し
た
統
廃

合
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
充
実
に
お
い
て
は
、
公

民
館
講
座
を
中
心
と
し
た
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
と
学
ん
だ
成
果
が
生
か
せ

る
よ
う
な
場
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
楽

し
み
な
が
ら
読
書
に
親
し
め
る
よ
う

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
指
針
」
を
策

定
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
と
効
率
性
を

高
く
す
る
た
め
、
天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
市
民
活
動
の
場
と
合
わ
せ

た
、「
天
草
市
複
合
施
設
」
の
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
市
民
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
支
援
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
推
進
し
、

特
に
昨
年
、
法
人
化
さ
れ
た
天
草
市
体

育
協
会
と
連
携
し
て
、
新
た
に
市
民
の

ニ
ー
ズ
や
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
世
界
に
羽
ば
た

く
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
成
す
る
た
め
、

天
草
市
体
育
協
会
や
関
係
団
体
と
連
携

し
て
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
社
会
体
育
施

設
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
な
補
修
を

進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
よ
り

良
い
施
設
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院

や
熊
本
大
学
、
熊
本
県
立
大
学
な
ど
６

つ
の
大
学
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
地

域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
、
水
産
業
振
興

に
関
し
て
長
崎
大
学
と
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
関
し
て
東
京
大
学
と
の
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
大
学

な
ど
が
持
つ
人
的
・
知
的
資
源
を
さ
ら

に
活
用
し
、
地
域
の
中
で
共
に
学
ぶ
機

会
を
創
出
し
な
が
ら
産
業
お
よ
び
社
会

基
盤
の
構
築
に
向
け
た
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

姉
妹
都
市
エ
ン
シ
ニ
タ
ス
市
や
韓
国
・

忠
清
大
学
校
と
の
交
流
活
動
に
加
え
、

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
外
国
人
と
の
交

流
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
自
主
的
な
国
際
交
流
活
動
を
支
援

し
、
多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
を
含
め

た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
移
住
相
談

会
や
地
場
産
業
や
地
域
を
支
え
る
人
材

の
誘
致
を
目
的
と
し
た
あ
ま
く
さ
移
住

フ
ェ
ア
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
、

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
の
活
用
の
ほ

か
、
定
住
促
進
奨
励
金
の
対
象
者
を
、

新
た
に
Ｕ
タ
ー
ン
者
ま
で
拡
充
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
４
月
に
ポ
ル
ト
内

に
開
設
し
、
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
お
よ
び
関
係
各
課
や
ア
マ
ビ
ズ

な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
本
市
へ
の
更
な
る
移
住
・
定
住
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
や
地
域
に
お
け

る
女
性
の
参
画
拡
大
や
活
躍
推
進
に
向

け
た
女
性
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
、
学
校
、
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
民
間
の
男
女
共
同
参
画
推
進

団
体
な
ど
と
連
携
し
啓
発
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、誰
も
が
幸
せ
に
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会
を
築
く
た

め
、
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
権
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、「
健
康

寿
命
都
市
日
本
一
」
に
向
け
て
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
・
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
績
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
の
約
４
割
の
人

が
「
体
調
が
良
く
な
っ
た
」
と
の
意
見

が
あ
っ
て
お
り
、
ま
た
１
年
間
の
デ
ー

タ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
の
医
療
費
が
全
体
平
均
と
比
較
し

て
、
４
万
円
以
上
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
は
新
た
に
、

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
企

業
お
よ
び
事
業
所
と
連
携
し
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
目
的
と
し
た
「
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
熊
本

県
の
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
く
ま
も
と
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
あ
わ
せ
て

推
進
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
都
市
日

本
一
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
早
産
予
防
の
た
め
、
妊
娠
し

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
歯
科
健
康
診

査
や
、
妊
婦
健
康
診
査
の
中
で
細
菌
検

査
を
新
た
に
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産

育
児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し

た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
や
、
20
歳
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
化
事
業
な
ど

を
通
し
て
、
が
ん
の
早
期
発
見
お
よ
び

知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
事
業
と
連
携
し
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
か

ら
重
症
化
予
防
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
や
各
医
療
機
関
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
の
「
あ
ま
く
さ
メ
デ
ィ
カ

ル
ネ
ッ
ト
」
へ
の
支
援
や
、
医
師
お
よ

び
看
護
師
な
ど
の
確
保
対
策
に
取
り
組

み
、
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
周
産

期
医
療
に
あ
た
る
産
婦
人
科
お
よ
び
小

児
科
、
救
急
告
示
病
院
の
診
療
体
制
の

確
保
の
た
め
、
地
域
医
療
中
核
病
院
に

対
し
て
財
政
的
支
援
を
行
い
、
地
域
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

医
師
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努

め
、
救
急
医
療
な
ど
必
要
な
医
療
体
制

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
第
３
期
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
今
後
も

安
心
安
全
な
医
療
提
供
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
若

い
世
代
の
皆
さ
ん
の
参
加
拡
大
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
支
援
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
を
教
訓
に
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
避
難
所
の

確
保
や
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
避
難

支
援
体
制
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
自
立
支
援
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
介
護
の
担
い
手
不
足

や
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
の
増
加
に
伴

う
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
開

始
し
ま
す
。

　
特
に
、
介
護
予
防
の
強
化
と
し
て
、

住
民
主
体
の
活
動
で
あ
る「
通
い
の
場
」

の
拡
大
、
介
護
の
担
い
手
の
育
成
の
た

め
関
係
団
体
と
の
連
携
を
推
進
す
る
ほ

か
、
介
護
職
員
の
資
格
取
得
の
助
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
予
防

や
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
体
制
整
備
、

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及

啓
発
を
図
り
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制
の
充

　
機
能
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
一
部
区

間
で
あ
る
第
２
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」の
早
期
の
工
事
着
工
に
向
け
、

熊
本
県
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
用
地
の

取
得
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
早
期
全
線
完

了
や
国
県
道
の
整
備
促
進
、「
島
原
・

天
草
・
長
島
架
橋
建
設
」
の
実
現
の
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る「
市
内
生
活
圏
域
30
分
構
想
」

の
実
現
に
向
け
た
推
進
と
、
道
路
施
設

の
適
確
な
管
理
・
保
全
、
通
学
路
危
険

箇
所
の
解
消
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

整
備
、
そ
し
て
、
港
湾
施
設
な
ど
の
計

画
的
な
維
持
補
修
を
行
い
、
安
心
・
安

全
な
交
通
基
盤
の
実
現
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
住
宅
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
営
住

宅
で
は
、
安
心
で
快
適
な
住
空
間
を
長

き
に
わ
た
っ
て
提
供
す
る
た
め
、
計
画

的
な
改
修
な
ど
を
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
市
営
住
宅
を
管
理
し

て
お
り
、
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
適
正
な
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
民
間
住
宅
で
は
、
耐
震
性
が
不
明
な

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
の
一
部
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
の
低

い
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
上
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

料
金
統
一
を
行
い
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
経
営
戦
略
に
基

づ
き
、経
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
と
、
環
境
保
全
の
た
め
の
汚
水

処
理
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
計
画

的
に
施
設
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
長

寿
命
化
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
も

強
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

耐
震
型
の
水
道
管
を
布
設
す
る
更
新
事

業
を
継
続
的
に
進
め
、
有
収
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、「
簡

易
水
道
事
業
」
を
「
上
水
道
事
業
」
に

統
合
し
て
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

牛
深
地
区
お
よ
び
五
和
地
区
で
は
、
隣

接
し
た
区
域
を
つ
な
ぐ
連
絡
管
の
布
設

事
業
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
有
明
地
区
お
よ
び
河
浦
地
区

で
の
給
水
区
域
拡
張
を
進
め
る
と
と
も

に
、
水
道
供
給
が
困
難
な
地
域
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
規
模
水
道
施
設
補
助
金

に
よ
り
「
暮
ら
し
の
水
」
の
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
下
水
道
事
業
」
で
は
、
処

理
区
域
内
に
お
け
る
末
端
の
未
整
備
区

域
の
解
消
に
加
え
、
接
続
啓
発
を
図
り

汚
水
処
理
人
口
の
増
加
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
長
寿
命
化
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
路
線
別
、
区

間
別
の
利
用
状
況
を
改
め
て
確
認
し
、

バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
生
活
圏
や
行
動
に
あ
っ

た
路
線
バ
ス
の
再
編
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
ご
と
に
効
率
的
で
効
果
的
な

新
た
な
交
通
対
策
の
導
入
に
つ
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
交
通
不
便
地
域
へ
の
対

策
」
に
つ
い
て
は
、「
天
草
市
公
共
交

通
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
状
と
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
地
域
に

適
し
た
対
策
を
、
順
次
、
検
討
・
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
期
的
な
状
況
把
握
を
行

い
な
が
ら
、
地
域
の
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
効
果
的
と
判
断
さ
れ

る
対
策
に
つ
い
て
、
試
験
的
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、

市
内
を
走
る
各
種
バ
ス
等
に
お
い
て
、

一
体
的
な
利
用
な
ど
効
率
的
な
運
行
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　「
御
所
浦
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
架

橋
事
業
の
長
期
化
に
伴
う
島
民
の
皆
さ

ま
の
移
動
に
か
か
る
経
費
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
定
期
航
路
運

賃
割
引
事
業
な
ど
を
、
引
き
続
き
熊
本

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
と
他
県
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路

の
維
持
に
向
け
て
は
、
運
航
対
策
支
援

や
利
用
促
進
等
の
対
策
を
講
じ
る
な

ど
、
海
上
交
通
体
制
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
唯
一
の
高
速
交
通
機
関
で
あ
る

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
、
天
草
の
地
域
振

興
や
、
通
勤
す
る
医
師
な
ど
の
交
通
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
航
空
路
を
維
持
し
、
安
全
で
安
定
し

た
運
航
を
確
保
す
る
た
め
の
運
航
体
制

に
つ
い
て
、
熊
本
県
お
よ
び
天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
と
連
携
し
て
、
現
在
運
航
中
の

「
Ａ
Ｔ
Ｒ
42
」
と
同
型
機
を
保
有
す
る

他
の
地
域
航
空
会
社
と
の
連
携
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
は
、
新
た
な

地
域
情
報
の
発
信
源
と
し
て
、「
天
草

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
」
の
本
年
12

月
の
開
局
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
伝
達
の
補
完
的
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
全
国

連
携
開
始
に
向
け
た
調
整
や
高
度
化
お

よ
び
多
様
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
に
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
通
信
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
情
報
基
盤
の
拡
充
や
利

活
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
財
政
基
盤
・
経
営
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、「
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
」

で
掲
げ
た
市
債
残
高
や
実
質
公
債
費
比

率
の
減
少
目
標
を
早
期
に
達
成
い
た
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運

営
の
健
全
化
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
歳

出
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
必
要
な
財
源

の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

将
来
負
担
の
軽
減
と
未
来
に
向
け
た
必

要
な
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

民
の
安
全
性
、
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
長
寿

命
化
や
再
配
置
お
よ
び
廃
止
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
止
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、本
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す「
遊

休
財
産
等
利
活
用
促
進
条
例
」
に
基
づ

き
、
地
域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
る
場
合
に
は
、
無
償
貸
付
け
な
ど
を

行
い
有
効
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
の
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
事
業
の
実
施
と
事
務
事
業
の
再
構
築

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
行

政
運
営
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
核

と
し
た
自
治
体
経
営
の
ト
ー
タ
ル
・
シ

ス
テ
ム
化
を
推
進
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
機
能
的
・
効
率

的
に
行
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
分
か
り
や
す

く
利
便
性
の
高
い
、
横
断
的
か
つ
機
動

的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
所
で
解
決
で
き
る
市
民
の

身
近
な
問
題
・
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

支
所
ご
と
に
重
点
事
業
を
決
定
す
る
こ

と
と
し
、
支
所
に
お
け
る
要
望
対
応
事

業
や
管
内
施
設
の
簡
易
な
修
繕
な
ど
の

維
持
管
理
経
費
の
予
算
に
加
え
、
支
所

管
内
の
道
路
、
河
川
、
漁
港
、
交
通
安

全
施
設
等
の
生
活
基
盤
整
備
に
係
る
予

算
も
大
幅
に
増
額
し
、
支
所
機
能
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
支
所
の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
、
支
所

機
能
の
充
実
を
優
先
さ
せ
な
が
ら
地
域

振
興
の
維
持
も
含
め
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

新
規
採
用
を
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
専
門
職
の
確
保
等
、
年
齢
層
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
適
正

な
定
員
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、
人

事
評
価
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
職
員
が

「
問
題
意
識
」
や
「
責
任
感
」
を
持
ち
、

新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
な
発
想
で
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
、一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
・

能
力
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の

共
有
が
し
っ
か
り
と
で
き
る
体
制
と
情

報
発
信
力
の
強
化
を
図
り
、
参
画
、
協

働
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
市
政
だ
よ
り
の

発
行
は
月
１
回
と
な
り
ま
す
が
、「
伝

え
た
」
と
い
う
行
政
側
の
視
点
で
は
な

く
、「
伝
わ
る
」
と
い
う
市
民
目
線
で

の
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
し
て
、

紙
面
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
な
ど
を
活

用
し
た
、
新
鮮
な
情
報
の
発
信
・
共
有

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

体
工
事
に
着
手
す
る
た
め
の
詳
細
な
設

計
で
あ
る
実
施
設
計
が
完
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
設
計
に
よ
り
建
設
す
る
新

庁
舎
の
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
の
皆
さ
ん
に
は
本
議
会
会
期
中
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
報
告
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
こ
の
実
施
設
計
を

も
と
に
、
新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
熊
本
地

震
お
よ
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
、
建
設
業
界
の
動
向
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
体
工

事
に
つ
い
て
は
平
成
30
年
度
完
了
し
、

そ
の
後
、
旧
庁
舎
新
館
の
解
体
工
事
お

よ
び
外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
度

中
の
全
体
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
に
よ

り
移
転
い
た
し
ま
し
た
旧
庁
舎
本
館
の

解
体
工
事
も
２
月
７
日
に
着
手
い
た
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
庁
舎

が
分
散
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
大

変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ご
不
便
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
新
庁
舎
完
成
ま
で
し
ば
ら
く
お
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

興
味
と
関
心
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

な
が
ら
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
や
感
性
、
創
造
性
を

育
む
た
め
、
継
続
し
て
陶
芸
教
室
や
郷

土
学
習
な
ど
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機

会
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
シ
ア
タ
ー
事
業
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
文
化
施
設
で
の

芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
発
掘
中
の
遺
跡
や
遺
物
を
公

開
す
る
な
ど
、
文
化
財
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
と
支
援

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
施
設
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
施
設
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
観
光
客
の
回
遊
性
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
拠
点
整
備
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
拠
点
施

設
で
も
あ
る
イ
ル
カ
セ
ン
タ
ー
の
早
期

完
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
道
の
駅
や

他
の
観
光
施
設
の
機
能
向
上
と
と
も

に
、
施
設
間
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
滞
在
時
の
快
適
性
を

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
相
談
体
制
を
整
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
係
る
地
域
間
格
差
の
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
３
期
障
が
い
者
計
画
」

お
よ
び
「
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域

の
中
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
規
模
保
育
に
よ
る
保
育
お

よ
び
教
育
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
特
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
後

児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

民
間
保
育
所
の
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
健
全
な
保
育
環
境
の
確
保
を

行
う
た
め
、
引
き
続
き
民
営
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
で
は
、
２
箇
所
で
合
同

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
31

規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
の
避
難
行
動
に
特
化
し
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
の
防
災

体
制
の
向
上
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
助
・
救
急
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確

保
は
も
と
よ
り
、
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
、
初
期
消
火
に
必
要

な
消
防
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
を

中
心
と
し
て
、
医
療
機
関
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
緊
急
・
救
急
出
動
体
制
の

充
実
強
化
や
老
朽
化
し
た
消
防
署
や
分

署
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
本
市
に
お
け
る
「
犯
罪
認
知

件
数
」「
交
通
事
故
発
生
件
数
」
共
に
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

天
草
・
牛
深
の
両
警
察
署
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
防
犯
対

策
や
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
相
談
件

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
振
り

込
め
詐
欺
等
の
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相

談
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
体
制
の
一
層

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
学

校
や
地
域
、
関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
、
消
費
者
教
育
と
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
良
好
な
ま
ち
な
み
の
形
成
に
つ
い
て

は
、「
本
渡
都
市
計
画
区
域
」
の
南
北

交
通
軸
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
お
い

て
重
要
な
路
線
と
な
る
、
都
市
計
画
道

路
「
太
田
町
水
の
平
線
」
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
指
す
と
と
も

に
、
適
正
な
規
制
・
誘
導
に
よ
り
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
促
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
景
観
の
形
成

や
景
観
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
憩
い
の
場
で
あ

る
公
園
施
設
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

…

年
度
か
ら
民
営
化
予
定
の
保
育
所
に
つ

い
て
、
移
管
先
法
人
の
公
募
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
環
境
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、環
境
保
全
活
動
や
清
掃
、

美
化
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
向
け
た
地
域

で
の
学
習
会
の
実
施
や
事
業
所
ご
み
の

分
別
の
徹
底
、
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
処
理
容

器
設
置
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
家
庭
用

蓄
電
池
ま
で
拡
大
し
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
関
連
施
設
の
ご
み
焼

却
施
設
に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
ど
お
り
本
年
４

月
か
ら
供
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
牛
深
火
葬
場

の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
平
成
29
年
度
中
に
は
、
新
火
葬

場
の
整
備
方
針
を
具
体
的
に
定
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
向
上
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
危
険
家
屋
除
去

促
進
の
た
め
の
補
助
金
を
活
用
し
た
解

体
撤
去
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
改
修
が
必
要
な
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
た
視
聴
を
可
能
に
す
る
た
め
、
改
修

費
用
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
施
設
整
備
事
業
に
お
き
ま
し

て
、
屋
外
用
の
放
送
設
備
を
平
成
29
年

度
中
に
完
成
さ
せ
、
迅
速
か
つ
正
確
な

災
害
予
報
、
情
報
の
伝
達
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
屋
内
用
の
戸
別

受
信
機
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順

次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
・
安
全
メ
ー

ル
の
配
信
や
電
柱
へ
の
標
高
表
示
看
板

の
設
置
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
や
大
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持
続
可
能
な
行
政
経
営
が

　
　
　
　 

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

【
総
務
・
企
画
部
門
】

　
次
に
、「
集
落
営
農
法
人
の
経
営
安

定
化
対
策
」、「
法
人
企
業
の
農
業
参
入
・

雇
用
創
出
」で
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
収
益
作
物

の
導
入
、
施
設
整
備
、
専
従
職
員
の
確

保
、
施
設
園
芸
の
展
開
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

対
策
、
農
業
水
利
施
設
の
整
備
や
農
業

機
械
の
導
入
支
援
、
高
付
加
価
値
化
を

推
進
し
、
経
営
基
盤
強
化
の
取
り
組
み

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、「
営
農
が
継
続
で
き
る
体
制

づ
く
り
」
で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
交

付
金
を
活
用
し
た
集
落
ぐ
る
み
で
の
農

地
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
、
農
作
業
に
専
念
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
目
的
に
発
足
い
た
し
ま
し
た

「
天
草
市
広
域
協
定
」
へ
の
加
入
組
織

の
拡
大
や
農
作
業
応
援
隊
を
設
置
す

る
な
ど
、
１
年
で
も
長
く
営
農
が
継
続

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、「
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
」

と
し
ま
し
て
、
天
草
黒
牛
の
放
牧
に
よ

る
緩
衝
帯
を
作
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
域
と
集
落
と
の
距
離
を
保
ち
、

農
作
物
被
害
と
生
息
数
の
減
少
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
農
畜
産
物
の
生
産
性
向
上
」
に
つ

い
て
は
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ず
に
高

品
質
や
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
、
樹

上
完
熟
不
知
火
（
デ
コ
ポ
ン
）
や
、
キ

ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
に
対
す
る

ハ
ウ
ス
化
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
規
模
拡▲市役所新庁舎のイメージ

平成29年度 施政方針
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人
が
輝
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

【地域振興・教育部門】 3
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

【観光・文化部門】 2
「天草の﨑津集落」世界遺産
登録に向けて　　　 2,629万円
　平成30年の登録に向け、イベン
ト開催などで周知啓発し、気運を
高めます。９月にはイコモスが現
地調査を行います。

御所浦カーシェアリングで
島内観光　　　　　　322万円
　島めぐりを気軽に楽しめるよう
に、電気自動車を購入しレンタ
カーとして活用します。

広域観光の取り組みを推進
　　　　　　　3,384万円

　阿蘇や熊本、宇土半島、長崎県
島原半島等との連携、天草全域で
のVISITあまくさプロジェクトな
どで広域的な観光振興、交流人口
の拡大を図ります。

（仮称）イルカセンターを整備
　1億6,984万円

　市の観光の目玉である「イルカ
ウォッチング」の拠点施設を五和
の二江漁港内につくります。今年
度に実施設計を完了し、平成30年
度中の完成を目指します。

天草ジオパークの充実　
695万円

　上天草市、苓北町と連携してガ
イドの能力向上やジオサイト解説
板の設置などPR活動に取り組みま
す。

第１次産業の担い手に投資
　9,813万円

　農業、林業、水産業の第１次産業の後
継者を確保し、担い手として育成する取
り組みを支援します。親元での就業者に
対しても支援を行います。P24・25に掲載。

赤潮等広域監視システム技術の開発　
400万円

　八代海で赤潮を監視するシステムを開
発するため多項目水質計を購入し、水質
変動を観測します。

養殖業に対する支援　
217万円

　養殖経営を圧迫する魚類の病気につい
て長崎大学と共同研究します。また、魚
病診断や養殖業者への指導、漂流ゴミの
回収を実施します。

住宅リフォーム助成事業　
1億101万円

　住宅リフォームを行う場合に、工事費
用（税抜き）の２割に相当する額（20万円
を限度）を商品券で助成。商品券は、登録
店のみで使用できます。

サテライトオフィスの誘致　
387万円

　都市部に拠点を持つ企業の一部の機能
を市に誘致し、新たな雇用を生み出しま
す。現地視察の旅費やオフィスの改修費
用を助成します。

創
造
性
豊
か
な
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

1
平成29年度の主な取り組みを紹介します！

平
成
29
年
度
の

主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！

小・中学生に情報活用能力を　
1億1,150万円

　来年度までに全小・中学校へタ
ブレット端末を導入し、情報社会
に対応できる人材を育成します。
今年度は、小学校２校と中学校９
校を予定。

本渡東小学校、有明小学校の
建設
　平成30年４月に開校します。
　本渡東小学校　9億4,168万円
　有明小学校　　9億2,652万円

移住・定住の促進　
2,260万円

　都市部での移住相談会の開催
や、体験ツアーを実施します。定
住促進奨励金をUターン者まで拡
充します。

地域おこし協力隊員を配置
　1,514万円

　地域おこし協力隊員５人を配置
し、地域振興の支援や天草産品の
ブランド化、商品開発、天草陶磁
器の情報発信、ネット販売の構築・
運営を行います。

市民スポーツをサポート
　149万円

　法人化された天草体育協会と連
携して、市民のニーズや目的に応
じたスポーツ教室などに取り組み
ます。

　

平
成
29
年
度
の
市
の
主
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
新
規
事
業
を
は
じ
め
私
た
ち
の
く
ら
し
に
身
近
な
事
業
な
ど
を
、
７
つ
の
部
門
ご
と
に

設
け
た
政
策
方
針
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。（
金
額
は
予
算
額
で
、
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て

い
ま
す
）。

【産業経済部門】
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平成29年度の主な取り組みを紹介します！

持
続
可
能
な
行
政
運
営
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

【総務・企画部門】 7
暮
ら
し
や
す
い
機
能
的
な
ま
ち
づ
く
り

【都市基盤整備部門】 6 【生活環境・防犯防災部門】5
本庁舎建設の取り組み　

10億8,976万円
　今年度は、本体工事を開始し、
31年４月の開庁を目指します。

本渡中学校跡地に複合施設を
整備　　　　　　　 9,480万円
　本渡中学校跡地(浄南町)に、図
書館や保健福祉センター、市民活
動の場を合わせた複合施設を整備
します。平成32年度の開館を目指
して、今年度は具体的な設計など
を行います。

遊休財産などの利活用を促進
　　　　　　　 2,740万円

　公共施設等総合管理計画に基づ
き、老朽化している施設は解体し
ます。また、市で利活用計画のな
い施設は、地域活性化や雇用拡大
を図るため貸付けなどを行いま
す。

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

住宅用太陽光発電システムなど
の設置に補助　　　 1,875万円
　従来の太陽光発
電システム補助に
加え蓄電システム
の設置にも補助を
行い、環境にやさ
しいまちづくりを
進めます。P27に掲載。

危険区域にある住宅除去に助成
　　　　　　　 1,395万円

　がけ崩れ、土石流、雪崩、地す
べりなどの危険から住民の安全を
確保するため、がけ地近接危険住
宅や土砂災害特別警戒区域にある
不適格住宅などの移転に対して助
成します。

防災行政無線の整備
　10億7,906万円

　平成29年度から30年度にかけ
て、全世帯に戸別受信機を整備し
ます。

ごみ・し尿処理　
21億6,601万円

消防署の管理・運営　
13億966万円

交通安全・防犯対策　
１億8,649万円

【保健・医療・福祉部門】 4
天草市コミュニティ FMを開局

　2億5,750万円
　行政情報や観光
情報の提供と災害
時における防災情
報の提供を行うた
め、12月放送開始
予定です。

御所浦地域の交通対策　
5,488万円

　御所浦島につな
がる定期船利用者
の運賃の一部を助
成します。

民間建築物の耐震改修を促進　
357万円

　戸建て木造住宅の耐震診断・設
計・改修および緊急輸送道路沿い
の建築物の耐震診断に助成などを
行います。P27に掲載。

太田町水の平線の整備　
1億9,000万円

　浄南町から南町までの一方通行
解消や安全性確保のための改良に
向けた詳細設計や建物などの調査
を実施します。

市道の整備・補修　
11億4,855万円

河川・港湾の整備　
1億7,540万円

健康ポイント事業　
2,059万円

　健康づくりに取り組んだ人へ、
健康ポイントを付与します。貯ま
ったポイントは、市内の登録店舗
で使える商品券と交換できます。

妊娠・出産をサポート
　1,158万円

　不妊治療費の一部助成や早産予
防のため妊婦の歯科健診等を実施
します。また、新生児の聴覚障が
いなどを早期発見するため検査費
用を助成します。

ピロリ菌検査を実施
　140万円

　将来の病気のリスクを知り、健
康管理につなげるため、中学３年
生の希望者にピロリ菌検査を実施
します。

介護職員の資格取得に助成
　　　　　　　　　 200万円

　介護職員の人材確保のため、研
修受講後、市内の介護事業所に就
職した人へ、研修に要した費用を
助成します。

環
境
と
共
生
し
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
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◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に
一般会計の歳入歳出と区分して会計処理
をするために設置するものです。
　本市では、国民健康保険や介護保険、
後期高齢者医療などの特別会計を設けて
います。主な特別会計の予算額は右表の
とおりです。

◆企業会計
　企業会計は、商店や会社などの民間企
業と同じように、その事業で得た収入を
もって支出をする独立採算制の会計で、
地方公営企業法により設置しているもの
です。
　本市では、病院事業と水道事業、下水
道事業の３つで、予算額は右表のとおり
です。平成29年度から、簡易水道事業
を水道事業に統合しました。

　平成29年度の当初予算が、第１回市議会定例会で
決まりました。「第２次天草市総合計画」に沿って、
限られた財源の中で重点的・効率的な配分に努め、
予算を編成しています。
　今号では、平成29年度の一般会計予算のほか、特
別会計・企業会計の予算を紹介します（金額と構成比、
増減率は表示単位未満を四捨五入しています）。

国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療
浄化槽市町村整備推進事業
国民健康保険診療施設
歯科診療所
斎 場 事 業

154.2億円
113.1億円
12.1億円
1.2億円
2.0億円
0.6億円
0.9億円

39.9億円
39.9億円
2.9億円
5.1億円
28.7億円
27.0億円
3.3億円
15.8億円
19.5億円
18.5億円
9.0億円
15.7億円

▲1.8％
▲1.8％
29.8％
▲7.6％
78.8％
80.1％
862.3％
106.0％
▲8.0％
▲8.5％
31.4％
12.7％

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

□主な特別会計の予算額

□企業会計の予算額

病院事業

水道事業

下水道事業

※▲＝マイナス

予算額 増減率区　　　分

予算額 増減率区　　　分

0.5％
3.4％
1.9％

▲20.3％
▲9.7％
▲2.3％
▲0.4％

分担金・負担金
5.5億円（1.0％）

使用料・手数料
6.4億円（1.2％）

その他
9.2億円（1.6％）

繰入金
32.9億円
（6.0％）

国庫支出金
67.9億円
（12.3％）

各種交付金
15.3億円
（2.8％）

地方譲与税
4.8億円
（0.9％）

総務費
87.3億円
（15.8％）

　　 　　教育費
　　　49.6億円
   （9.0％）

消防費
32.1億円
（5.8％）

商工費
15.4億円
（2.8％）

議会費
2.7億円
（0.5％）

災害復旧費・
予備費
0.7億円
（0.2％）

□一般会計予算の内訳

市税
72.7億円
（13.2％）

地方交付税
238.0億円（43.2％）

民生費
172.7億円
（31.3％）

　　　 県支出金
  35.7億円
（6.5％）

土木費
31.4億円
（5.7％）

農林水産業費
25.6億円
（4.6％）

市債
63.0億円
（11.4％）

 衛生費
65.2億円
（11.8％） 公債費

68.4億円
（12.4％）

　   自主財源
  126.6億円
（23.0％）

依存財源　424.6億円
　　　　（77.0％）

歳入

歳出

※金額や構成比の合計と内
訳は、表示単位未満を四
捨五入しているため必ず
しも一致しません。

一般会計予算は 　

551.2億円

特別会計・企業会計の予算

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は

５
５
１
・
２
億
円
で
前
年
度
と

比
べ
る
と
約
26
・
３
億
円（
５
・

０
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
役
所
本
庁
舎
建

設
や
本
渡
東
小
学
校
、
有
明
小

学
校
の
建
設
事
業
費
の
増
加
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
な

ど
に
よ
り
一
般
財
源
の
大
幅
な

減
少
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
今

後
の
財
政
運
営
は
い
っ
そ
う
厳

し
さ
を
増
す
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。「
第
２
次
天
草
市
総
合

計
画
」
を
推
進
す
る
重
要
な
施

策
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り

組
み
に
は
、
必
要
な
予
算
を
配

分
し
、
事
業
の
重
点
化
・
効
率

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳 

入

　
歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
、
市
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る「
自
主
財
源
」と
、

地
方
交
付
税
や
国
・
県
の
支
出

金
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
る
市
債
な
ど
の
「
依

存
財
源
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
自
主
財
源

は
、
１
２
６
・
６
億
円
で
、
歳

入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
23
・

０
％（
前
年
度
20
・
２
％
）と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、依
存
財
源
は
４
２
４
・

６
億
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め

る
割
合
は
77
・
０
％
（
同
79
・

８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳 

出

　
歳
出
は
、
使
わ
れ
る
お
金
の

目
的
に
よ
っ
て
、
民
生
費
や
総

務
費
な
ど
12
項
目
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　
今
年
度
の
予
算
で
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
民

生
費（
31
・
３
％
）
で
す
。
民

生
費
と
は
、
お
年
寄
り
や
障
が

い
の
あ
る
人
に
対
す
る
福
祉
の

充
実
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な

ど
に
使
わ
れ
る
費
用
で
す
。

　
こ
れ
に
続
い
て
、
総
務
費
、

公
債
費
、衛
生
費
、教
育
費
、消

防
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

【
一
般
会
計
予
算
の
概
要
】

平成28年度と比べて

約26.3億円
    （5.0％）
増えました。

平成29年度
平成29年度
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本
市
の
数
々
の
産
品
は
、
豊
か

で
良
質
な
農
林
水
産
物
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
生
産
す
る
農

林
水
産
業
に
従
事
す
る
人
が
減
り

続
け
、
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
担
い
手
の
確
保
が

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
就
業
準
備
か

ら
就
業
し
た
後
、
定
着
す
る
ま
で

の
期
間
、
研
修
や
給
付
金
な
ど
の

制
度
を
設
け
て
支
援
す
る
こ
と

で
、
第
1
次
産
業
の
次
の
担
い
手

に
対
し
て
投
資
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
就
業
後
の
定
着
が
見
込

ま
れ
る
親
元
で
の
就
業
に
対
し

て
、
市
独
自
の
給
付
金
制
度
な
ど

を
創
出
し
、
次
世
代
の
担
い
手
確

保
を
図
り
ま
す
。

就業前のサポート

■就業前（研修期間）
●実践的な技術や経営知識を習得するための各種研修を受ける
ことができます。

●研修期間中は給付金を受けられる制度があります。

■就業後（定着期間）
　定着までの一定の期間支援します（農業、林業、漁業とも）。
●45歳未満の就業者…独立や経営を継承する場合の給付金制度
（年間150万円を上限、最長５年間）。
●45歳以上の就業者…上記と同様の給付金制度（年間150万円
を上限、最長３年間）。

〈新たな取り組み〉
○国や県の支援対象とならない親元での就業にも市独自で支援
を行います。

※詳細な内容は農林漁業それぞれで異なりますので各担当課に
お問い合わせください。

【農業】
●生産技術や経営知識を教えてくれる「研
修先」を紹介します。
●研修期間中も年150万円の給付金が最長
２年間受け取れます。
※今年度からは、親元（３親等以内の親族）
で就農する場合にも一定要件（１年後の経
営継承と規模拡大など）をクリアすれば、
120万円を１年間受けられます。

【漁業】
●長期研修では、実践的な漁業技術の習得
や水産知識を学ぶ座学、船舶免許などの
資格取得のための支援が受けられます。
●研修期間中も年150万円の給付金が最長
２年間受けられます。

【林業】
●林業について知りたい人は、林業体験研
修を受けることができます。
●就業を希望される人（43歳未満）は、県が
実施する研修を受けながら、給付金が受
けられます。

【問い合わせ先】農業：農業振興課☎326792／漁業：水産振興課☎326791／林業：農林整備課☎326793

就業後のサポート

その他にも…

【農業・漁業・林業】
　研修を受けて、さあ独立してやっていく
ぞ！！と思っていても、天気や病害虫など自
然を相手に安定的に収入をあげるまでには、
不安はつきものです。就業を定着させるた
めに、年間150万円を上限に就業後最長５
年間の給付金を支給します。

【漁業】
①親元で就業する人には、年間60万円を最
長５年間給付します（45歳未満は最長５
年間、45歳以上は最長２年間）。
②漁業経営しながらの長期研修制度。
③新たな漁法の習得や漁業技術の追加研修
制度もあります。
➡②③研修期間中、給付金や雇用契約など
で生活の安定が図られます。

【農業】
●定年退職して、農業経営を始めたい…
➡５アール程度から始めるハウス栽培や露
地栽培の資材費の補助。
➡JA指導員やプロの農家など「技術のお師
匠」とグループ栽培しながら学ぶ。
●施設を整備したい
➡経費の50％を補助（上限あり）。
　雇用を生み出す施設を整備した場合や親
元就農者が経営継承後、規模拡大や所得向
上のための施設整備を行った場合。

【漁業】
●漁船リース補助（就業５年未満の人）
　動力漁船や水産機器などのリース契約を
漁協と結んだ場合、リース物件の購入価格
の最大２分の１を助成します。

独立後の
経営が不安だ

安心して研修を受けていただき、就業への
基礎知識を身に着けていただきます！

第１次
産業

農業経営を
始めたい

親父の後を継いで漁師になりたい

の
担
い
手
に

 

投
資
し
ま
す
！

【支援の概要】

主要
事業
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□問天草中央保健福祉センター☎㉔0620／天草東保健福祉センター☎663355
　天草西保健福祉センター☎753301

Ｂ型肝炎予防接種助成事業Ｂ型肝炎予防接種助成事業

風しん予防接種費用の助成風しん予防接種費用の助成
生まれてくる赤ちゃんのために『風しんワクチン』生まれてくる赤ちゃんのために『風しんワクチン』

助成対象　市に住所がある平成24年４月２日～
同28年３月31日生まれの子どもで、接種日
において５歳未満の子ども。

助成回数・間隔　３回（ただし、すでに任意接
種で接種している場合は残りの回数）。

　２回目：１回目の接種から27日以上あける。
　３回目：１回目の接種から139日以上あける。
助成期間　平成32年３月31日㊋まで。
助成額　１回上限5,000円。

予診票の配布 　４月１日から下記の
保健福祉センターでお渡ししていま
す。必ず母子健康手帳を持参してく
ださい。指定
医療機関は、
市のホームペ
ージに掲載し
ますのでご確
認ください。

助成対象　市に住所があり、妊娠を
予定・希望する女性で次のいずれ
かに該当する人。
①県が実施する抗体検査で予防接
種が必要と判断された人。

②過去の風しん抗体検査でHI抗体
価が16倍以下の人。

※妊婦は風しん予防接種は受けられ
ません。

※接種後２カ月は避妊が必要です。
助成額　１万円以内（ただし予防接
種料金が１万円未満の場合は、受
けた予防接種料金額）。

助成回数　１回。

　妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれてくる赤ちゃんが「先天性風しん症候群」
という病気にかかることがあります。耳が聞こえにくい、目が見えにくい、心臓に病気が
ある、発達がゆっくりしているなど、赤ちゃんが生まれつきの病気にならないよう風しん
の予防接種を受けることをおすすめします。

　Ｂ型肝炎ウィルスに感染すると将来、肝硬変や肝がんを引き起こす可能性が高くなりま
す。感染のキャリアになる可能性が高い５歳未満を対象に、Ｂ型肝炎ワクチンの予防接種料
金を助成します。疾病の発症を防ぐため、予防接種を受けることをおすすめします。

接種場所　市が指定する医療機関。
助成期間　平成30年３月５日㊊まで。
接種の流れ
1事前に市の各保健福祉センターで、風しん抗体
検査結果通知書（または母子健康手帳など抗体
価が分かるもの）と住所がわかるものを持参し、
助成手続きを行ってください。

2予防接種助成券を受け取った後、指定医療機関
に予約の電話をしてください。

3当日、住所がわかるものと記入した予診票を持
参し受け付け→予診と接種→窓口で料金支払い
（市の助成額を差し引いた額）→予防接種済証を
もらってください（予防接種済証は大切に保管
してください）。

□申□問本庁（別館）・建築課

□申□問本庁・市民生活課（旧農政局事務所内）☎327860

民間建築物の耐震診断や改修などに補助民間建築物の耐震診断や改修などに補助
対象物件　昭和56年５月31日以前に着工し
た民間建築物。
対象事業
●２階建て以下の在来軸組構法で建築され
た戸建木造住宅の「①耐震診断」「②耐震
改修設計」「③耐震改修工事」
●県や市が指定した緊急輸送道路を倒壊し
てふさぐ恐れのある建築物の「④緊急輸

送道路沿道建築物耐震診断」
予定戸数　①～③いずれも３戸 ④１戸（す
べて先着順）。
補助額　①②④費用の３分の２を補助（①
１戸当たり８万9,000円を限度 ②１戸当
たり11万8,000円を限度 ④１棟当たり
61万6,000円を限度） ③費用の２分の１
を補助（１戸当たり60万円を限度）。

　次のシステムを市内の住宅に設置する人、または設置してある建売住宅を購入し居住する人。
①【太陽光発電システム】出力１kW当たり５万円で15万円を限度。
②【蓄電システム】容量１kWh当たり２万円で10万円を限度。
※市内の事業者で施工する場合は①20万円、②15万円を限度。
申込方法　平成30年２月28日㊌までに、申請書（市ホームページに掲載）を提出してください。
※受付期間内でも、予算がなくなりしだい終了します。

ユニバーサルデザインに配慮したスロープなどの整備に補助ユニバーサルデザインに配慮したスロープなどの整備に補助

太陽光発電システムなどの設置に補助太陽光発電システムなどの設置に補助

対象物件　不特定かつ多数の人が利用する、面積が2,000㎡未満の施設。
対象事業　多機能トイレや誘導ブロック、スロープ、自動ドアなどの整備。
補 助 額　整備費用の３分の２以内。〔上限額〕●通路上のすべてを整備する場合…200万円。
　　　　　●通路上の１つ以上を整備する場合…50万円。

建築物を建築するときは「建築確認申請」を！
　私たちの生命・健康・財産を守るため、建築物を建
てるときに必ず守らなければならないルールが『建築
基準法』です。同法に基づき、都市計画区域（本渡・牛深）
と確認区域（五和町二江の一部）内で建築物を建築す
るときは、工事に入る前に“建築確認申請”、完成後
の“完了検査申請”の手続きが必要です（※１）。必ず
手続きを行うようにしてください。
　なお、建築基準法に適合していない建築物は使用制
限や是正指導を行うほか、建築主と工事施工者に罰則
が科せられる場合があります。
※１…これらの区域以外でも、建築物の規模・構造・用途
などによって建築確認申請が必要になる場合がありま
す。詳細はお尋ねください。 「カーポート」「プレハブ」も建築物に該当します。

　建築基準法には、建築物の地震時や台
風、火災時の安全性、環境衛生に関する
基準などが定められています。



市政だより 天草   No.26529 2017 . 5 28

下田を

盛り上げ
ます！

　福岡で出会い、当時は珍しい恋愛結婚
でした。お互い言いたいことを言ってき
ましたが、自営業でいつも一緒なので、
すぐ仲直りできました。商売で苦労した
けど、二人で乗り切ってきたことが私た
ちの誇りです。今でも最高に幸せです。

上原 行夫さん（86歳）・英子さん（86歳）

昭和31年結婚（61年目）
新和町小宮地

おしどり夫婦

若っ喝采

６月で満１歳になるお子さんを募集！
●応募期限=５月10日㊌まで（必着）。
応募方法＝鮮明に写っている写真、お子さんの
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、連絡先、
コメント（15字）、保護者名（父・母）を明記のう
え、郵送または電子メールで提出してください。
掲載は８人まで（応募多数の場合は抽選）とし、
写真は返却しません。

ハッピーバースデー
今月で１歳になります

ゆ き お えいこ

［郵送・持参先］〒863-8631 市内東浜町8-1
　　　　　　　　　　 天草市役所・秘書課
［メールアドレス］hishoka@city.amakusa.lg.jp

有明幼児園（五和町） 亀場幼稚園（亀場
町）

げんき・なかよし
・

よいこたち
憧れのひまわり組になりました。ちょっぴり緊張しています。

みんなの広場

豊かな体験に学ぶ浦和小学校

園児フォトスナップ

　牛深中学校には13面の琴があり、琴の学
習に取り組んでいます。１・２年生の音楽の
授業は、地域から講師を招いて指導を受けな
がら、実際に演奏します。生徒たちも「最初
は弾き方が分からなかったけど、できるよう
になってうれしい」と話しています。
　３年生は、地域の伝統芸能である｢牛深ハ
イヤ踊り｣を、牛深ハイヤ保存会の皆さんか
ら指導を受けて学校行事や地域の病院などで
披露しています。他にも、お年寄りの皆さん
とのグラウンドゴ
ルフや老人福祉施
設の人を招いて歌
や遊びの交流を
行っています。

地域に根ざした牛深中学校

　４月13日、５・６年生の児童25人が田植
え体験をしました。この活動は農業や勤労に
ついての理解を深め、豊かな情操を育むため
に、長年取り組んでいるものです。地域の農
家から約５アールを借りて、稲刈りや餅つき
も行います。
　子どもたちは地域の皆さんから苗の植え方
を教わり、泥んこになりながら目を輝かせて
田植えを楽しんでいました。
　12月には収穫した米で餅をつき、お世話
になった皆さんにも配付する予定です。「最
初は上手く植えられなかったけど、だんだん
慣れてきて楽しかったです。」という声も聞
かれ、農業のすばらしさを感じる貴重な体験
となりました。

か ず う み

濵田一海 さん
（天草町下田北・27歳）

　昨年帰郷し、両親と一
緒に小型定置網漁をやっ
ています。たくさん経験
を積んで、将来は経営規
模を拡大したいと考えて
います。趣味の釣りも楽
しみながら、地域活動に
も積極的に参加して、地
域を盛り上げていきたい
です。

これから
も頼り

にしてま
す

苦労をかけた分、幸せにします

秋山 莉央 ちゃん

父・貴紀さん  母・紫織さん
本渡町本戸馬場

り　お

じぃじ、ばぁば、
いつもありがとう

坂口 凜和 ちゃん

父・秀憲さん  母・真由美さん
八幡町

ひより

いつもニコニコ
おしゃべり大好き！

濵田 颯心 くん

父・慶吾さん  母・明香鯉さん
亀場町亀川

そ　う

悠兄ちゃん、
いっぱい遊んでね！

井上 友華 ちゃん

父・雅之さん  母・美穂さん
城下町

ともか

友雅兄ちゃん、
大大大～好き♡

夏 碧海 ちゃん

父・祥吾さん  母・佳代子さん
亀場町食場

まりん

じぃじ、ばぁば、
大好きだよ♡

宮本 迪佳 ちゃん

父・吉延さん  母・瞳さん
本渡町本戸馬場

みちか

じぃじ、ばぁば、
英君、大好き！

高濱 龍心 くん

父・祐治さん  母・江美さん
亀場町亀川

りゅうしん

食いしん坊
バンザーイ！

松原 彩葉 ちゃん

父・洋平さん  母・宏枝さん
諏訪町

いろは

伊織姉ちゃん♡
大～好き♡♡
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人と人をつなぐ
マラソン大会に！

　
倉
岳
町
宮
田
地
区
振
興
会
の
体

育
部
会
を
中
心
と
し
た
72
人
の
実

行
委
員
で
大
会
を
運
営
す
る
。
２

人
一
組
で
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
走
る

こ
の
大
会
は
、
実
行
委
員
長
の
堀

川
さ
ん
が
30
数
年
前
に
参
加
し
た

あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ヒ
ン
ト
を

得
た
と
い
う
。

　
当
初
は
地
区
の
人
だ
け
が
参
加

す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
だ
っ
た
が
、

今
で
は
天
草
全
域
や
県
内
外
か
ら

の
参
加
者
も
増
え
、
口
コ
ミ
で
参

加
者
数
を
延
ば
し
て
き
た
。
だ
ご

汁
の
サ
ー
ビ
ス
や
抽
選
会
も
人
気

で
、
賞
品
は
地
元
の
有
志
や
市
内

の
企
業
な
ど
か
ら
協
賛
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
堀
川
会
長
は
、「
無
理
を
せ
ず
、

少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
や
っ
て
き

た
」
と
振
り
返
る
。
若
い
人
に
大

会
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
世
代
間

交
流
も
進
み
、
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
地
区
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
者
や

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
か
か
わ
る
本
大

会
。「
若
い
人
の
意
見
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
」
と
実
行
委
員
会
は
、
次
回

に
向
け
動
き
出
し
て
い
る
。

　　　五和小学校グラウンドまたは五和グ
ラウンドで日曜日の午前９時～正午まで。

　メンバー不足でしばらく休止していま
したが、平成28年度から活動を再開しま
した。小学１年生から６年生まで18人の
メンバーで和気あいあいと楽しく練習し
ています。
練習

問 監督：川下 早人さん　☎320367

　　　●火・金曜日は、佐伊津地区コミュ
ニティセンターで午後７時～●水曜日は、
市武道館で午後６時～●土曜日は、市武
道館で午後５時～（いずれも２時間程度）。

　会員は幼児から大人まで60人、うち小
学生は45人で活動中。毎年全国大会に選
手を送り出しています。

練習

問 指導者：濱洲 英星さん　☎㉓6801

ー 

小
学
生
社
会
体
育
ク
ラ
ブ
紹
介 

ー

宮田ペアーマラソン大会
実行委員会

公式戦で１つでも多く勝
てるようにがんばります。

えいせい

はやと

練習は楽しいで
す。全国大会に
出られるように
がんばります。

空手道

軟式野球 五和ドルフィンズ

松武会躰心塾

あまくさン

しょうぶかいたいしんじゅく

クローズ

アップ

ハイヤで
創作ハイヤ踊りコンテスト
ハイヤで
創作ハイヤ踊りコンテスト

さるいてさるいて

□問本庁（別館）・都市計画課

□申□問（一社）市芸術文化協会事務局
　　　　　　　　　　　　☎㉒8797 □申□問本庁（別館）・都市計画課

《内　容》
▶５月27日㊏ 10：30～
　開会式典、ミニ電車「天工くまモン号」
の無料乗車体験、和太鼓演奏、夜のコン
サート、菖蒲園ライトアップ
▶５月28日㊐ 10：30～
　ミニ電車「天工くまモン号」の無料乗車
体験、ダンスでしょうぶ
▶６月３日㊏ 11：00～
　創作ハイヤ踊りコンテスト、菖蒲園ライ
トアップ、夜のコンサート
▶６月４日㊐ 11：00～
　げた飛ばしでしょうぶ、鉢物セリ市

※左記のすべての日程で、ハイヤ踊り、花菖
蒲苗の抽選配布が行われます。

▶５月27日㊏～６月４日㊐
　お茶会（有料・雨天中止）、かかし展示、天
草の特産品販売など

無料シャトルバスのご案内
●５月27日㊏、28日㊐、６月３日㊏、
４日㊐の午前９時20分～午後５時（西
の久保公園～大矢崎緑地公園）

「 　　　　　　　　  」
西の久保公園

天草
開
催＆食と物産大バザール

と　き　６月３日㊏ 午後７時～。
ところ　西の久保公園（やまびこ館
前特設ステージ）。
内　容　創作ハイヤ（衣装・振り付
け・ステージ〔幅９m×奥５m〕
の構成は自由〔大人数の場合はス
テージ下も使用可能〕）。音源（曲
の３番まで）は各自準備。
表　彰　優勝３万円。
申込方法　５月26日㊎までに、応募
用紙（市ホームページに掲載）を
持参またはＦＡＸ㉒8797、電子
メールで提出してください。
□Ｍ shun_ezk@yahoo.co.jp

対　象　小学生以上。
と　き　６月３日㊏ 午前９時～。
内　容　大矢崎緑地公園から西の久保公園までの
5.7㎞（受け付け後、順次スタート）。
参加費　高校生以上1,000円、小・中学生500円。
　※参加賞…同祭り会場で使えるバザー券（500
円分）、花菖蒲苗１株。
申込方法　５月26日㊎（必着）までに、申込書（市
ホームページに掲載）を持参・郵送・ＦＡＸ
㉔4266で申し込み、参加費を指定口座に振り
込んでください。
※現金の受け付けは行いません。
振込先口座　「天草信用金庫本店 普通 1179121
　天草花しょうぶ祭り実行委員会」
※振込手数料が別途必要です。

と　き　５月27日㊏～６月４日㊐ 午前９時～午後７時
　　　　 （５月27日㊏、６月３日㊏は午後９時まで）
ところ　西の久保公園〔花しょうぶ園〕（本渡町本戸馬場）

参加者
募集

参加者
募集

しょうぶ! しょうぶ!
ウォークラリー

参加
無料
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軽自動車・自動車税の納期は５月31日㊌です
　軽自動車税は５月10日ごろ、自動車税は５月初めごろに納
税通知書を送付します。
納付場所　金融機関、コンビニエンスストア。軽自動車税は
市役所本庁・各支所、自動車税は県天草広域本部。
□問軽自動車税…本庁・課税課（旧天草地域ダム建設事務所内）
　☎326050 ／自動車税…県天草広域本部税務課☎㉒4370

　
18
歳
（
18
歳
到
達
年
度
の
末

日
）
ま
で
の
児
童
、
ま
た
は
20

歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
受
給

資
格
者
（
父
・
母
・
養
育
者
）

に
支
給
す
る
、
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

□問
本
庁
・
子
育
て
支
援
課
（
天

草
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）☎
㉗
５
４
０
０

　
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
を

予
防
す
る
た
め
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
世

界
禁
煙
デ
ー
を
定
め
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
の
副
流
煙
に
も
ヒ

素
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
の
有
害

物
質
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は「
24
時
間
禁
煙
」に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□問
天
草
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
㉔
０
６
２
０

　
お
い
し
く
、
体
に
や
さ
し
い

食
事
の
普
及
と
食
生
活
の
改
善

に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ

る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
〜
平
成
30
年
２
月

ま
で
の
毎
月
第
３
月
曜
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
。

と
こ
ろ　

天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
。

定
員　

24
人
。

内
容　

健
康
講
話
を
交
え
た
調

理
実
習
。

受
講
料　

毎
月
１
０
０
円
（
調

理
実
習
材
料
代
）。

申
込
方
法　

開
催
日
前
週
の
木

曜
日
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

□問
天
草
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
㉔
０
６
２
０

　
身
体
･
精
神
･
知
的
障
が
い

者
で
、
要
件
に
該
当
す
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
（
18

歳
未
満
の
同
障
が
い
者
と
生
計

を
共
に
し
て
い
る
人
が
所
有
す

る
場
合
も
含
む
）
や
、
障
が
い

者
の
た
め
に
特
別
の
仕
様
が
施

さ
れ
た
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
が
で
き
ま
す
。

要
件

●
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
を
持
つ
人
で
、
障

が
い
名
と
等
級
が
減
免
の
対
象

と
な
る
人
。

●
療
育
手
帳
を
持
つ
人
で
、
障

が
い
の
程
度
が
「
Ａ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
人
。

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
持
つ
人
で
障
害
等
級
が
１
級

で
あ
る
人
。

※
普
通
自
動
車
な
ど
も
含
め
障

が
い
者
１
人
１
台
の
み
。

申
請
方
法　

５
月
24
日
㊌
ま
で

に
、
障
が
い
の
種
類
や
程
度
を

証
明
す
る
も
の
（
障
害
者
手
帳

な
ど
）、
印
か
ん
、
運
転
す
る

人
の
運
転
免
許
証
な
ど
を
持
参

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
□問
本
庁
・
課
税
課
（
旧
天
草

地
域
ダ
ム
建
設
事
務
所
内
）

☎
32
６
０
５
０
／
各
支
所

　
農
業
法
人
や
食
品
加
工
事
業

者
等
が
、
地
元
の
農
林
水
産
物

な
ど
を
利
用
し
、新
た
に
加
工
・

流
通
・
販
売
等
を
行
う
た
め
の

施
設
整
備
や
新
規
の
商
品
開

発
、
販
路
開
拓
の
経
費
に
補
助

を
行
い
ま
す
。

補
助
率　

対
象
経
費（
税
抜
き
）

の
２
分
の
１
以
内
。

補
助
額

●
施
設
整
備
…
５
０
０
万
円
。

●
新
商
品
開
発
…
１
０
０
万
円

（
い
ず
れ
も
上
限
）。

□問
本
庁（
別
館
）・
産
業
政
策
課

対
象　

市
内
在
住
の
子
ど
も

（
18
歳
未
満
）
と
そ
の
保
護
者
。

と
き　

５
月
か
ら
平
成
30
年
３

月（
月
１
回
）。※
実
施
日
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

県
天
草
広
域
本
部

（
今
釜
新
町
）
ま
た
は
天
草

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

相
談
内
容

●
養
育
困
難
●
虐
待
や
し
つ
け

●
身
体
・
知
的
な
面
で
の
発
達

●
非
行
な
ど
の
問
題
行
動

●
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
な
ど

申
込
方
法　

申
込
書
を
県
中
央

児
童
相
談
所
へ
郵
送
ま
た
は
、

本
庁
・
子
育
て
支
援
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
課
内
に
「
子
ど
も
総
合
相

談
室
」、
牛
深
支
所
・
市
民
生

活
課
内
に「
家
庭
児
童
相
談
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□郵
□申
□問
〒
８
６
１

－

８
０
３
９

熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
３

 

－ 
３　

県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
６（
３
８
１
）４
４
５
１

□申
□問
本
庁
・
子
育
て
支
援
課（
天

草
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）☎
㉗
５
４
０
０

　
御
所
浦
町
か
ら
、
高
等
学
校

等
へ
の
通
学
費
や
、
御
所
浦
中

学
校
卒
業
後
、
高
等
学
校
な
ど

に
在
学
す
る
生
徒
の
住
居
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
方
法　

８
月
31
日
㊍
ま
で

に
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
□問
市
教
育
委
員
会
・
教
育
総

務
課
（
五
和
農
業
情
報
セ
ン
タ

ー
内
）☎
32
９
０
０
１

くらし

情　報

子
ど
も
相
談
事
業
を
実
施

天
草
市
高
校
生

　
　
　
修
学
支
援
補
助
金

６
次
産
業
化
に

　
　

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

□申…申し込み先　□郵…郵送先　□Ｍ…メールアドレス　□Ｈ…ホームページ　※申請書などは□申に備え付け。

の

５
月
31
日
㊌

　
　
　
　
世
界
禁
煙
デ
ー

健
康
料
理
教
室
の

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

健 

康
・
医
療

障
が
い
者
な
ど
の

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す

行 

政
子 

育
て

一部支給の場合全部支給の場合対象児童

42,280円
  ～ 9,980円

9,980円
  ～ 5,000円

5,980円
  ～ 3,000円

42,290円

9,990円

5,990円

１人目

２人目

３人目以降
　４月中旬に、支給対象者の世帯へ申請書を郵送しています。
　記入例を同封していますので、申請書に必要事項を記入・押印
し、必要書類を添えて、同封の返信用封筒で送付または本庁・各
支所に提出してください（土・日曜日、祝日を除く）。
※申請書が届かない人で対象と思われる人は、担当窓口までお問
い合わせください。

「臨時福祉給付金」

□問本庁・健康福祉政策課／各支所

●平成28年１月２日以降に天草市に転入した人は、転入前の各市区町村へ申請してくださ
い。なお、申請期間などは各市区町村により異なりますので、事前に各市区町村へお尋
ねください。
●「臨時福祉給付金」を装った「振り込め詐欺」や「個人情報をだまし取る詐欺」にご注意
ください。
●自宅や職場等に、市役所や厚生労働省の職員などをかたった不審な電話がありましたら、
本庁・健康福祉政策課またはお近くの警察署にご連絡ください。

支給対象　平成28年１月１日現在で本市に住民票があり、平成28年度分の市・県民税（均
　　　　等割）が課税されていない人。ただし、市・県民税（均等割）が課税されてい
　　　　る人の扶養親族や、生活保護受給者などは対象外です。

申請期限  ８月31日㊍（当日消印有効）

注意事項

申請書の提出はお早めにお願いします

添付書類
の

確認じゃ！

給付金イメージキャラクター
　「カクニンジャ」　

児
童
扶
養
手
当
の
額
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た
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雇
用
期
間　

７
月
１
日
㊏
〜

８
月
31
日
㊍
。

勤
務
時
間　

週
38
時
間
45
分

以
内
（
休
日
を
含
む
交
代
制
）。

監
視
時
間

①
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
。

②
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
。

賃
金　

日
額
５
、７
０
０
円
。

試
験
内
容　

面
接
。

試
験
日
程　

①
６
月
１
日
㊍

午
前
９
時
〜
、
天
草
市
民
セ
ン

タ
ー
会
議
室
②
申
込
者
に
後

日
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
22
日
㊊
（
必

着
）
ま
で
に
、
履
歴
書
を
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□郵
□申
□問

①
〒
８
６
３ 

－ 

０
０
３
３
市
内

東
町
３　

天
草
市
役
所
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
32
６
７
８
３

②
〒
８
６
３ 

－ 

０
１
０
１
市
内

新
和
町
小
宮
地
６
６
９ 

－ 

１　

天
草
市
役
所
・
新
和
支
所

　
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を

保
つ
た
め
、
道
路
清
掃
を
行
い

ま
せ
ん
か
。　

対
象　

区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
会

な
ど
で
、
市
道
の
除
草
（
５
０

０
ｍ
以
上
）
ま
た
は
側
溝
の
清

掃（
お
お
む
ね
１
５
０
ｍ
以
上
）

を
年
２
回
以
上
行
う
団
体
。

報
奨
金　

年
額
２
万
円
。

申
込
方
法　

９
月
29
日
㊎
ま
で

に
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。※

１
回
目
の
活
動
前
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□申
□問
本
庁
（
別
館
）
土
木
課
／

各
支
所

　
市
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
３
０
４
人
の

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」、「
主

任
児
童
委
員
」
が
地
域
福
祉
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　
高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
人

の
福
祉
や
子
育
て
な
ど
の
相

談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
】

　
児
童
福
祉
機
関
と
連
携
し
、

児
童
委
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　
両
委
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
心
配
ご
と
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
各
地
区
の
委
員

は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□申
□問
本
庁
・
健
康
福
祉
政
策
課
、

各
支
所
／
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
☎
32
２
５
５
２
、
各
支
所

　
農
地
法
に
基
づ
き
、「
利
用

状
況
調
査
」
を
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
実
施
し
ま
す
。

　
同
推
進
委
員
は
緑
の
帽
子
を

着
用
し
推
進
委
員
証
を
所
持
し

て
い
ま
す
。
農
地
に
立
ち
入
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

５
月
〜
７
月
。

□問
本
庁（
別
館
）・
農
業
委
員
会

事
務
局

対
象　

各
地
区
自
治
組
織
･
Ｐ

Ｔ
Ａ
･
子
ど
も
会
・
老
人
ク
ラ

ブ
･
婦
人
会
･
青
年
団
な
ど

（
N
P
O
法
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）
が
、
市
の
資
源
物
回

収
と
別
の
日
程
ま
た
は
別
の
場

所
で
行
っ
て
い
る
回
収
活
動
。

報
奨
金
の
種
類

①
回
収
量
を
も
と
に
算
定
…
品

目
の
回
収
量
に
左
表
の
報
奨
金

単
価
を
乗
じ
た
額
（
10
円
未
満

の
端
数
は
切
り
捨
て
）を
交
付
。

②
実
施
回
数
で
算
定
…
実
施
回

数
か
ら
１
回
を
引
い
た
回
数
に

２
千
円
を
乗
じ
た
額
（
上
限
１

万
円
）
を
交
付
。

申
請
期
限　
４
〜
５
月
末
に
回

収
活
動
を
行
う
団
体
は
、
５
月

31
日
㊌
ま
で
。
６
月
１
日
㊍
以

降
に
回
収
活
動
を
始
め
る
団
体

は
、
活
動
の
前
日
ま
で
。

□問
本
庁
・
環
境
施
設
課（
旧
農
政

局
事
務
所
内
）☎
32
７
８
６
１

対
象　

バ
イ
オ
式
・
乾
燥
式
の

生
ご
み
処
理
機
・
処
理
容
器（
市

内
で
購
入
し
た
も
の
）。

助
成
額　

３
万
円
を
限
度
。
購

入
価
格
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）。

※
予
算
が
な
く
な
り
し
だ
い
終

了
し
ま
す
。

申
込
方
法　

購
入
後
30
日
以
内

に
領
収
書（
写
し
可
）、印
か
ん
、

助
成
金
を
振
り
込
む
通
帳
を
持

参
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□問
本
庁
・
環
境
施
設
課（
旧
農
政

局
事
務
所
内
）☎
32
７
８
６
１

募
集
戸
数　

４
戸
。

所
在
地　

御
所
浦
町
横
浦
82

－

５
（
御
所
浦
北
保
育
所
横
）。

構
造　

耐
火
構
造
２
階
建
（
１

棟
４
戸
）。

建
設
年
度　

平
成
20
年
度
。

申
込
方
法　

５
月
15
日
㊊
ま
で

に
、
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
入
居
者
ま
た
は
入
居
補

欠
者
の
順
番
を
決
定
し
ま
す
。

□申
□問
御
所
浦
支
所

公
売
物
件

①
旧
御
所
浦
教
職
員
住
宅
６
号

の
土
地
・
建
物
（
御
所
浦
町
御

所
浦
字
前
島
２
８
９
４
番
７
）

〔
土
地
〕
雑
種
地
１
４
２
㎡
〔
建

物
〕
木
造
瓦
葺
平
屋
建
61
㎡
。

都
市
計
画
区
域
外
。

②〔
土
地
〕
雑
種
地
４
２
７
㎡

（
牛
深
町
字
六
田
１
０
９
０
番

４
）。
都
市
計
画
区
域
内
。

最
低
売
却
価
格　

①
14
万
５
、

０
０
０
円
②
３
８
０
万
円
。

募
集
要
項
の
配
布
・
申
込
受
付

場
所　

本
庁
･
管
財
課
。①
は

御
所
浦
支
所
、②
は
牛
深
支
所

で
も
配
布
・
受
け
付
け
。

申
込
期
限　

い
ず
れ
も
５
月
31

日
㊌
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
ま
で
に
、
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
日
程

①
６
月
22
日
㊍
午
前
11
時
か
ら

御
所
浦
支
所
・
会
議
室
。〔
現

地
説
明
会
〕同
日
午
前
10
時
〜
。

②
６
月
26
日
㊊
午
前
11
時
か
ら

牛
深
支
所
・
会
議
室
。〔
現
地

説
明
会
〕同
日
午
前
10
時
〜
。

□申
□問
本
庁
・
管
財
課

勤
務
場
所
・
募
集
人
員

①
錦
島
プ
ー
ル
…
10
人
程
度
。

②
新
和
B
＆
G
プ
ー
ル
…
５

人
程
度
。

応
募
資
格　

18
歳
以
上
（
高
校

生
不
可
）　
で
、
事
前
に
普
通

救
命
講
習
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
。

市
営
須
ノ
崎
一
般
住
宅

（
旧
教
職
員
住
宅
）の
入
居
者
募
集

市
内
プ
ー
ル
監
視
人
を

　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

資
源
物
回
収
活
動
に

　

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の

　
　
　

購
入
に
一
部
助
成

□申…申し込み先　□郵…郵送先　□Ｍ…メールアドレス　□Ｈ…ホームページ　※申請書などは□申に備え付け。

５
月
12
日
㊎
は「
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
日
」で
す

市
有
財
産
を
公
売
し
ま
す

　
　
　 

（
一
般
競
争
入
札
）

□品目別報奨金単価

古紙類

古布類

空き缶類

空きビン類

ほかの資源物

２円／ kg
２円／ kg
１円／ kg
１円／本
１円／ kg

品　目 単　価

燃やせるごみ

資　源　物

燃やせないごみ

燃やせるごみ

資　源　物

資　源　物

燃やせないごみ

燃やせないごみ

燃やせるごみ

□問本庁・環境施設課（旧農政局事務所内）☎327861
※その他の地区は、「家庭ごみ・資源物出し方カレンダー」をご確認ください。

燃やせないごみ

対　象　地　区 変更前 変更後

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

月・木曜日に収集予定の地区

火・金曜日に収集予定の地区

水・土曜日に収集予定の地区

土手、佐伊津町（上在郷、下在郷、寺の尾、金ヶ
丘、松原、堀の内、元、町、浜洲、ほんどの森）
港町、亀場町（新田）、楠浦町（新田西、
新田中、新田東、舟津１、舟津２・３、舟津
４・５、舟津６、今村、釜、錦島、大友尻）
小松原、志柿町（志柿東、宇土、
村下、志柿中央、志柿西）
 
東浜、西浜、浜津、馬場、浜崎、亀場町（通山、
宇土、春登、後堀、開場、友尻）、枦宇土町
船之尾、東町、上川原、川原新町、上
町、土手、大門口、亀場町（上、恵比曽）
上南、下川原、亀場町(下潟、寺
中、下浜田、上浜田)
 
月・木曜日に収集予定の地区

火・金曜日に収集予定の地区

岡東、岡一、岡二、岡三、岡四、
船津、真浦、加世浦、宮崎

中の浦、大の浦、山の浦、内の原、
浅海、下平、船津、東多々良、中浦
亀浦
 
東地区（楠甫、大浦、須子、赤
崎、下津江）
西地区（上津浦、下津浦、小島
子、大島子）

楠甫、下津浦

A地区（大多尾、宮南、宮地浦、
切越、諏訪）
B地区（馬場下、渡ノ浦、平、棒の鶴、馬
場上、切越の一部〔団地前〕、宮地浦の
一部〔浦元宅前〕、中田、碇石、大宮地）

大多尾、宮南、宮地浦、切越、諏訪

大多尾、宮南、宮地浦、切越、諏訪

東地区（御領、鬼池）

西地区（二江、手野、城河原）

西地区（二江、手野、城河原）

燃やせるごみ

燃やせるごみ

資　源　物
対　象　地　区 変更前 変更後

有　
　

明

牛　

深

牛　
　

深

新　
　
　
　

和

五　
　

和

５月３日㊌

５月５日㊎

５月４日㊍

５月５日㊎

５月３日㊌

５月４日㊍

５月５日㊎

５月３日㊌

５月４日㊍

５月４日㊍

５月５日㊎

５月３日㊌

５月４日㊍

５月５日㊎

５月３日㊌

５月３日㊌

５月４日㊍

５月５日㊎

５月３日㊌

５月４日㊍

５月５日㊎

５月４日㊍

５月５日㊎

５月３日㊌

５月２日㊋

５月９日㊋

収集なし
（次は８日㊊）
収集なし
（次は９日㊋）

５月９日㊋

収集なし
（次は８日㊊）

収集なし
（次は９日㊋）

５月10日㊌

５月９日㊋

収集なし
（次は８日㊊）
収集なし
（次は９日㊋）

５月２日㊋

収集なし
（次は８日㊊）
収集なし
（次は９日㊋）
収集なし
（次は６日㊏）

５月10日㊌

５月11日㊍

５月12日㊎

５月30日㊋
（次は17日㊌）

５月６日㊏

５月13日㊏

収集なし
（次は８日㊊）
収集なし
（次は９日㊋）

５月９日㊋

ごみ収集日を変更します

市
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
募
集
し
ま
す

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す
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更
新
手
続
き
で
引
き
続
き
飼
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

□問
本
庁（
別
館
）・
農
林
整
備
課

／
県
天
草
広
域
本
部
林
務
課
☎

㉒
４
３
５
９

　
平
成
28
年
度
中
に
「
伝
統
工

芸
製
作
体
験
講
座
」
に
参
加
し

た
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
製
作
し

た
手
ま
り
、
押
し
絵
、
土
人
形
、

バ
ラ
モ
ン
凧
、
陶
器
、
竹
細
工

な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

５
月
20
日
㊏
〜
６
月
４

日
㊐
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。※
入
場
無
料
。

と
こ
ろ　

天
草
文
化
交
流
館
。

□問
天
草
文
化
交
流
館
☎
㉗
５
６

６
５※

月
曜
日
休
館

と
き　

５
月
17
日
㊌
・
６
月
21

日
㊌
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
同
４
時
。

と
こ
ろ　

天
草
保
健
所
。

定
員　

６
人
（
先
着
順
）。

※

相
談
無
料
・
要
予
約
。

□問
天
草
保
健
所
☎
㉓
０
１
７
２

1【
竹
細
工
で
壁
掛
け
製
作
】

と
き　

５
月
12
日
㊎
午
前
９
時

〜
正
午
。

定
員　

13
人
（
先
着
順
）。

参
加
料　

１
、０
０
０
円
。

講
師　

窪
地
成
俊
氏
（
県
伝
統

的
工
芸
品
指

定
者
）。

2【
陶
芸（
手
び
ね
り
）教
室
】

と
き　

６
月
〜
平
成
30
年
３
月

の
①
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
。

②
毎
月
第
２・４
土
曜
日
。い

ず
れ
も
午
前
９
時
〜
同
11
時
。

定
員　

①
②
各
10
人（
先
着
順
・

初
め
て
の
人
対
象
）。

参
加
料　

月
額
２
、０
０
０
円
。

と
こ
ろ　

1
2
い
ず
れ
も
天
草

文
化
交
流
館
。

申
込
方
法　

1
５
月
10
日
㊌
、

2
同
31
日
㊌
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉗
５
６
６
５
（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
）

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□申
□問
天
草
文
化
交
流
館
☎
㉗
５

６
６
５※

月
曜
日
休
館

　
集
落
ご
と
に
祀
ら
れ
た
恵
比

寿
様
に
参
拝
し
な
が
ら
、
狭
い

路
地
の
「
せ
ど
や
」
や
、
島
の

宝
1
0
0
景
に
選
ば
れ
た
通
詞

島
な
ど
を
歩
き
ま
す
（
少
雨
決

行
）。

と
き　

６
月
４
日
㊐
午
前
10
時

〜（
同
９
時
か
ら
受
け
付
け
）。

と
こ
ろ　

五
和
漁
村
セ
ン
タ
ー
。

参
加
料　

高
校
生
以
上
１
、５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
８
０
０

円
（
当
日
徴
収
・
漁
船
乗
船
や

ア
ワ
ビ
の
炭
火
焼
き
代
含
む
）。

定
員　

２
０
０
人（
先
着
順
）。

持
参
品　

飲
み
物
、
使
い
捨
て

で
は
な
い
箸
、
お
わ
ん
、
雨
具
。

申
込
方
法　

５
月
26
日
㊎
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
33
０
２

４
５
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
）
で
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

□問
二
江
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
事

務
局
☎
33
０
２
０
４

対
象　

女
性
（
Ｄ
Ⅴ
な
ど
人
権

に
関
す
る
相
談
は
男
性
も
可
）。

１
人
１
回
の
み
。

と
き　

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午

前
10
時
〜
正
午
。

と
こ
ろ　

市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ぽ
ぽ
ら
す
。

内
容　

●
家
庭
・
職
場
・
地
域

で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
財
産
問
題

●
夫
・
妻
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
・

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
・
性
暴
力
な

ど
の
う
ち
、
法
律
に
関
す
る
問

題
を
女
性
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

定
員　

毎
月
３
人
。

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□申
□問
本
庁
・
子
育
て
支
援
課（
天

草
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）☎
㉗
５
４
０
０

　
６
月
１
日
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査

は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
に
、
活
動
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
経

済
産
業
省
が
行
う
も
の
で
す
。

　
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体

の
施
策
の
基
礎
資
料
や
学
校
教

材
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
、

事
業
所
へ
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
本
庁
・
政
策
企
画
課
（
三
貴

ビ
ル
）☎
㉗
５
０
５
２

　
交
通
事
故
な
ど
、第
三
者（
加

害
者
）か
ら
の
被
害
が
原
因
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
同
サ
ー
ビ

ス
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
費
用
は
加
害
者
が
負
担
す

る
の
が
原
則
で
す
。

　
そ
の
場
合
、
被
保
険
者
（
被

害
者
）
が
加
害
者
に
請
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
市
が

保
険
給
付
し
た
範
囲
の
損
害
賠

償
請
求
権
を
代
位
取
得
し
、
加

害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　
市
が
加
害
者
に
請
求
す
る
た

め
に
は
、
事
故
が
原
因
で
同
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
の

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
該
当

す
る
人
は
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

□問
本
庁
・
高
齢
者
支
援
課

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。

巣
立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い

て
も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま

す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
５
月
10
日
㊌
か
ら

の
１
カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化

月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な
ど

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
の

愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕
獲
は
、

許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
飼

養
登
録
が
済
ん
で
い
る
個
体
は

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　  

ご
協
力
を
！

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
や

　
　

指
導
取
締
強
化
月
間

□申…申し込み先　□郵…郵送先　□Ｍ…メールアドレス　□Ｈ…ホームページ　※申請書などは□申に備え付け。

犬
の
無
料
し
つ
け
相
談
会

交
通
事
故
が
原
因
で
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
は

女
性
の
た
め
の

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

相 

談

天
草
文
化
交
流
館
作
品
展

催 

し
物

←

←

犬の登録と狂犬病予防注射を実施

□問本庁・市民生活課（旧農政局事務所内）☎327860／各支所

対象　生後91日以上の犬。
料金　未登録犬の登録料は3,000円。
予防注射は3,100円。

※当日注射に来られない人は、獣医科医院やほかの地
区で接種してください。犬の出生や所在地の変更な
どは届け出をお願いします。

５/11
㊍

５/15
㊊

５/16
㊋

５/22
㊊

５/ ９
㊋

５/10
㊌

５/19
㊎

５/ ９
㊋

河　
　
　

浦

有　
　
　

明

本
渡

新　
　
　
　

和

天 　
　

草

五 　

和

５/12
㊎

５/15
㊊

５/23
㊋

本　
　
　
　
　
　
　

渡

実施日 場　　　所 場　　　所実施日実施時間 実施時間
福連木地区コミュニティセンター
下田北地区コミュニティセンター
下田南地区コミュニティセンター
天草支所（勤労者体育館駐車場）
大江地区コミュニティセンター
軍ヶ浦漁村センター
五和体育館
鬼池地区コミュニティセンター
城河原地区コミュニティセンター
手野地区コミュニティセンター
五和漁村センター
金焼自治公民館
下浦地区コミュニティセンター
志柿町瀬戸地区コミュニティセンター
志柿地区コミュニティセンター
天草市民センター裏駐車場
宮地岳地区コミュニティセンター
枦宇土地区コミュニティセンター
食場自治公民館
亀場地区コミュニティセンター
楠浦地区コミュニティセンター
大矢崎自治公民館
本渡北地区コミュニティセンター
牛の首区自治公民館

９:00～ ９:20
９:40～10:00
10:20～10:40
11:00～11:40
13:20～14:00
14:15～14:30
９:00～10:00
10:30～11:30
８:30～ ９:00
９:30～10:00
10:30～11:30
９:00～ ９:15
９:25～ ９:55
10:10～10:30
10:40～11:00
11:15～11:45
９:00～ ９:25
９:45～10:10
10:20～10:40
10:55～11:15
11:30～11:50
９:00～ ９:20
９:30～10:00
10:10～10:30

下河内自治公民館
寺領自治公民館横駐車場
島子地区コミュニティセンター
下津浦地区コミュニティセンター（迫分館）
上津浦地区コミュニティセンター
赤崎地区コミュニティセンター
須子地区コミュニティセンター
大浦地区コミュニティセンター(旧船津分館)
楠甫地区コミュニティセンター
JA大宮地支所
天附公民館
大多尾地区コミュニティセンター
立集荷所
宮地浦公民館
新和支所
中田地区コミュニティセンター
碇石地区コミュニティセンター
路木区公民館
一町田体育館（旧第一分校体育館）
一町田地区コミュニティセンター
今田地区地域交流施設
富津地区コミュニティセンター
旧新合地区コミュニティセンター
宮野河内地区コミュニティセンター

10:45～11:15
11:30～11:50
９:00～ ９:50
10:00～10:20
10:30～11:00
11:15～11:45
13:15～13:45
14:00～14:20
14:35～15:00
９:00～ ９:15
９:30～ ９:45
10:00～10:20
10:35～10:50
11:05～11:20
11:35～12:00
13:15～13:30
13:45～14:00
９:00～ ９:30
９:50～10:20
10:40～11:40
13:30～14:00
14:30～15:00
９:10～10:00
10:40～11:40

ど
ろ

ま
つ

は
し

だ
こ

く
ぼ  

ち   

し
げ 

と
し

募 

集

30
26
26
24

（福）啓世会
関西牛深会事務局
関東ふるさと新和会事務局
（名）天草酒造

特別養護老人ホーム 葉山苑 天領の杜 新館竣工記念式典
関西牛深会総会
関東ふるさと新和会総会
おみやげ（焼酎３本）※長崎県新上五島町用

３月分市交際費の支出状況

□問本庁・秘書課

支出先支出件名 金額（円）支出日区分

合　計 38,640円 累　計 371,440円

10,000
10,000
10,000
8,640

会費

雑費

慶事

※累計は、平成28年４月からの合計です。

陶
芸（
手
び
ね
り
）・竹
細
工

（
壁
掛
け
）に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

二
江
ぐ
る
っ
と
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
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□申□問御所浦白亜紀資料館☎672325

応募部門　①幼児の部（小学生未満）②小学
生低学年の部③小学生中学年の部④小学
生高学年の部⑤中学生の部⑥一般の部（高
校生以上）⑦ジオパーク絵画の部（天草ジ
オパークに関係したイメージ絵画、風景絵
画。年齢不問）。

応募方法　６月15日㊍までに、作品の裏面
に応募部門と住所、氏名（ふりがな）、年齢、
職業または学校名・学年、電話番号を記
入し、送付または持参してください。
□郵〒866－0313市内御所浦町御所浦4310
－５　御所浦白亜紀資料館
※サイズはＢ４以上Ｂ１以下。
※作品はオリジナルで未発表のものに限り
ます（１人２点以上応募する場合は、そ
の旨を記入してください）。

※応募作品の使用・著作権は市に帰属し、

原則として返却しません（着払い宅配
での返却や受け取りに来る人は、絵画
の裏に赤字で「返却」と「受取方法」
を記入してください）。

表　彰　入賞者（佳作は除く）にはハガ
キで通知し、７月下旬に表彰式を行う
予定です。

※入賞作品は、７
月15日㊏から
９月３日㊐ま
で、御所浦白亜
紀資料館で展示
する予定です。

恐竜絵画コンテスト恐竜絵画コンテスト 作品募集

特設人権相談所を開設特設人権相談所を開設

□特設人権相談所の開設日と場所

□問天草人権擁護委員協議会（熊本地方法務局天草支局内）☎㉒2467

　６月１日㊍～同７日㊌の期間に人権擁護委員が、人権問題や家庭問題、金銭問題などの
相談に応じます。相談は無料で、秘密は固く守られます。

※人権相談は、毎週月・水・金曜日の午前９
時から午後４時まで、熊本地方法務局天草
支局でも行われています。

５月１日現在の各地区の人権擁護委員は
次の皆さんです。　　　　　　（敬称略）期　 日 場　　　　　所

６月 １日㊍

６月 ３日㊏

６月 ５日㊊

６月 ６日㊋

６月 ７日㊌

●本渡地区…原田彰子・有馬誠治・本多祐
子・宮澤欣一・松岡妙子●牛深地区…榎田
和壽・宮下正利・福本正司・中原美智子
●有明町…松﨑喜一・澤村福重郎●御所浦
町…花里安幸・大野己津喜・吉脇シノブ
●倉岳町…德富好子・原田英一●栖本町…
真西淳正・靏濱つづき●新和町…中元隆一・
岡本晃●五和町…田口澄世・鳥羽瀬博文・
岡部ぬい子●天草町…富永澄善・松本泰博
●河浦町…櫻田京子・𠮷田 美

しょうこ

まさ  しかず とし

み　つ　き

じゅんしょう

きん いち

すみ よし

と　ば　せ

つる はま

さくらだ

６月１日㊍は「人権擁護委員の日」

新和町民センター
有明老人福祉センター

一町田地区コミュニティセンター
（河浦町）

御所浦地区コミュニティセンター

牛深総合センター
地域交流センターおおくす（五和町）
栖本福祉会館
浦地区コミュニティセンター（倉岳町）

市男女共同参画センターぽぽらす（本渡）
天草支所

※時間はいずれも午前10時～午後３時。

図書館へ行こう! 【市立図書館ホームページ】http://www.amakusa-lib.jp/
□問中央図書館☎㉓7001、FAX㉓7013

　「アマクサ・ライブラリー・カフェ」は、誰もが
興味があり聞いてみたいことや知りたい話題などを
テーマに、カフェ方式で気軽にお話できる場です。
と　き　５月27日㊏午後１時30分～同３時30分。
ところ　中央図書館・会議室。
ゲスト　田中亨氏（〔一社〕農山漁村文化協会）。

テーマ　「野菜作りのコツと裏技」
　このテーマに沿った、図書館資料も
多数準備します。
定　員　20人（先着順）。
申込方法　中央図書館または、各図書
館に申し込んでください。

～「アマクサ・ライブラリー・カフェ」を開催します～ 参加無料

□問本庁・スポーツ振興課（天草市民センター内）☎326783

□問市消費生活センター☎326677

スポーツ大会出場奨励金を交付します

振り込め詐欺にご注意ください

　スポーツ競技の予選大会を経て、県大会よ
り上位の大会へ出場する個人・団体に奨励金
を交付します。
対象大会　1小・中学生・高校生…県大会よ
り上位の大会2一般…全国大会以上。
対　象　●市内在住の人(高校生は天草地域
内の高校に通学する人）●市内に所在地が

ある団体●大会要項などの規定により選
手登録された人。
奨励金　1１人あたり５千円。全国大会以
上は２万円2１人あたり１万円。※団体
は30人を上限（監督・コーチ含む）。
申込方法　大会の１月前までに、申請書を
提出してください。

　今回は、市消費生活センターに相談があった「振り込め詐欺」を紹介します。
ケース１

解　説

　「市役所からですが、税金の還付金がありま
す。今日中に手続きをしないと受け取れないた
め、ＡＴＭで手続きをお願いします」と電話。折
り返し市役所に電話するが、連絡した課はない。

※自分で判断せず、家族に相談したり、相手が名乗った機関の代表電話
に確認をしてください。

※今回の事例に限らず、あやしいな、よくわからないなと思うときは、
ご相談ください。

　「還付金詐欺」です。公的機関や銀行の職員
を名乗り、還付金などがあるとATMに誘導し、
操作方法を指示して逆に振込みをさせる手口
が増えています。「還付手続きをATMで」と
言われたら詐欺だと思ってください。

ケース２

解　説

　「融資を行います」というチラシを
見て電話をしたら、「保証金として先
にお金を振り込んでください」と言わ
れました。信用してよいのでしょうか。

　好条件で融資を行う話を持ちかけ、
保証金などの名目でお金を振り込ま
せる「融資保証金詐欺」です。
　融資を条件に振り込みを求められ
たら詐欺だと思ってください。

▶昨年の恐竜絵画
　コンテスト作品
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年 金情報

□問本渡年金事務所☎㉔2154
　／本庁・国保年金課

～年金ってどんな制度？国民年金に加入するのはどんな人？～

　年金は、現役で働く世代が高齢世代の年
金を負担する「世代と世代の支え合い」が
基本になっています。年をとった時や、病
気やケガなど、いざという時の生活を、現
役世代みんなで支えようという考えでつく
られた仕組みです。20歳から60歳未満の
日本在住の人は、国民年金に加入すること
が義務付けられています。
　加入の届け出を忘れると年金が受けられ
ないことがあるので、国民年金に加入しま
しょう。

【第１号被保険者】20～60歳未満の自営業、
学生、自由業者など…本庁・国保年金課、各
支所担当課で手続き。

【第２号被保険者】会社員、公務員など…厚生
年金の加入と同時に国民年金に加入すること
になるので、届け出は不要。

【第３号被保険者】厚生年金や共済組合の加入
者に扶養されている妻（夫）で20～60歳未
満の人…第２号被保険者の勤務先で届け出。

❶天草市民 平日体験搭乗キャンペーン
天草エアライン㈱

□申□問天草エアライン㈱予約センター☎341515（受付時間：午前９時～午後６時）

当選者のみにハガキで通知します。※当
選ハガキ１枚で同行者２人まで利用可
（同一便を利用する場合に限る）。
応募方法　５月15日㊊までに、ハガキ（郵
便番号・住所・氏名〔ふりがな〕・年齢・
性別・電話番号、当選した場合の行き先
を記入）を郵送してください。

搭乗期間　７月３日㊊～ 11月30日㊍。
※８月５日㊏～同20日㊐を除く。搭乗
　期間の指定はできません。
路　　線　天草⇔福岡線(全便)。
※１便当たりの座席数に制限があります。
運　　賃　１人片道2,500円。
応募資格　天草市民。※ハガキは１人１枚限り。
当選者数　合計200人。当選月の前月５日頃に、

㊎～平成30年１月８日㊊を除く。
登録方法　ハガキまたは封書（介護を行う
人〔搭乗者〕の郵便番号・住所・氏名〔ふ
りがな〕・年齢・性別・電話番号、介護
が必要な人〔市内在住者に限る〕の住所・
氏名〔ふりがな〕・年齢・性別・介護を
行う人との続柄・要介護状態区分を記載）
を郵送してください。

登録期限・通知　〔第１次〕５月15日㊊（必
着）〔第２次〕７月31日㊊（必着）。各締
め切り後10日以内に通知します。

対　　象　市内に在住する人（要介護１以上）
の介護を行うために利用する天草市外在住
の家族（親子関係）。※事前に介護帰省者登
録が必要です（介護が必要な人１人につき、
その家族１人まで）。登録者以外の利用（権
利譲渡）はできません。

搭乗期間　６月１日㊍～平成30年３月23日
㊎。※８月５日㊏～同20日㊐、12月29日

と
き　

５
月
７
日
㊐
午
後
１
時

〜
。※

参
加
無
料
。

と
こ
ろ　

牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー

４
階
大
会
議
室
。

内
容　

牛
深
ハ
イ
ヤ
節
歌
唱
の

初
心
者
向
け
の
講
習
会
。

□問
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
全
国
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
牛
深
総
合

セ
ン
タ
ー
内
）☎
72
５
１
３
１

※

月
曜
日
休
館

【
が
ん
サ
ロ
ン
】

と
き　

５
月
12
日
㊎
午
後
２
時

〜
同
３
時
30
分
。

内
容　

心
配
な
こ
と
、
心
の
悩

み
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

食
事
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
も
実

施
し
ま
す
。

※

次
回
は
６
月
２
日
㊎
。

【
糖
尿
病
教
室
】

と
き　

５
月
17
日
㊌
午
後
１
時

〜
同
２
時
。

内
容　

意
見
交
換
会
「
震
災
に

つ
い
て
」

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
天
草
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
。

※

い
ず
れ
も
参
加
無
料
・
申
込

不
要
。

□問
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー　

☎
㉔
４
１
１
１

と
き　

５
月
27
日
㊏
午
後
２
時

〜
同
３
時
30
分
。

と
こ
ろ　

天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
。

内
容　
〔
講
演
〕「
在
宅
看
護
を

考
え
る　
在
宅
看
護
に
必
要
な

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
！
」〔
講
師
〕

小
川
知
己
氏
（
理
学
療
法
士
、

訪
問
看
護
リ
ハ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
）、
ま
ち
の
保
健

室
（
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相

談
な
ど
）
も
同
時
開
催
。

申
込
方
法　

５
月
26
日
㊎
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□申
□問
県
看
護
協
会
天
草
支
部

（
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

の
樋
口
さ
ん
☎
㉔
４
１
１
１

　
旬
の
晩
柑
を
使
っ
た
ケ
ー
キ

や
お
菓
子
、
料
理
な
ど
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

と
き　

５
月
31
日
㊌
ま
で
。

と
こ
ろ　

天
草
島
内
の
参
加
店
。

□問
本
渡
商
工
会
議
所

☎
㉓
２
０
０
１

と
き　

５
月
２
日
㊋
〜
同
５
日

㊎
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
５
日
㊎
は
午
後
３
時
ま
で
）。

と
こ
ろ　

天
草
宝
島
国
際
交
流

会
館
ポ
ル
ト
１
階
ス
ペ
ー
ス
。

内
容　

手
作
り
の
人
形
や
飾
り

物
作
品
、
五
月
人
形
な
ど
を
展

示
。※
入
場
無
料
。

□問
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ

ル
ト
☎
㉔
１
１
５
５

と
き　

５
月
14
日
㊐
〜
同
17
日

㊌
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

と
こ
ろ　

本
町
ふ
る
さ
と
美
術

館
（
旧
本
町
中
学
校
跡
）。

内
容　

大
地
に
還
る
木
々
に
、

も
う
一
度
愛
を
こ
め
て
！

※

入
場
無
料
。

□問
杉
本
聖
樹
さ
ん
☎
０
８
０

（
１
７
４
５
）５
１
７
２

と
き　

５
月
24
日
㊌
〜
同
28
日

㊐
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
28
日
㊐
は
午
後
４
時
ま
で
）。

と
こ
ろ　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

展
示
ホ
ー
ル
。※

入
場
無
料
。

内
容　

天
草
に
ゆ
か
り
の
あ
る

女
性
美
術
愛
好
家
の
絵
画
や
染

織
、
工
芸
な
ど
の
作
品
展
示
。

□問
天
草
女
性
美
術
展
実
行
委
員

会
の
津
田
さ
ん
☎
㉒
２
３
４
１

□申…申し込み先　※申請書などは□申に備え付けています。

催
　
し

ハ
イ
ヤ
節
を

　
　
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か

あ
ま
く
さ
晩
柑
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
2
0
1
7

流
木
ア
ー
ト
展

端
午
の
節
句
人
形
展

第
15
回

　
　  

天
草
女
性
美
術
展

が
ん
サ
ロ
ン
・
糖
尿
病
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

※詳しいことは□問へ
　お尋ねください。

ひろば
市民の

平日利用
限定

❷天草市介護帰省応援キャンペーン

「
看
護
の
日
」記
念
事
業

リ　
ッ　
シ　
ュ

天草⇔福岡線
5,000円
200席

天草⇔熊本線
3,000円
100席

路　線
運賃（１人片道）
定員数

□郵〒863－2114市内五和町城河原１丁目2080－5 天草エアライン㈱
　①「天草市民平日体験搭乗キャンペーン」係
　②「天草市介護帰省応援キャンペーン介護帰省者登録」係

か
え
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平
成
30
年
３
月
新
規
高
卒
の

求
人
を
６
月
１
日
㊍
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

　
事
業
主
を
対
象
に
、
新
規
高

卒
求
人
の
現
状
や
求
人
申
し
込

み
の
留
意
事
項
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
26
日
㊎
午
後
２
時

〜
同
４
時
。

と
こ
ろ　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

２
階
・
大
会
議
室
。

□問
天
草
公
共
職
業
安
定
所

☎
㉒
８
６
０
９

　
80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
持
っ
て
い
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
健
康
な
歯
を
お
持

ち
の
入
賞
者
（
６
人
）
は
、
６

月
開
催
予
定
の
健
康
フ
ェ
ス
タ

で
表
彰
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
20
日
㊏
ま
で

に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□申
□問
小
田
歯
科
医
院

☎
㉓
７
７
３
３

　
歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
、
大

歓
迎
で
す
。
合
唱
曲
・
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
ど
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い

ま
せ
ん
か
。

と
き　

毎
週
火
曜
日
の
午
前
９

時
30
分
〜
同
11
時
30
分
。

と
こ
ろ　

本
渡
地
区
公
民
館
。

□問
彩
音
の
小
野
川
さ
ん

☎
㉓
４
５
７
１

①【
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
女
性
大
学
】

対
象　

本
渡
（
佐
伊
津
町
を
除

く
）・
五
和
地
区
在
住
の
女
性
。

内
容　

野
菜
作
り
講
習
会
・
日

帰
り
研
修
な
ど
５
講
座
。

定
員　

50
人
（
先
着
順
）。

②【
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
大
学
】

対
象　

市
内
在
住
の
女
性
（
①

の
対
象
者
を
除
く
）。

内
容　

藍
染
・
家
庭
菜
園
の
い

ろ
い
ろ
な
ど
６
講
座
。

定
員　

40
人
程
度
（
先
着
順
）。

受
講
期
間　

①
②
い
ず
れ
も
３

年
ま
で
。

受
講
料　

い
ず
れ
も
４
、０
０

０
円
（
別
途
、
一
部
負
担
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

申
込
方
法　

い
ず
れ
も
５
月
31

日
㊌
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

□問
①
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
本
店
☎
㉓

２
２
３
１
／
②
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ

本
所
☎
㉒
１
１
０
０

【
天
草
に
よ
う
こ
そ
！

ウ
ェ
ル
カ
ム
の
会
】

対
象　

天
草
の
子
育
て
情
報
を

知
り
た
い
人
。関
心
の
あ
る
人
。

と
き　

５
月
17
日
㊌
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
。

と
こ
ろ　

天
草
中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
。

内
容　

子
育
て
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
で
き
ま
す
。
う
た
や
手
遊
び

も
実
施
。
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に

ど
う
ぞ
！

【
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

Ｂ
Ｐ
講
座
開
催
】

対
象　

第
１
子
（
２
〜
５
カ
月

児
）
と
そ
の
親
。

と
き　

５
月
16
日
〜
６
月
６
日

毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午
（
連
続
４
回
）。

と
こ
ろ　

わ
わ
わ
の
お
う
ち

（
本
渡
町
広
瀬
）。

内
容　

初
め
て
子
育
て
を
す
る

人
の
た
め
の
学
び
と
交
流
会
。

参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

８
６
４
円
は
自
己
負
担
）。

定
員　

20
人
。　

申
込
方
法　

５
月
12
日
㊎
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（
親
子
氏
名
・
子
の
生
年
月
日
・

住
所
・
連
絡
先
を
記
入
）
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□Ｍinfo@wawawa-kosodate.net

□申
□問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
わ
・
わ
・
わ
☎
０
８

０（
８
３
８
２
）７
２
２
８

と
き　

７
月
16
日
㊐
。

と
こ
ろ　

え
び
す
ビ
ー
チ
（
倉

岳
町
）。

内
容　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ま
た
は

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー

ド
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
４
つ
の
種
目
で
競
技
。
チ

ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー
や
１
種
目
だ

け
の
部
分
エ
ン
ト
リ
ー
も
可

能
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
。

申
込
方
法　

５
月
15
日
㊊
ま
で

に
、
天
草
Ｘ
ア
ス
ロ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
様
。

□問
天
草
Ｘ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員

長
の
浦
川
さ
ん
☎
64
２
５
０
２

と
き　

５
月
18
日
㊍
午
後
１
時

30
分
〜
同
４
時
30
分
。

と
こ
ろ　

市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ぽ
ぽ
ら
す
・
会
議
室
。

相
談
内
容　

解
雇
問
題
・
賃
金

不
払
い
・
リ
ス
ト
ラ
問
題
・
労

働
災
害
・
雇
用
保
険
関
係
・
労

働
時
間
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
。

□問
県
社
会
保
険
労
務
士
会
天
草

支
部
の
谷
山
さ
ん
☎
㉗
５
２
２
１

□申…申し込み先　※申請書などは□申に備え付けています。

Ｊ
Ａ「
女
性
大
学
」の

　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

相
　
談

労
働
・
雇
用
・
年
金
の

　
　
　
　
　
無
料
相
談
会

「
N
P
O
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

わ・わ・わ
」か
ら
の
お
知
ら
せ

募
　
集

歯
の〝
８
０
２
０
優
秀
者
〞を

　
　
　
　
　
　
　
　

  

募
集

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
ご
案
内
）

女
声
合
唱
団「
彩
音
」

　
　
　
　
　
　
団
員
募
集

天
草
Ｘ
ア
ス
ロ
ン
に

　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

※
部
名
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

※（
　
）内
は
前
担
当
部
署
。

※
□牛
は
牛
深
支
所
、
□有
は
有
明
支
所
、

□御
は
御
所
浦
支
所
、
□倉
は
倉
岳
支

所
、
□栖
は
栖
本
支
所
、
□新
は
新
和
支

所
、
□五
は
五
和
支
所
、
□天
は
天
草
支

所
、
□河
は
河
浦
支
所
。

※

係
長
未
満
の
職
員
に
つ
い
て
は
課
ま

で
の
発
令
で
す
。

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長（
総
務
部
首
席
審
議
員
・

総
務
課
長
）
松
下
浩

▼
総
務
部
首
席
審
議
員
・
総
務
課
長

（
秘
書
課
長
）
松
本
三
省

▼
総
務
部
付
首
席
審
議
員
・
天
草
広

域
連
合
派
遣（
総
務
課
付
審
議
員
・

天
草
広
域
連
合
派
遣
）
松
岡
寿

▼
総
合
政
策
部
長
（
財
政
課
長
）

中
村
一
弘

▼
市
民
生
活
部
長
（
水
道
局
首
席
審

議
員
・
水
道
局
長
）
小
川
圭
三

▼
会
計
課
首
席
審
議
員
・
会
計
管
理

者
（
病
院
事
業
部
長
）
福
本
真
一

▼
病
院
事
業
部
長
（
病
院
事
業
部
経

営
管
理
課
長
）
立
川
尚
己

▼
水
道
局
首
席
審
議
員
・
水
道
局
長

（
建
設
総
務
課
長
）
青
木
和
夫

▼
議
会
事
務
局
首
席
審
議
員
・
議
会

事
務
局
長（
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
長
）

連
尾
則
昭

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
審
議
員
・
天
草
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
管
理
係
長（
市
民
課
課
長
補
佐
・

戸
籍
係
長
）
榎
木
広
一

▼
同
課
付
審
議
員
・
天
草
広
域
連
合

派
遣
（
地
域
政
策
課
課
長
補
佐
・
交

通
政
策
係
長
）
坂
本
和
也

▼
庁
舎
建
設
推
進
室
長
（
同
室
庁
舎

建
設
係
長
）
山
道
栄
治

▼
秘
書
課
長（
庁
舎
建
設
推
進
室
長
）

松
下
賢
次

▼
財
政
課
長
（
水
道
局
経
営
管
理
課

長
）
長
元
忠

▼
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
長
（
地
域
政

策
課
課
長
補
佐
・
定
住
促
進
係
長
）

中
村
健
一
郎

▼
男
女
共
同
参
画
課
長
（
総
務
課
給

与
厚
生
係
長
）
岡
田
恵

▼
子
育
て
支
援
課
長
（
生
涯
学
習
課

長
）
大
脇
恵
子

▼
同
課
審
議
員
・
佐
伊
津
保
育
所
担

当
（
同
課
審
議
員
・
宮
野
河
内
保
育

所
長
）
松
本
眞
里

▼
同
課
審
議
員
・
牛
深
保
育
所
長（
同

課
審
議
員
・
山
口
保
育
所
長
）

林
田
理
恵
子

▼
同
課
審
議
員
・
浦
和
保
育
所
長（
同

課
同
保
育
所
長
）
釜
元
空
海
子

▼
同
課
審
議
員
・
御
所
浦
保
育
所
長

（
同
課
同
保
育
所
長
）
友
村
レ
イ
子

▼
同
課
審
議
員
・
御
所
浦
北
保
育
所

長
（
同
課
審
議
員
・
島
子
保
育
所
長
）

松
本
光
子

▼
同
課
審
議
員
・
宮
野
河
内
保
育
所

長
（
同
課
審
議
員
・
手
野
保
育
所
長
）

釜
﨑
祐
子

▼
市
民
生
活
課
長（
観
光
振
興
課
長
）

鳥
羽
瀨
一
文

▼
環
境
施
設
課
審
議
員
・
西
天
草
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
（
同
課

課
長
補
佐
・
廃
棄
物
対
策
係
長
）

鬼
塚
良
晴

▼
同
課
付
審
議
員
・
天
草
広
域
連
合

派
遣
（
同
課
付
課
長
補
佐
・
天
草
広

域
連
合
派
遣
）
濵
﨑
正
明

▼
市
民
課
長
（
同
課
窓
口
係
長
）

新
木
銘
子

▼
国
保
年
金
課
長
（
市
民
生
活
課
課

長
補
佐
・
市
民
政
策
係
長
）

永
田
秀
延

▼
同
課
付
審
議
員
・
熊
本
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
（
高
齢
者

支
援
課
課
長
補
佐
・
介
護
給
付
係
長
）

谷
樹

▼
産
業
政
策
課
長（
水
産
振
興
課
長
）

宮
本
周
幸

▼
農
林
整
備
課
長
（
□五
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）
植
村
伸
哉

▼
水
産
振
興
課
長（
同
課
課
長
補
佐
・

水
産
振
興
係
長
）
田
川
誠
也

▼
観
光
振
興
課
長（
産
業
政
策
課
長
）

大
田
安
人

▼
世
界
遺
産
推
進
室
長（
同
室
審
議

員
）丸
林
眞
吾

▼
建
設
総
務
課
長
（
土
木
課
長
）

山
岡
忠
文

▼
同
課
審
議
員
・
熊
本
天
草
幹
線
道

路
担
当
（
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課

長
補
佐
・
市
民
生
活
係
長
）

白
川
洋
幸

▼
土
木
課
長
（
環
境
施
設
課
付
審
議

員
・
天
草
広
域
連
合
派
遣
）

横
山
茂
樹

▼
同
課
審
議
員
（
農
林
整
備
課
課
長

補
佐
・
林
務
係
長
）
山
上
克
也

▼
□牛
総
務
振
興
課
審
議
員
（
同
課
審

議
員
・
牛
深
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
・

総
合
セ
ン
タ
ー
係
長
）
梅
田
充
快

▼
有
明
支
所
長
（
□有
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）
河
内
正
一

▼
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
同
課

課
長
補
佐
・
市
民
生
活
係
長
）

中
山
敬
雄

▼
御
所
浦
支
所
長
（
□御
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）
黒
田
陽
二

▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
総
務

課
審
議
員
・
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管

理
係
長
）
松
田
繁
隆

▼
倉
岳
支
所
長
（
□倉
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）
福
本
英
樹

▼
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
健
康

福
祉
政
策
課
課
長
補
佐
・
地
域
福
祉

係
長
）
浦
本
純
一

▼
五
和
支
所
長（
子
育
て
支
援
課
長
）

明
石
弘
之

▼
□五
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
山
本
幸
伸

▼
天
草
支
所
長
（
□天
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）
永
田
文
敏

市
職
員
人
事
異
動
〔
４
月
１
日
付
け
〕
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▼
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
（
□天
同

課
課
長
補
佐
・
産
業
建
設
係
長
）

山
田
良
昭

▼
病
院
事
業
部
経
営
管
理
課
長
（
国

保
年
金
課
付
審
議
員
・
熊
本
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

中
元
博
文

▼
牛
深
市
民
病
院
長
（
同
病
院
副
院

長
）
松
﨑
法
成

▼
同
病
院
薬
局
長
（
同
病
院
主
任
薬

剤
師
）
岡
部
和
幸

▼
栖
本
病
院
事
務
長
（
農
林
整
備
課

長
）
松
本
勇
二

▼
水
道
局
経
営
管
理
課
長
（
国
保
年

金
課
長
）
井
上
茂
博

▼
教
育
総
務
課
長
（
健
康
福
祉
政
策

課
課
長
補
佐
・
健
康
福
祉
政
策
係
長
）

柴
田
和
人

▼
学
校
教
育
課
審
議
員
・
指
導
担
当

（
同
課
課
長
補
佐
・
指
導
係
長
）

沢
村
祐
介

▼
生
涯
学
習
課
長（
市
民
生
活
課
長
）

菅
原
弘
晃

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
倉
岳
支

所
長
）
山
並
正

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
課
長
補
佐
・
人
事
研
修
係

長
（
同
課
人
事
研
修
係
長
）
村
上
浩

崇
▼
契
約
検
査
課
課
長
補
佐
・
物
品

契
約
係
長（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
・

教
務
2
係
長
）
松
本
安
彦
▼
同
課
課

長
補
佐
・
工
事
検
査
係
長
（
同
課
工

事
検
査
係
長
）
田
中
司
▼
管
財
課
課

長
補
佐
・
財
産
管
理
係
長
（
秘
書
課

課
長
補
佐
・
広
報
広
聴
係
長
）
緒
方

勇
人
▼
政
策
企
画
課
課
長
補
佐
・
統

計
調
査
係
長
（
健
康
増
進
課
課
長
補

佐
・
天
草
東
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長
）

原
田
昌
治
▼
情
報
政
策
課
課
長
補

佐
・
情
報
政
策
係
長
（
同
課
同
係
長
）

岩
本
隆
二
▼
地
域
政
策
課
課
長
補
佐

（
熊
本
県
）
前
光
祝
▼
ま
ち
づ
く
り

支
援
課
課
長
補
佐
・
ま
ち
づ
く
り
係

長
（
同
課
同
係
長
）
上
原
和
之
▼
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐
・
施
設
管

理
係
長
（
学
校
給
食
課
課
長
補
佐
・

本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
大

中
靖
▼
健
康
福
祉
政
策
課
課
長
補

佐
・
健
康
福
祉
政
策
係
長
（
福
祉
課

課
長
補
佐
・
障
が
い
福
祉
係
長
）
大

西
学
▼
同
課
課
長
補
佐
・
地
域
福
祉

係
長
（
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
長
）
松
川
安
英
▼
福
祉
課
課
長
補

佐
・
障
が
い
福
祉
係
長
（
□五
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
係
長
）
池

田
良
一
▼
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
・

天
草
東
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長
（
子
育

て
支
援
課
子
ど
も
相
談
係
長
）
平
山

広
一
▼
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
・
市

民
政
策
係
長
（
管
財
課
課
長
補
佐
・

財
産
管
理
係
長
）
松
下
偉
敏
▼
市
民

課
課
長
補
佐
・
戸
籍
係
長
（
監
査
委

員
事
務
局
局
長
補
佐
・
監
査
係
長
）

嶋
﨑
國
仁
▼
国
保
年
金
課
課
長
補

佐
・
国
保
税
係
長
（
同
課
同
係
長
）

村
田
清
也
▼
同
課
課
長
補
佐
・
高
齢

者
医
療
年
金
係
長
（
□河
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
課
長
補
佐
・
ま
ち
づ
く
り
係

長
）
酒
井
敏
幸
▼
同
課
主
幹
（
市
民

課
主
幹
）
田
口
忠
鶴
▼
農
業
振
興
課

課
長
補
佐
・
農
政
係
長
（
建
設
総
務

課
課
長
補
佐
・
市
営
住
宅
係
長
）
原

田
真
二
▼
農
林
整
備
課
課
長
補
佐
・

林
務
係
長（
土
木
課
道
路
整
備
係
長
）

平
野
末
喜
▼
水
産
振
興
課
課
長
補

佐
・
水
産
振
興
係
長
（
会
計
課
課
長

補
佐
・
会
計
係
長
）
浦
﨑
和
義
▼
文

化
課
課
長
補
佐
・
天
草
キ
リ
シ
タ
ン

館
管
理
係
長
兼
本
渡
歴
史
民
俗
資
料

館
管
理
係
長
（
同
課
課
長
補
佐
・
本

渡
歴
史
民
俗
資
料
館
管
理
係
長
）
本

多
康
二
▼
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
室
長

補
佐
・
事
業
推
進
係
長（
観
光
振
興

課
観
光
振
興
係
長
）古
川
龍
司
▼
都

市
計
画
課
課
長
補
佐
・
景
観
公
園
係

長
（
同
課
同
係
長
）
竹
森
良
二
▼
□牛

市
民
生
活
課
課
長
補
佐（
□牛
総
務
振

興
課
課
長
補
佐
・
総
務
係
長
）尾
上
和

人
▼
□牛
同
課
課
長
補
佐
・
税
務
係
長

（
□牛
同
課
課
長
補
佐
・
税
務
担
当
）
向

川
博
治
▼
□牛
同
課
主
幹
（
農
林
整
備

課
主
幹
）
瀧
本
由
一
▼
□牛
産
業
振
興

課
課
長
補
佐
・
水
産
振
興
係
長
（
□牛

同
課
同
係
長
）
橋
口
三
智
夫
▼
□牛
建

設
課
課
長
補
佐
・
水
道
係
長
（
世
界

遺
産
推
進
室
室
長
補
佐
・
事
業
推
進

係
長
）
松
本
秋
敏
▼
□有
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
課
長
補
佐
・
市
民
生
活
係
長

（
学
校
給
食
課
課
長
補
佐
・
河
浦
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
洲
﨑
公
明

▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
補

佐
・
市
民
生
活
係
長
（
国
保
年
金
課

課
長
補
佐
・
高
齢
者
医
療
年
金
係
長
）

長
塚
吉
博
▼
□御
同
課
課
長
補
佐
・
産

業
建
設
係
長
（
□御
同
課
主
幹
）
小
島

章
利
▼
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長

補
佐
・
ま
ち
づ
く
り
係
長
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
課
長
補
佐
・
施
設
管
理
係

長
）
池
田
俊
次
▼
□新
同
課
主
幹
（
□天

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
幹
）
中
嶋
勇

治
▼
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長

補
佐
・
市
民
生
活
係
長
（
□牛
市
民

生
活
課
課
長
補
佐
・
税
務
係
長
）
唐

田
隆
一
▼
□河
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課

長
補
佐
・
ま
ち
づ
く
り
係
長
（
□牛
建

設
課
課
長
補
佐
・
水
道
係
長
）
唐
田

嗣
久
▼
□河
同
課
課
長
補
佐
・
産
業
建

設
係
長
（
土
木
課
課
長
補
佐
・
河
川

港
湾
係
長
）
山
本
嘉
文
▼
会
計
課
課

長
補
佐
・
会
計
係
長
（
病
院
事
業
部

経
営
管
理
課
課
長
補
佐
・
経
営
管
理

係
長
）
脇
元
信
治
▼
病
院
事
業
部
経

営
管
理
課
課
長
補
佐
・
経
営
管
理
係

長（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
室
長
補
佐
・

事
業
推
進
係
長
）
山
川
勝
登
士
▼
牛

深
市
民
病
院
事
務
長
補
佐
・
事
務
局

総
務
係
長
兼
事
務
局
会
計
係
長
（
同

病
院
事
務
長
補
佐
・
事
務
局
総
務
係

長
）
浅
見
上
総
▼
同
病
院
診
療
放
射

線
技
師
長
（
同
病
院
主
任
診
療
放
射

線
技
師
）
福
本
良
治
▼
栖
本
病
院
事

務
長
補
佐
・
事
務
局
管
理
係
長
（
同

病
院
同
係
長
）
大
塚
新
也
▼
河
浦
病

院
事
務
長
補
佐
・
事
務
局
管
理
係
長

（
同
病
院
同
係
長
）
田
中
万
里
▼
水

道
局
経
営
管
理
課
課
長
補
佐
・
下
水

道
庶
務
係
長
（
同
課
同
係
長
）
松
﨑

義
文
▼
水
道
課
課
長
補
佐
・
工
務
係

長
（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
・
施
設

係
長
）長
島
修
▼
同
課
課
長
補
佐
・

施
設
管
理
1
係
長
（
□新
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
課
長
補
佐
・
ま
ち
づ
く
り
係

長
）
船
岡
正
治
▼
下
水
道
課
課
長
補

佐
・
施
設
整
備
係
長
（
□河
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
課
長
補
佐
・
産
業
建
設
係

長
）
小
嶋
秀
典
▼
教
育
総
務
課
課
長

補
佐
・
総
務
企
画
係
長
（
同
課
同
係

長
）
出
永
圭
史
▼
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
・
指
導
係
長
（
同
課
参
事
）小

森
直
哉
▼
学
校
給
食
課
課
長
補
佐
・

本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
文

化
課
課
長
補
佐
・
天
草
市
民
セ
ン
タ

ー
係
長
）倉
田
浩
一

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
給
与
厚
生
係
長
（
同
課
参

事
）
園
田
百
合
枝
▼
同
課
参
事
（
同

課
主
任
）高
尾
孝
一
▼
同
課
付
参
事
・

天
草
広
域
連
合
派
遣（
福
祉
課
参
事
）

浪
床
靖
史
▼
同
課
主
任（
同
課
主
査
）

江
良
圭
治
郎
▼
同
課
天
草
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
主
任
（
同
課
同
主
査
）
橋
本
竜

輝
▼
防
災
危
機
管
理
課
主
任
（
同
課

主
査
）
出
﨑
和
也
▼
契
約
検
査
課
参

事
（
同
課
主
任
）
比
嘉
邦
仁
▼
同
課

参
事
（
同
課
主
任
）
中
原
貴
▼
管
財

課
主
任
（
同
課
主
査
）
岡
田
謙
一
▼

庁
舎
建
設
推
進
室
庁
舎
建
設
係
長

（
同
室
参
事
）
宮
内
祐
貴
▼
同
室
主

任
（
納
税
課
主
任
）
前
田
優
子
▼
秘

書
課
広
報
広
聴
係
長
（
同
課
参
事
）

宮
本
諭
▼
同
課
参
事
（
国
保
年
金
課

参
事
）
寺
下
理
智
子
▼
同
課
主
任

（
学
校
教
育
課
主
任
）
佐
々
木
一
美

▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）
白
倉
香

織
▼
政
策
企
画
課
参
事
（
国
保
年
金

課
参
事
）
宮
本
浩
▼
財
政
課
参
事

（
同
課
主
任
）
松
下
晃
市
▼
同
課
主

任
（
同
課
主
査
）
森
田
祥
揮
▼
同
課

主
任
（
水
産
振
興
課
主
査
）
田
中
夏

紀
▼
情
報
政
策
課
電
算
シ
ス
テ
ム

係
長
（
秘
書
課
付
参
事
・
熊
本
県
市

町
村
振
興
協
会
派
遣
）
勝
木
覚
▼
地

域
政
策
課
定
住
促
進
係
長
（
農
業
振

興
課
農
政
係
長
）
平
武
藏
▼
同
課
交

通
政
策
係
長
（
同
課
参
事
）
福
田
稔

▼
同
課
付
参
事
・
熊
本
県
派
遣
（
同

課
付
主
任
・
熊
本
県
派
遣
）
藤
川
英

介
▼
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
市
民
安

全
係
長
（
同
課
参
事
）
亀
子
敬
史
▼

同
課
参
事
（
課
税
課
参
事
）
坂
本
真

理
子
▼
同
課
参
事
（
同
課
主
任
）
河

原
謙
二
▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）

野
田
和
志
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主

任
（
同
課
主
査
）
木
蜜
裕
樹
▼
健
康

福
祉
政
策
課
主
任（
同
課
主
査
）谷
川

美
咲
▼
福
祉
課
参
事
（
健
康
増
進
課

参
事
）
濵
村
寛
美
▼
同
課
参
事
（
□牛

総
務
振
興
課
参
事
）
袋
田
一
貴
▼
同

課
主
任
（
同
課
主
査
）
矢
取
紀
彦
▼

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
長

（
牛
深
市
民
病
院
事
務
局
会
計
係
長
）

長
野
博
▼
同
課
子
ど
も
相
談
係
長

（
同
課
参
事
）
小
川
隆
基
▼
同
課
参

事
（
同
課
山
口
保
育
所
参
事
・
主
任

保
育
士
）
山
田
め
ぐ
み
▼
同
課
参
事

（
同
課
御
所
浦
保
育
所
参
事
）
岡
田

富
子
▼
同
課
参
事
（
福
祉
課
主
任
）

原
田
忠
志
▼
同
課
佐
伊
津
保
育
所
参

事
・
主
任
保
育
士
（
同
課
手
野
保
育

所
参
事
・
主
任
保
育
士
）
柴
木
深
雪

▼
同
課
同
保
育
所
参
事
（
同
課
小
宮

地
保
育
所
参
事
）
上
口
か
お
り
▼
同

課
同
保
育
所
技
師
長
（
同
課
山
口
保

育
所
技
師
長
）
渡
邊
孝
美
▼
同
課
牛

深
保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士
（
同

課
一
町
田
保
育
所
参
事
・
主
任
保
育

士
）
番
田
好
美
▼
同
課
同
保
育
所
参

事
（
同
課
同
保
育
所
参
事
・
主
任
保

育
士
）
竹
割
智
恵
里
▼
同
課
同
保
育

所
技
師
長
（
同
課
手
野
保
育
所
技
師

長
）
山
口
幸
恵
▼
同
課
深
海
保
育
所

参
事
・
主
任
保
育
士
（
同
課
小
宮
地

保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士
）
小
平

由
美
子
▼
同
課
同
保
育
所
参
事
（
同

課
同
保
育
所
参
事
・
主
任
保
育
士
）

矢
田
千
草
▼
同
課
同
保
育
所
技
師
長

（
同
課
小
宮
地
保
育
所
技
師
長
）
浦

中
智
美
▼
同
課
浦
和
保
育
所
参
事

（
同
課
小
宮
地
保
育
所
参
事
）
浦
中

清
香
▼
同
課
御
所
浦
保
育
所
参
事

（
同
課
栖
本
保
育
所
参
事
・
主
任
保

育
士
）
舩
本
祐
子
▼
同
課
同
保
育
所

主
任
（
同
課
小
宮
地
保
育
所
主
任
）

柴
田
郁
恵
▼
同
課
御
所
浦
北
保
育
所

参
事
（
同
課
小
宮
地
保
育
所
参
事
）

新
木
道
子
▼
同
課
栖
本
保
育
所
参

事
・
主
任
保
育
士
（
同
課
新
合
保
育

所
参
事
・
主
任
保
育
士
）
森
下
礼
子

▼
同
課
同
保
育
所
技
師
長
（
同
課
島

子
保
育
所
技
師
長
）
池
田
文
恵
▼
同

課
宮
野
河
内
保
育
所
参
事
（
同
課
小

宮
地
保
育
所
参
事
）
瀧
本
美
樹
▼
高

齢
者
支
援
課
介
護
給
付
係
長
（
総
務

課
付
参
事
・
天
草
広
域
連
合
派
遣
）

久
保
賢
▼
同
課
参
事
（
健
康
増
進
課

参
事
）
竹
下
恵
美
▼
同
課
参
事
（
□新

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
園
田
雄

一
▼
健
康
増
進
課
参
事
（
同
課
天
草

東
保
健
セ
ン
タ
ー
参
事
）
林
富
代
▼

同
課
参
事
（
同
課
天
草
西
保
健
セ
ン

タ
ー
参
事
）
佐
藤
み
よ
子
▼
同
課
参

事
（
同
課
天
草
西
保
健
セ
ン
タ
ー
参

事
）
酒
井
嘉
代
子
▼
同
課
天
草
東
保

健
セ
ン
タ
ー
参
事
（
福
祉
課
参
事
）

勝
木
晴
美
▼
同
課
同
保
健
セ
ン
タ
ー

参
事（
同
課
参
事
）松
本
香
織
▼
同
課

天
草
西
保
健
セ
ン
タ
ー
参
事
（
福
祉

課
参
事
）
池
田
富
久
美
▼
同
課
同
保

健
セ
ン
タ
ー
参
事
（
同
課
天
草
東
保

健
セ
ン
タ
ー
参
事
）
松
本
美
奈
子
▼

市
民
生
活
課
参
事
（
□有
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
参
事
）
吉
田
匡
秀
▼
環
境
施

設
課
廃
棄
物
対
策
係
長
（
水
道
局
経

営
管
理
課
簡
易
水
道
庶
務
係
長
）
松

下
輝
光
▼
同
課
参
事
（
同
課
主
任
）

金
子
貴
利
▼
同
課
付
参
事
・
天
草
広

域
連
合
派
遣
（
農
林
整
備
課
参
事
）

松
﨑
正
光
▼
同
課
西
天
草
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
技
師
長
（
同
課
牛
深
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）
濵
田
博
徳

▼
同
課
同
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
師

長
（
同
課
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

技
師
長
）
鍬
本
栄
一
▼
市
民
課
窓
口

係
長
（
同
課
参
事
）
吉
村
一
弘
▼
同

課
主
任
（
課
税
課
主
任
）
石
田
健
作

▼
納
税
課
納
税
管
理
係
長
（
同
課
参

事
）
大
石
道
史
▼
同
課
参
事
（
ま
ち

づ
く
り
支
援
課
参
事
）
松
下
公
哉

市職員人事異動
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▼
同
課
参
事
（
農
業
振
興
課
参
事
）

蓮
池
貴
司
▼
同
課
主
任（
同
課
主
査
）

原
田
勇
介
▼
課
税
課
参
事
（
同
課
主

任
）
今
福
俊
介
▼
国
保
年
金
課
参
事

（
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
松

田
富
昭
▼
同
課
主
任
（
健
康
増
進
課

主
任
）
浦
本
ゆ
か
り
▼
産
業
政
策
課

参
事
（
同
課
主
任
）
鯖
江
加
奈
子
▼

同
課
参
事
（
同
課
主
任
）
福
本
高
志

▼
同
課
付
参
事
・
九
州
経
済
産
業
局

派
遣
（
建
設
総
務
課
参
事
）
渡
辺
大

輔
▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）
田
中

尚
吾
▼
同
課
主
任
（
同
課
主
査
）
大

塚
晃
輝
▼
農
業
振
興
課
参
事
（
□栖
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
早
井
英
樹

▼
水
産
振
興
課
参
事
（
教
育
総
務
課

参
事
）
小
川
孝
子
▼
同
課
主
任
（
□天

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
任
）水
口
匡

史
▼
観
光
振
興
課
観
光
振
興
係
長

（
情
報
政
策
課
電
算
シ
ス
テ
ム
係
長
）

崎
田
博
之
▼
同
課
参
事（
同
課
主
任
）

竹
内
友
教
▼
同
課
参
事（
同
課
主
任
）

野
﨑
健
司
郎
▼
同
課
﨑
津
集
落
ガ
イ

ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
（
同
課
同
セ

ン
タ
ー
主
査
）宮
本
雅
浩
▼
文
化
課

参
事（
同
課
主
任
）
松
本
博
幸
▼
同

課
主
任（
国
保
年
金
課
主
任
）松
下
久

美
子
▼
同
課
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
技

師
長
（
環
境
施
設
課
技
師
長
）
平
野

陽
子
▼
世
界
遺
産
推
進
室
事
業
推
進

係
長（
農
業
振
興
課
付
参
事
・
熊
本

県
派
遣
）齊
藤
恭
成
▼
同
室
参
事（
課

税
課
主
任
）大
久
保
亜
希
▼
建
設
総

務
課
市
営
住
宅
係
長（
納
税
課
納
税

管
理
係
長
）松
下
眞
也
▼
同
課
参
事

（
□栖
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）坂
本

幸
喜
▼
同
課
付
参
事
・
熊
本
県
派
遣

（
同
課
付
主
任
・
熊
本
県
派
遣
）山
口

寿
也
▼
同
課
主
任（
環
境
施
設
課
主

任
）髙
見
篤
▼
土
木
課
道
路
整
備
係

長（
同
課
参
事
）金
子
馨
▼
同
課
河

川
港
湾
係
長（
建
設
総
務
課
参
事
）

原
田
朋
隆
▼
同
課
参
事（
水
道
局
経

営
管
理
課
参
事
）
野
首
由
美
▼
同
課

参
事（
水
道
課
参
事
）
宮
﨑
邦
明
▼

同
課
参
事
（
同
課
主
任
）
横
田
和

史
▼
同
課
主
任（
□倉
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
主
任
）廣
田
亮
一
▼
同
課
主
任

（
同
課
主
査
）橋
本
美
子
▼
同
課
技

師
長（
文
化
課
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

技
師
長
）井
上
清
信
▼
都
市
計
画
課

参
事（
生
涯
学
習
課
参
事
）谷
恵
利

▼
同
課
技
師
長（
文
化
課
天
草
市
民

セ
ン
タ
ー
技
師
長
）
浦
上
清
一
▼
□牛

総
務
振
興
課
総
務
係
長
（
□牛
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
長
）
松
本
正
之
▼

□牛
同
課
参
事（
□牛
同
課
主
任
）
中
原

静
也
▼
□牛
同
課
主
任
（
□天
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
主
査
）岩
嵜
一
孝
▼
□牛
市

民
生
活
課
参
事
（
□牛
同
課
主
任
）原

井
奈
緒
子
▼
□牛
同
課
主
任（
□河
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
主
任
）西
村
吹
雪
▼

□牛
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
（
政

策
企
画
課
統
計
調
査
係
長
）濱
﨑
彰

吾
▼
□牛
同
課
参
事
（
□牛
同
課
主
任
）

矢
田
司
▼
□有
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参

事
（
子
育
て
支
援
課
参
事
）
谷
口
美

穂
▼
□有
同
課
参
事（
文
化
課
参
事
）船

田
ま
す
み
▼
□有
同
課
参
事
（
学
校
給

食
課
参
事
）
柴
田
達
典
▼
□有
同
課
参

事
（
□有
同
課
主
任
）
沖
津
悟
▼
□有
同

課
主
任
（
学
校
教
育
課
主
任
）
平
田

浩
一
▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事

（
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
竹

部
真
知
子
▼
□倉
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

参
事
（
土
木
課
参
事
）
平
野
元
弘
▼

□倉
同
課
参
事
（
□栖
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
参
事
）
吉
田
恵
▼
□栖
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
参
事
（
国
保
年
金
課
参
事
）

松
下
る
み
子
▼
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
参
事（
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
参
事
）

洲
﨑
仁
美
▼
□新
同
課
参
事
（
農
林
整

備
課
参
事
）
船
元
和
子
▼
□新
同
課
参

事
（
生
涯
学
習
課
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
参
事
）
浦
上
達
也
▼
□新
同
課
主
任

（
□新
同
課
主
査
）
小
田
裕
喜
▼
□五
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
係
長

（
□五
同
課
参
事
）
岩
﨑
光
▼
□五
同
課

参
事
（
福
祉
課
参
事
）
松
本
明
▼
□五

同
課
参
事
（
議
会
事
務
局
参
事
）
井

上
由
美
▼
□天
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
産

業
建
設
係
長
（
水
道
課
工
務
係
長
）

福
田
和
行
▼
□天
同
課
参
事
（
農
林
整

備
課
参
事
）
田
口
秀
樹
▼
□天
同
課
参

事
（
□牛
市
民
生
活
課
参
事
）平
野
展

子
▼
□天
同
課
参
事
（
監
査
委
員
事
務

局
参
事
）
丸
野
昇
二
▼
□河
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
参
事
（
□河
同
課
主
任
）黒

田
賢
三
郎
▼
□河
同
課
参
事（
□河
同
課

主
任
）松
本
太
一
▼
□河
同
課
主
任（
農

業
振
興
課
主
任
）
石
元
和
豪
▼
□河
同

課
主
任
（
□河
同
課
主
査
）
河
田
公
輝

▼
会
計
課
主
任
（
同
課
主
査
）
蓑
田

誠
▼
牛
深
市
民
病
院
参
事
（
□牛
総
務

振
興
課
参
事
）
田
川
雅
美
▼
栖
本
病

院
主
任
看
護
師
（
同
病
院
看
護
師
）

渡
邊
留
美
▼
新
和
病
院
事
務
局
管
理

係
長
（
同
病
院
参
事
）
荒
木
賢
司
▼

同
病
院
参
事
（
□新
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
参
事
）
木
戸
奈
津
美
▼
河
浦
病
院

主
任
（
同
病
院
主
査
）
山
本
亮
▼
水

道
課
施
設
管
理
2
係
長
（
同
課
施
設

係
長
）
金
子
文
仁
▼
同
課
主
任
（
同

課
主
査
）
橋
本
政
喜
▼
下
水
道
課
参

事
（
農
林
整
備
課
参
事
）
金
子
寛
信

▼
議
会
事
務
局
参
事
（
高
齢
者
支
援

課
参
事
）
中
田
紀
子
▼
教
育
総
務
課

施
設
係
長
（
同
課
参
事
）
伊
野
上
乾

悟
▼
同
課
参
事
（
ま
ち
づ
く
り
支
援

課
参
事
）宮
川
雄
三
▼
同
課
参
事（
同

課
主
任
）
三
宅
史
人
▼
学
校
教
育
課

教
務
2
係
長
（
契
約
検
査
課
参
事
）

堀
口
さ
お
り
▼
同
課
参
事
（
課
税
課

参
事
）
山
川
道
成
▼
同
課
参
事
（
□有

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
任
）
松
本
紀

子
▼
同
課
天
草
小
学
校
技
師
長
（
同

課
河
浦
中
学
校
技
師
長
）
田
中
美
香

▼
同
課
河
浦
小
学
校
技
師
長
（
同
課

天
草
中
学
校
技
師
長
）
小
林
美
奈
子

▼
同
課
河
浦
中
学
校
技
師
長
（
同
課

深
海
小
学
校
技
師
長
）
田
中
和
代
▼

同
課
本
渡
南
幼
稚
園
長
（
同
課
同
幼

稚
園
参
事
・
主
任
教
諭
）
小
出
里
美

▼
同
課
同
幼
稚
園
参
事
・
主
任
教
諭

（
同
課
亀
場
幼
稚
園
参
事
・
主
任
教

諭
）
吉
永
礼
子
▼
同
課
本
渡
北
幼
稚

園
長
（
同
課
同
幼
稚
園
参
事
・
主
任

教
諭
）
濵
厚
子
▼
同
課
同
幼
稚
園
参

事
・
主
任
教
諭
（
同
課
同
幼
稚
園
参

事
）
宮
崎
時
子
▼
同
課
亀
場
幼
稚
園

参
事
・
主
任
教
諭
（
同
課
参
事
）
佃

み
ど
り
▼
生
涯
学
習
課
参
事
（
□新
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
参
事
）
児
玉
洋
子

▼
同
課
参
事
（
同
課
主
任
）
石
田
真

一
郎
▼
同
課
本
渡
地
区
公
民
館
参

事
（
市
民
課
参
事
）
倉
田
菊
代
▼
学

校
給
食
課
参
事
（
□五
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
参
事
）
宮
﨑
奈
美
▼
同
課
本
渡

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
技
師
長
（
文
化

課
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）

久
々
山
公
一
▼
同
課
大
楠
小
学
校

調
理
場
技
師
長
（
同
課
本
渡
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）
平
田
ゆ
か
り

▼
同
課
浦
和
小
学
校
調
理
場
技
師

長
（
同
課
有
明
中
学
校
調
理
場
技
師

長
）
山
下
和
美
▼
同
課
島
子
小
学
校

調
理
場
技
師
長
（
同
課
本
渡
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）
保
母
富
美
香

▼
同
課
有
明
中
学
校
調
理
場
技
師

長
（
同
課
浦
和
小
学
校
調
理
場
技
師

長
）
赤
城
初
美
▼
監
査
委
員
事
務
局

監
査
係
長
（
契
約
検
査
課
物
品
契
約

係
長
）
江
﨑
克
也

【
一
般
職
】

▼
総
務
課
主
査
（
栖
本
病
院
主
査
）

梅
田
将
臣
▼
契
約
検
査
課
主
査
（
財

政
課
主
査
）
吉
浦
加
奈
子
▼
政
策
企

画
課
主
査（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査
）

泉
陽
介
▼
財
政
課
主
査
（
学
校
給
食

課
牛
深
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
）

岩
佐
公
子
▼
地
域
政
策
課
主
査
（
市

民
生
活
課
主
査
）
森
顕
信
▼
福
祉
課

主
査
（
政
策
企
画
課
主
査
）
向
田
正

隆
▼
子
育
て
支
援
課
浦
和
保
育
所
主

査
（
同
課
山
口
保
育
所
主
査
）
田
中

愛
子
▼
高
齢
者
支
援
課
主
事
（
□御
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
主
事
）
福
田
錦
▼

健
康
増
進
課
主
査
（
高
齢
者
支
援
課

主
査
）大
久
保
慎
介
▼
同
課
主
査（
農

業
振
興
課
主
査
）
林
竜
市
▼
同
課
天

草
西
保
健
セ
ン
タ
ー
主
査
（
同
課
主

査
）
鶴
田
千
恵
▼
環
境
施
設
課
牛
深

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
（
同

課
西
天
草
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主

任
技
師
）
舩
津
輝
一
▼
市
民
課
主
査

（
同
課
主
事
）
二
ノ
宮
昇
子
▼
課
税

課
主
査
（
秘
書
課
主
査
）
花
里
朋
子

▼
同
課
主
査
（
同
課
主
事
）
赤
星
泰

志
▼
同
課
主
事
（
水
道
局
経
営
管
理

課
主
事
）
楠
岡
紘
和
▼
同
課
主
事

（
生
涯
学
習
課
本
渡
地
区
公
民
館
主

事
）
河
内
通
子
▼
国
保
年
金
課
主
事

（
□牛
総
務
振
興
課
主
事
）
吉
川
梨
紗

▼
産
業
政
策
課
付
主
査
・
経
済
産
業

省
派
遣
（
観
光
振
興
課
主
査
）
中
田

智
弥
▼
同
課
主
事
（
同
課
付
主
事
・

九
州
経
済
産
業
局
派
遣
）
嶋
﨑
健
介

▼
農
業
振
興
課
主
査
（
高
齢
者
支
援

課
主
査
）
石
田
優
佳
▼
農
林
整
備
課

主
査
（
総
務
課
付
主
査
・
宮
城
県
東

松
島
市
派
遣
）
中
原
康
宏
▼
同
課
主

査
（
政
策
企
画
課
主
査
）
大
田
尚
吾

▼
同
課
主
査
（
□五
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
主
査
）山
本
大
輔
▼
同
課
技
師（
土

木
課
技
師
）
淀
川
涼
介
▼
観
光
振
興

課
主
査
（
産
業
政
策
課
主
査
）
山
﨑

麻
実
▼
同
課
﨑
津
集
落
ガ
イ
ダ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
主
査
（
世
界
遺
産
推
進
室

主
査
）
川
﨑
昌
光
▼
文
化
課
本
渡
歴

史
民
俗
資
料
館
主
査
（
同
課
天
草
文

化
交
流
館
主
査
）
有
馬
和
也
▼
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室
主
査
（
学
校
教
育
課

主
査
）
砂
月
明
海
▼
建
設
総
務
課
主

査
（
地
域
政
策
課
主
査
）
秡
輪
麻
由

▼
土
木
課
主
査
（
同
課
技
師
）
大
田

将
行
▼
都
市
計
画
課
主
査
（
水
産
振

興
課
主
査
）
岩
下
浩
二
▼
□牛
総
務
振

興
課
主
査
（
□牛
同
課
牛
深
総
合
セ
ン

タ
ー
主
査
）
星
野
純
弘
▼
□有
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
主
査
（
□有
同
課
主
事
）

木
下
佳
菜
▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
事
（
国
保
年
金
課
主
事
）
松
﨑
陽

介
▼
□栖
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査

（
健
康
増
進
課
主
査
）野
﨑
美
幸
▼
□栖

同
課
主
査
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
主

査
）
早
井
祐
美
▼
□栖
同
課
主
査
（
□有

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
）
園
田
大

祐
▼
□栖
同
課
主
査（
下
水
道
課
主
査
）

玉
木
将
吾
▼
□五
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
査
（
□五
同
課
主
事
）
金
子
祐
也
▼

□五
同
課
主
査
（
□五
同
課
主
事
）山
本

香
織
▼
栖
本
病
院
主
査（
土
木
課
主

査
）玉
木
史
歩
▼
下
水
道
課
主
査（
同

課
技
師
）早
田
和
史
▼
教
育
総
務
課

主
事（
□栖
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
事
）

見
分
千
尋
▼
学
校
教
育
課
天
草
中
学

校
主
任
主
事
（
同
課
河
浦
小
学
校
主

任
主
事
）
股
野
梨
江
子
▼
同
課
本
渡

北
幼
稚
園
主
査
（
同
課
亀
場
幼
稚
園

主
査
）米
田
舞
子
▼
同
課
本
渡
北
幼

稚
園
教
諭（
同
課
亀
場
幼
稚
園
教
諭
）

土
手
里
夏
▼
同
課
亀
場
幼
稚
園
主
査

（
同
課
本
渡
南
幼
稚
園
主
査
）
佐
々

木
美
子
▼
生
涯
学
習
課
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
主
査
（
学
校
給
食
課
五
和
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
）富
田
敏
朗

▼
監
査
委
員
事
務
局
主
査
（
健
康
福

祉
政
策
課
主
査
）濵
又
洋

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
学
校
教
育
課
参
事
・
指
導
主
事
＝

河
内
秀
幸
▼
同
課
参
事
・
指
導
主
事

＝
江
﨑
満
美
子
▼
ま
ち
づ
く
り
支
援

課
主
事
＝
平
田
雅
浩
▼
福
祉
課
主
事

＝
小
柳
綾
夏
▼
子
育
て
支
援
課
主
事

＝
大
田
詩
織
▼
高
齢
者
支
援
課
主
事

＝
山
中
ち
は
る
▼
環
境
施
設
課
主
事

＝
宮
川
紗
耶
▼
市
民
課
主
事
＝
中
山

愛
子
▼
課
税
課
主
事
＝
木
戸
萌
々
子

▼
同
課
主
事
＝
見
分
愛
海
▼
国
保
年

金
課
主
事
＝
池
田
真
人
▼
農
業
振
興

課
主
事
＝
田
中
智
貴
▼
農
林
整
備
課

主
事
＝
井
手
秀
成
▼
文
化
課
主
事
＝

田
中
雄
一
朗
▼
土
木
課
技
師
＝
濱
崎

迅
▼
建
築
課
技
師
＝
根
岸
博
士
▼
牛

深
市
民
病
院
主
事
＝
菊
池
大
仁
▼
栖

本
病
院
看
護
師
＝
松
岡
李
奈
▼
同
病

院
看
護
師
＝
唐
津
明
日
香
▼
新
和
病

院
看
護
師
＝
岩
見
克
枝
▼
同
病
院
看

護
師
＝
井
上
絵
美
▼
河
浦
病
院
医
師

＝
松
下
晴
香
▼
同
病
院
作
業
療
法
士

＝
松
本
俊
寛
▼
同
病
院
管
理
栄
養
士

＝
松
下
佳
奈
▼
同
病
院
看
護
師
＝
大

津
元
▼
水
道
局
経
営
管
理
課
主
事
＝

佐
々
木
和
樹
▼
水
道
課
主
事
＝
岡
田

翔
▼
学
校
教
育
課
主
事
＝
金
子
義
盛
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 ■健康相談
▶対　象＝希望者
▶受付時間＝10:00～11:00
▶持参品＝健康手帳・母子健康手帳・バスタオル

場　　　　所

天草中央保健福祉センター
いさな館（御所浦支所の２階）

牛深支所
有明保健センター

天草中央保健福祉センター
天草東保健福祉センター、天草支所

日

５㊊

12㊊

19㊊

 ■３歳児健診
▶対　象＝平成26年５月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル・尿

日

21
㊌

22
㊍

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草（高
浜・大江を除く）

受付時間

12：30～13：00

12：30～12：50

場　　所

天草東保健福
祉センター

天草中央保健
福祉センター

※本渡（志柿・瀬戸・下浦）・有明・御所浦・倉岳・栖本
地域は、平成26年４～５月生まれが対象です。

※牛深・天草（高浜・大江）・河浦地域の平成26年５
～６月生まれは、７月に実施予定です。

※月によっては、翌月の健診対象になること
もあります。通知でご確認ください。

□問天草中央保健福祉センター（亀場町）☎㉔0620・㉔3737
　天草東保健福祉センター　（栖本町）☎663355
　天草西保健福祉センター　（河浦町）☎753301健康ごよみ

※参加を希望する人は６月20日㊋までに、電話で天
草中央保健福祉センターへ申し込んでください。

23
㊎

場　所
天草中央保健
福祉センター

内　　容

•子育てのお話、離乳食のお話

日

 ■５カ月児育児学級
▶対　象＝平成29年１月生まれの子どもと保護者
▶時　間＝9：45～11：30
▶持参品＝母子健康手帳・３～４カ月児健診で配付した
離乳食のパンフレット・バスタオル

 ■１歳６カ月児健診
▶対　象＝平成27年11月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル
日
１
㊍

20
㊋

対  象  地  区
牛深、天草（高浜・
大江）、河浦
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草（高
浜・大江を除く）

受付時間

12：45～13：15

12：30～12：50

場　　所
天草西保健福
祉センター

天草中央保健
福祉センター

※牛深・天草（高浜・大江）・河浦地域は平成27年10～
11月生まれが対象です。

※本渡（志柿・瀬戸・下浦）・有明・御所浦・倉岳・栖本地域の
平成27年11～12月生まれは、７月に実施予定です。

 ■３・４カ月児健診
▶対　象＝平成29年２月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル

 ■７・８カ月児健診
▶対　象＝平成28年10月生まれ
▶持参品＝問診票・母子健康手帳・バスタオル

日

13
㊋

14
㊌

15
㊍

27
㊋

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
牛深（向辺田を含
む）、河浦
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草

受付時間

12：30～12：50

12：30～13：00

13：00～13：15

12：30～12：50

場　　所

天草中央保健
福祉センター

天草東保健福
祉センター

牛深支所

天草中央保健
福祉センター

日

８
㊍

14
㊌
15
㊍

対  象  地  区
本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草
本渡（志柿・瀬戸・
下浦）、有明、御所
浦、倉岳、栖本
牛深（向辺田を含
む）、河浦

受付時間

12：30～12：50

12：30～13：00

13：15～13：30

場　　所

天草中央保健
福祉センター

天草東保健福
祉センター

牛深支所

６月

 ■５歳児健診
▶対　象＝健診日の２週間前に個別にお知らせします。
▶持参品＝問診票（未就園児のみ）・母子健康手帳・
水筒

日

１
㊍

８
㊍

29
㊍

対  象  地  区

本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草（高
浜・大江を除く）

牛深、天草（高浜・
大江）、河浦

本渡（志柿・瀬戸・
下浦を除く）、新
和、五和、天草（高
浜・大江を除く）

受付時間

12：30～13：15

12：45～13：15

12：30～13：15

場　　所

天草中央保健
福祉センター

天草西保健福
祉センター

天草中央保健
福祉センター

【
再
任
用
】

▼
健
康
福
祉
政
策
課
主
査
＝
井
下
克

也
▼
福
祉
課
主
査
＝
佐
々
木
安
子
▼

子
育
て
支
援
課
佐
伊
津
保
育
所
主
査

＝
大
平
眞
理
▼
同
課
栖
本
保
育
所
主

査
＝
坂
上
秀
子
▼
高
齢
者
支
援
課
主

査
＝
前
田
正
之
▼
文
化
課
主
査
＝
本

田
稔
▼
同
課
天
草
文
化
交
流
館
主
査

＝
宮
﨑
哲
彦
▼
世
界
遺
産
推
進
室
主

査
＝
平
田
豊
弘
▼
同
室
﨑
津
資
料
館

み
な
と
屋
主
査
＝
丸
山
淳
▼
□有
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
主
査
＝
北
野
繁
雄
▼

□五
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
査
＝
土
黒

正
平
▼
牛
深
市
民
病
院
主
任
診
療
放

射
線
技
師
＝
福
本
浩
二
▼
同
病
院
准

看
護
師
＝
新
田
順
子
▼
同
病
院
准
看

護
師
＝
大
笹
智
子
▼
同
病
院
助
産
師

＝
道
野
多
恵
▼
河
浦
病
院
主
任
管
理

栄
養
士
＝
菅
原
智
恵
▼
学
校
教
育
課

主
査
＝
石
井
理
惠
▼
学
校
給
食
課
牛

深
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
＝
半
田

善
晴
▼
同
課
御
所
浦
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
査
＝
松
下
美
子
▼
同
課
栖
本

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
＝
猪
原
光

司
▼
同
課
同
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
＝

竹
馬
ま
さ
み
▼
同
課
新
和
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
査
＝
菅
原
利
満
▼
同
課

同
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
＝
船
元
春
子

▼
同
課
五
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

査
＝
山
名
直
▼
同
課
河
浦
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
査
＝
柴
田
壽
八
郎
▼
同

課
有
明
中
学
校
調
理
場
主
任
技
師
＝

香
月
幸
枝
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主

査
＝
柿
塚
一

【
３
月
31
日
付
け
退
職
者
】

▼
総
務
部
長
＝
宮
﨑
哲
彦
▼
総
務
部

付
首
席
審
議
員
・
天
草
広
域
連
合
派

遣
＝
出
田
豪
▼
総
合
政
策
部
長
＝
金

子
正
秀
▼
市
民
生
活
部
長
＝
前
田
正

之
▼
有
明
支
所
長
＝
松
下
祥
明
▼
御

所
浦
支
所
長
＝
本
多
徹
也
▼
五
和
支

所
長
＝
梅
川
三
郎
▼
天
草
支
所
長
＝

椎
木
悦
男
▼
会
計
課
首
席
審
議
員
・

会
計
管
理
者
＝
井
下
克
也
▼
議
会
事

務
局
首
席
審
議
員
・
議
会
事
務
局
長

＝
柿
塚
一
▼
男
女
共
同
参
画
課
長
＝

山
本
智
保
子
▼
市
民
課
長
＝
赤
﨑
保

章
▼
世
界
遺
産
推
進
室
長
＝
平
田
豊

弘
▼
牛
深
市
民
病
院
長
＝
松
岡
由
紀

夫
▼
同
病
院
診
療
科
長
＝
石
田
裕
▼

栖
本
病
院
事
務
長
＝
猪
原
光
司
▼
河

浦
病
院
診
療
科
長
＝
梶
原
敏
博
▼
教

育
総
務
課
長
＝
山
名
直
▼
子
育
て
支

援
課
審
議
員
・
牛
深
保
育
所
長
＝
福

永
久
美
子
▼
同
課
審
議
員
・
御
所
浦

北
保
育
所
長
＝
松
下
美
子
▼
同
課
審

議
員
・
小
宮
地
保
育
所
長
＝
坂
上
秀

子
▼
同
課
審
議
員
・
一
町
田
保
育
所

長
＝
梅
門
津
代
美
▼
同
課
審
議
員
・

新
合
保
育
所
長
＝
大
平
眞
理
▼
環
境

施
設
課
審
議
員
・
西
天
草
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
＝
森
下
一
茂
▼

課
税
課
審
議
員
・
固
定
資
産
税
担
当

＝
福
田
満
▼
文
化
課
審
議
員
・
天
草

市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
本
田
稔
▼
建

設
総
務
課
審
議
員
・
熊
本
天
草
幹
線

道
路
担
当
＝
半
田
善
晴
▼
土
木
課
審

議
員
＝
赤
石
弘
▼
学
校
教
育
課
審
議

員
・
指
導
担
当
＝
岡
田
真
治
▼
同
課

審
議
員
・
本
渡
南
幼
稚
園
長
＝
石
井

理
惠
▼
同
課
審
議
員
・
本
渡
北
幼
稚

園
長
＝
田
中
美
鈴
▼
高
齢
者
支
援
課

主
幹
＝
佐
々
木
安
子
▼
□有
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
課
長
補
佐
・
産
業
建
設
担

当
＝
北
野
繁
雄
▼
□有
同
課
主
幹
＝
菅

原
利
満
▼
□御
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課

長
補
佐
・
市
民
生
活
係
長
＝
森
章
夫

▼
□御
同
課
課
長
補
佐
・
産
業
建
設
係

長
＝
竹
部
光
生
▼
□栖
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
主
幹
＝
柴
田
壽
八
郎
▼
水
道
課

課
長
補
佐
・
給
水
係
長
＝
波
戸
保
則

▼
下
水
道
課
課
長
補
佐
・
施
設
整
備

係
長
＝
土
黒
正
平
▼
牛
深
市
民
病
院

診
療
放
射
線
技
師
長
＝
福
本
浩
二
▼

新
和
病
院
事
務
長
補
佐
・
事
務
局
管

理
係
長
＝
谷
口
和
美
▼
河
浦
病
院
管

理
栄
養
士
長
＝
菅
原
智
恵
▼
学
校
給

食
課
課
長
補
佐
・
新
和
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
＝
林
田
洋
一
郎
▼
子
育

て
支
援
課
佐
伊
津
保
育
所
参
事
＝
金

子
典
子
▼
同
課
同
保
育
所
技
師
長
＝

田
口
節
子
▼
同
課
島
子
保
育
所
参

事
・
主
任
保
育
士
＝
山
畑
康
恵
▼
環

境
施
設
課
参
事
＝
坂
口
公
一
▼
土
木

課
技
師
長
＝
井
筒
成
一
郎
▼
都
市
計

画
課
参
事
＝
池
﨑
朋
子
▼
□牛
市
民
生

活
課
参
事
＝
平
山
忍
▼
学
校
教
育
課

参
事
・
指
導
主
事
＝
荒
木
明
美
▼
学

校
給
食
課
新
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

技
師
長
＝
船
元
春
子
▼
同
課
大
楠
小

学
校
調
理
場
技
師
長
＝
香
月
幸
枝
▼

同
課
有
明
中
学
校
調
理
場
技
師
長
＝

梅
田
益
子
▼
子
育
て
支
援
課
島
子
保

育
所
主
査
＝
鶴
田
英
子
▼
同
課
御
所

浦
北
保
育
所
主
査
＝
杉
本
美
喜
子
▼

学
校
給
食
課
御
所
浦
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
査
＝
森
慈
英
▼
同
課
栖
本
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査
＝
鬼
塚
清
武

▼
世
界
遺
産
推
進
室
学
芸
員
＝
山
内

亮
平
▼
河
浦
病
院
医
師
＝
村
本
啓
▼

牛
深
市
民
病
院
主
任
助
産
師
＝
道
野

多
恵
▼
栖
本
病
院
主
任
看
護
師
＝
松

本
和
美
▼
牛
深
市
民
病
院
主
任
准
看

護
師
＝
新
田
順
子
▼
同
病
院
主
任
准

看
護
師
＝
大
笹
智
子
▼
栖
本
病
院
看

護
師
＝
山
河
浩
子
▼
学
校
給
食
課
栖

本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
＝

竹
馬
ま
さ
み
▼
同
課
天
草
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
任
技
師
＝
松
川
れ
い
子

▼
同
課
島
子
小
学
校
調
理
場
主
任
技

師
＝
赤
城
よ
し
子

市職員人事異動



2017 . 5市政だより 天草   No.265 5051

水道修繕当番店

献血日程

三和電工設備㈱天草支店
　　 ☎㉓4382

㈲有浜設備
  ☎726320

㈲正電設備
　  ☎540639

亀平電設
　  ☎672760

㈲海老本電設
☎642307

吉田電気
　　 ☎662643

竹元設備
☎462811

五和熊電
  ☎330456

松山設備事務所
  ☎425536

黒潮電設
☎790223

本 

渡

牛 

深

有 

明
御
所
浦

倉 

岳

栖 

本

新 

和

五 

和

天 
草

河 

浦

と　　き ところ・行政相談委員 と　　き ところ・行政相談委員

〔５月３日〕
おおどうクリニック　　 （亀場町）
松本医院　　 （河浦町）
天草慈恵病院（天草郡苓北町）
（午前　　　  ）（午後　　　　  ）
吉田クリニック　 （上天草市大矢野町）
せどデンタルオフィス（志柿町）
≪小児科≫十万山クリニック（本渡町）
〔５月４日〕
酒井外科・内科医院　 （港町）
三浦医院　　 （有明町）
長野内科小児科医院　 （五和町）
中邑医院　　 （久玉町）
天草慈恵病院（天草郡苓北町）
（午前　　　　　）（午後　　　　　　）
福本眼科　 （上天草市大矢野町）
松木歯科（久玉町）
≪小児科≫長野内科小児科医院（五和町）
〔５月５日〕
宮崎内科胃腸科医院　 （亀場町）
福本医院　 （楠浦町）
中村こども・内科クリニック　 （五和町）
小松医院　 （久玉町）
天草慈恵病院　　　　　  （天草郡苓北町）
中村医院　 （上天草市大矢野町上）
青木歯科（大浜町）
≪小児科≫中村こども・内科クリニック（五和町）
〔５月７日〕
あしはら医院　 （今釜町）
中山内科・循環器内科クリニック　 （太田町）
大塚泌尿器科クリニック　 （東浜町）
永芳医院　　 （栄町）
市丸医院　　 （五和町）
松本医院　 （牛深町）
天草慈恵病院　 （天草郡苓北町）
中村医院　 （上天草市大矢野町登立）
姫戸医院　 （上天草市姫戸町）
松田歯科（栄町）
≪小児科≫永芳医院（栄町）
〔５月14日〕
木山・中村クリニック　 （小松原町）
天草中央総合病院　 （東町）
本原内科小児科医院　 （栖本町）
楽洋クリニック　　　 （五和町）
生田医院　 （河浦町）
天草慈恵病院 　（天草郡苓北町）
天草皮ふ科・内科　 （上天草市大矢野町）
上天草総合病院（上天草市龍ヶ岳町）
みなみ歯科（南新町）
≪小児科≫本原内科小児科医院（栖本町）

☎㉒5156
☎760039
371111

☎0964570246
☎669096
☎㉔7700

☎㉒4133
☎540306
☎322323
☎740370
☎371111

☎0964560508
☎726415
☎322323

☎㉔3133
☎㉓3533
☎330144
☎726111
☎371111

☎0964560003
☎㉔5222
☎330144

☎㉓4988
☎㉕1711
☎㉒2325
☎㉓1166
☎340036
☎722035
☎371111

☎0964560006
☎583583
☎㉒2432
☎㉓1166

☎㉓4412
☎㉒0011
☎662010
☎332020
☎780331
☎371111

☎0964590808
☎621122
☎㉒5511
☎662010

〔５月21日〕
天草中央総合病院　 （東町）
東整形外科　 （南新町）
天草セントラル病院　 （五和町）
佐藤クリニック　　　　　 （牛深町）
天草慈恵病院 　（天草郡苓北町）
上天草内科呼吸器科クリニック　　 （上天草市大矢野町）
村上医院          　　　　　　　　　 （上天草市姫戸町）
松原歯科（上天草市松島町）
≪小児科≫猪口医院（天草郡苓北町）
〔５月28日〕
荘田医院　 （南町）
島子ごとう医院　　　　 （有明町）
くらたけ小松医院　 （倉岳町）
うしぶか皮膚科・形成外科クリニック　　　　 （牛深町）
苓北医師会病院 　（天草郡苓北町）
しまだ小児科　　 （上天草市大矢野町）
竹中医院　 （上天草市姫戸町）
あらき歯科（天草郡苓北町）
≪小児科≫くらたけ小松医院（倉岳町）

☎㉒0011
☎㉔3131
☎322111
☎733155
☎371111

☎0964563100
☎583102
☎561212
☎370001

☎㉒2497
☎520111
☎643737
☎741122
☎351133

☎0964560005
☎582148
☎352460
☎643737

○内

○内

○内

○内
○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○内

○外

○外
○皮

○整

○泌

○泌

○内

○眼

休日在宅病・医院 天草の潮汐ちょう　 せき

大…大潮  中…中潮  小…小潮  長…長潮  若…若潮

満 潮 干 潮 満 潮 干 潮
本渡港 牛深港日 潮

※この潮汐表は、㈱交通タイムズ社の許可を得て転載しています。なお、同表を複製または他の出版物などに転載することは法律で禁じられています。

中

中

小

小

長

若

中

中

中

大

大

大

大

中

中

1日㊊

2日㊋

3日㊌

4日㊍

5日㊎

6日㊏

7日㊐

8日㊊

9日㊋

10日㊌

11日㊍

12日㊎

13日㊏

14日㊐

15日㊊

0：02
11：45
0：49
12：28
1：50
13：30
3：24
15：15
5：04
17：13
6：00
18：17
6：40
19：04
7：15
19：45
7：48
20：24
8：21
21：02
8：54
21：37
9：25
22：10
9：54
22：40
10：22
23：08
10：48
23：37

6：06
18：19
6：54
19：09
7：57
20：17
9：35
21：52
11：16
23：22
───　
12：13
0：21
12：55
1：07
13：33
1：48
14：09
2：26
14：44
3：04
15：17
3：39
15：49
4：11
16：18
4：42
16：46
5：10
17：14

10：53
───　
0：29
11：48
1：46
13：10
3：12
15：03
4：23
16：32
5：13
17：33
5：51
18：20
6：23
19：00
6：53
19：35
7：22
20：09
7：50
20：42
8：18
21：14
8：47
21：47
9：16
22：21
9：47
22：58

5：23
17：38
6：22
18：37
7：43
19：54
9：25
21：23
10：42
22：38
11：32
23：34
───　
12：11
0：19
12：45
0：58
13：17
1：34
13：47
2：08
14：16
2：41
14：46
3：12
15：16
3：44
15：48
4：18
16：21

満 潮 干 潮 満 潮 干 潮
本渡港 牛深港日 潮

中

小

小

小

長

若

中

中

中

大

大

大

大

中

中

中

16日㊋

17日㊌

18日㊍

19日㊎

20日㊏

21日㊐

22日㊊

23日㊋

24日㊌

25日㊍

26日㊎

27日㊏

28日㊐

29日㊊

30日㊋

31日㊌

11：17
───　
0：11
11：52
0：58
12：45
2：07
14：10
3：39
15：56
4：58
17：24
5：54
18：27
6：42
19：20
7：27
20：10
8：12
20：58
8：55
21：44
9：38
22：29
10：19
23：12
10：59
23：54
11：38
───　
0：39
12：22

5：41
17：46
6：17
18：27
7：09
19：24
8：24
20：40
9：59
22：09
11：18
23：28
───　
12：14
0：29
13：03
1：23
13：49
2：13
14：34
3：01
15：19
3：47
16：02
4：31
16：44
5：14
17：26
5：57
18：08
6：43
18：54

10：21
23：41
11：01
───　
0：36
11：58
1：48
13：24
3：04
15：06
4：07
16：25
4：56
17：26
5：40
18：20
6：22
19：10
7：03
20：00
7：45
20：49
8：28
21：39
9：12
22：30
9：58
23：21
10：46
───　
0：15
11：43

4：54
16：59
5：38
17：43
6：37
18：40
7：58
19：56
9：24
21：21
10：28
22：33
11：19
23：32
───　
12：04
0：24
12：48
1：14
13：32
2：02
14：17
2：50
15：03
3：38
15：49
4：27
16：36
5：17
17：26
6：14
18：19

５月10日㊌
9：00～12：00
５月10日㊌
9：00～11：00
５月10日㊌
9：30～12：00
５月11日㊍
10：00～12：00

御所浦地区コミュニティセンター
齊藤朝延さん ☎673154
五和支所
井上英二さん ☎330948
福連木地区コミュニティセンター
尾下　明さん ☎421045
栖本支所
吉田盛夫さん ☎662970

一町田地区コミュニティセンター
横田政司さん ☎761025
リンドマールTAIYO
有馬一彦さん ☎㉔3378
段下千晶さん ☎㉓9012

牛深総合センター
池林通秋さん ☎734490

5月11日㊍
10：00～12：00

５月16日㊋
10：00～12：00

５月17日㊌
9：00～12：00

５月

５月

行政相談所を開設▶持参品＝献血カード（献血手帳）または身分証明書。

□問天草中央保健福祉センター☎㉔0620

期　日

５/19
㊎

時　  間

9：00～11：30

12：45～15：30

場　　所

市役所裏駐車場

400㎖献血にご協力ください

▶診療時間＝午前９時～午後５時。※歯科は午前10時～午後４時。

　夜間の子どもの急な発熱などでお困りのときに
は、♯8000番（ダイヤル回線の場合☎096－364－
9999）をご利用ください。

（平　日）19：00～翌朝8：00
（土曜日）15：00～翌朝8：00
（日曜・祝日） 8：00～翌朝8：00

小児救急
電話相談

○循○内
○内○小

○内○小

○内○泌
○内○胃

○内○呼

○内○循

○内○整○泌 ○内○整○泌○小

○内○整○泌○精 ○内○整○泌○精○小

○内○整○泌○耳○小

○内○泌○皮

○外 ○整○内 リハ

リハ  神内  ○内○小 ○呼○循○消

○胃 ○内○麻○外

形外  ○皮 ○ア

○小○内

※当番医は変更になる場合がありますので、受診す
るときは電話で各病・医院へご確認ください。
　なお、最新の情報は☎㉓1400でもお知らせしてい
ます（歯科を除く）。
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ウォーキングからはじめよう

歯周病対策で延ばせ健康寿命！
今年度から40歳以上の人を対象に歯周疾患検診がスタート

　歯を失う原因で最も多いのが歯周病です。歯周病から糖
尿病や腎臓病、心臓病、脳卒中などの病気につながること
がわかってきています。歯周病は軽いうちは痛みがなく、
歯茎から血が出ても放っておく人が多いようです。
　何よりも早期発見が大切です。歯が失われ始める40歳代
から年に１回は検診を受け、健康寿命を延ばしましょう。
　歯周疾患検診は各歯科医院への予約が必要です。

●対象者：40歳以上の人（市人間ドックの歯周疾患検診の受診者を除く）。
●期　間：５月８日㊊～12月22日㊎。
●費　用：年齢や加入している医療保険などにより個人負担額が変わります。

①関節障がいなどの予防と疲れを残さないために、準備運動と整理運動を！②体調が
悪いときは無理をしない。③水分補給を！④少しずつ距離と歩く時間を増やして。

天草郡市歯科医師会
専務理事 布井 隆行医師

年齢など 40歳
生活保護世帯

41歳～ 69歳
70～74歳 後期高齢者

被保険者天草市国保 天草市国保以外

負担額 無　料 400円 800円 400円
※年齢は、平成30年3月31日時点での年齢　※生活保護世帯の人は証明書を持参してください。

　生活習慣病やロコモ、認知症の予防のために、日常生活に運動を取り入れることが
大切です。まずは、ウォーキングから始めてみませんか。

■正しい歩き方

つま先で地面を蹴り出し、
歩幅はいつもより広くとる

少し息がはずむ程度の速さ
で歩く

注意点

Fit
ness

He
alth

胸を張る

膝を伸ばして

かかとから着地

あごを引き、前方を見る

ひじを後ろに引いて腕を
振る

※ロコモ＝運動器の障がいで「立つ」
「歩く」といった機能が低下して
いる状態

※

ぐき

背筋を伸ばす
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